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序

　前橋市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背景に、坂東太郎として名高い利根

川や詩情豊かな広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情にあふれた美しい

県都です。

　前橋市域の赤城山南麓と前橋台地上には、旧石器時代から近世・近代に至る

まで、人々の生活の痕跡を示す遺跡・遺物が数多く存在します。特に古墳にお

いては、かつて市域には800余基の存在が伝えられています。その中には大室

4古墳をはじめ国指定史跡となっている古墳も9基含まれ、東国古墳文化の中

心として位置づけられてきました。また、続く律令政治の時代に入ると、山王

廃寺、上野国分僧寺、上野国分尼寺、上野国府の存在が示すとおり政治、宗教、

経済の中心地として花開き一大文化圏が形成されました。さらに中世において

は、戦国武将の長尾氏、上杉氏、武田氏、北条氏が鏑をけずった地として知ら

れ、近世においては、譜代大名の酒井氏、松平氏が居城した関東4名城の一つ

に数えられる前橋城が築かれました。まさに、前橋市はこれまで連綿と続いて

きた歴史を物語る様々な文化財で溢れています。

　今年度発掘調査を行いました元総社小見IV遺跡は、前橋市の西部、国分僧寺

と国分尼寺の中間南に位置します。主に竪穴住居跡が検出され、律令期以前、

律令期、律令期以後の国分僧寺・国分尼寺周辺の集落の変遷を考える上で貴重

な資料を得ることができました。

　発掘調査にあたり、ご理解とご協力を賜りました市関係部局、地元関係者の

方々、厳しい気候の中調査に従事されました皆様に感謝とお礼を申し上げます。

本報告書が市史究明の一助となることを祈念して序といたします。

　平成16年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　前橋市埋蔵文化財発掘調査団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　団長　阿部明雄



例 ハゴロ

1．本報告書は、平成15年度一般県道足門前橋線バイパス（西毛広域幹線道路　国分寺工区）緊急地方道路整備

　事業に伴う元総社小見IV遺跡埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．調査主体は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団である。

3．発掘調査の要項は次のとおりである。

調　査　場　所

発掘調査期間
整理・報告書作成期間

発掘・整理担当者

群馬県前橋市元総社町地内

平成15年6月18日～平成15年8月1日

平成15年8月4日～平成16年3月12日

高槁一彦・高坂麻子（発掘調査係員）

4．本書の原稿執筆・編集は高槁・高坂が行った。

5．瓦について松田猛氏（群馬郡倉渕村立川浦小学校教頭）にご教示をいただいた。

6．発掘調査・整理作業にかかわった方々は次のとおりである。

　石原義夫・岩木　操・大澤俊夫・大嶋洋平・岸フクエ・斉藤亀寿・白石　晃・須田博治・角田　榿

　渡木秋子・中澤光江・平林しのぶ・湯浅たま江・湯浅道子・阿部シゲ子・神澤とし江・橋本　茂

7．発掘調査で出土した遺物は、当発掘調査団より前橋市教育委員会に保管を依頼し、前橋市教育委員会文化

　財保護課で保管されている。

凡 例

1．挿図中に使用した北は、座標北である。

2．挿図に建設省国土地理院発行の1／200，000地形図（宇都宮、長野）、1／25，000地形図（前橋）、1／2，500前橋

　市現形図を使用した。

3．遺跡の略称は、元総社小見IV遺跡：15A107である。

4．本遺構及び遺構施設の略称は、次のとおりである。

　J…縄文時代の竪穴住居跡　　　　H…古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡　　　　　W…溝跡

　D…土坑　　　　O…落ち込み　　　P…ピット・貯蔵穴（住居内P5を貯蔵穴とした。）

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。

　遺構　　住居跡・溝跡・土坑・落ち込み・ピット…1／60　　竈断面図…1／30　　全体図一1／200

　遺物　　土器・鉄製品…1／3、1／4　　石器・石製品…1／3、1／4　　　瓦…1／5　　　銭貨…1／1

6．計測値については、（　）は現存値、［　］は復元値を表す。・

7．セクション注記の記号は、締まり・粘性の順で示す。

　◎は非常に締まり・粘性あり、○は締まり・粘性あり、△は締まり・粘性ややあり、×は締まり・粘性な

　しを表す。

8．スクリーントーンの使用は、次のとおりである。

　遺構平面図　　焼　土…囮　　　　　　　　灰…麟鯉

　遺構断面図　構築面…吻
　遺物実測図　　須恵器断面…　　　　　　　　炭化物（煤付着など）…醗羅麹　　黒色処理…麗

　　　　　　灰粕陶器断面…圃　　　　灰粕陶器内面…囮

9．火山降下物の略称と年代は次のとおりである。

　As－B　（浅問B軽石：供給火山・浅間山、llO8年）

　Hr－FP（榛名ニツ岳伊香保テフラ：供給火山・榛名山、6世紀中葉）

　Hr－FA（榛名ニヅ岳渋川テフラ：供給火山・榛名山、6世紀初頭）

　As－C　（浅間C軽石：供給火山・浅間山、4世紀前半㌍中葉）
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1　調査に至る経緯

　平成15年2月18日付けで、群馬県高崎土木事務所より県道足門前橋線バイパス（西毛幹線道路国分寺工区）緊

急地方道路整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の依頼が前橋市教育委員会に提出された。前橋市教育委員会では

これを受け、内部組織である前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部明雄に対し、調査実施を通知し、調査団

はこれを受諾した。

　平成15年5月29日、調査依頼者である群馬県高崎土木事務所と前橋市埋蔵文化財発掘調査団　団長　阿部明雄

との間で、本発掘調査の委託契約を締結し、6月18日に現地での発掘調査を開始するに至った。

　なお、遺跡名称r元総社小見IV遺跡」のr小見」は旧地籍の小字名を採用し、ローマ数字のrIVjは過年度に

調査を実施した遺跡と区別するために付したものである。

II　遺跡の位置と環境

1　遺跡の立地

　前橋市は、利根川が赤城・榛名の両火山の裾合を経て関東平野を望むところに位置し、地形・地質の特徴から、

北東部の赤城火山斜面、南西部の前橋台地（洪積台地）利根川右岸、南部から南西部にかけての前橋台地の利根

川左岸、東部の広瀬川低地帯（洪積低地）の4つの地域に分けられる。

　本遺跡の立地する前橋台地は、約24，000年前の浅間山爆発によって引き起こされた火山泥流堆積物とそれを

被覆するローム層（水成）から成り立っている。台地の東部は広瀬川低地帯と直線的な崖で画されていて、台地

の中央には現利根川が貫流している。現在の利根川の流路は中世以降のもので、旧利根川は現在の広瀬川流域と

推定される。台地の西部には榛名山麓の相馬ヶ原扇状地が広がり、榛名山を源とする中小河川が利根川に向かっ

て流下し、台地面を刻んで細長い微高地を作り上げている。総社・元総社付近の染谷川や牛池川は、微高地との

比高3m～5mを測り、段丘崖上は高燥な台地で、桑畑を主とした畑地として利用されてきた。

　本遺跡は、前橋市街地から利根川を隔て、西へ約4㎞の地点、前橋市元総社町地内に所在している。関越自動

車道の側導脇に位置しており、交通量の多い場所である。遺跡地の南側には国道17号・主要地方道前橋・群馬・

高崎線が東西に走り、東側には市道大友・石倉線が南北に走り、これらの幹線道路を中心にオフィスビルや大規

模小売店が進出している。

2歴史的環境

　本遺跡地周辺には、古墳時代後期から終末までの上野地域と中央政権との関連をうかがわせる総社古墳群と山

王廃寺、古代の中心地であった上野国府、さらに、中世には長尾氏により国府の堀割りを利用し築かれたとされ

る蒼海城があり、歴史的環境に優れている。周辺の埋蔵文化財発掘調査によって、これまで連綿と続いてきた歴

史を物語る多くの新しい知見が集積されている。

　縄文時代の遺跡としては、前期・中期の集落跡が検出された産業道路東・西遺跡や上野国分僧寺・尼寺中間地

域が筆頭に挙げられ、縄文文化を考える上で重要な資料といえる。
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　弥生時代の調査例は少ない。当時の稲作の様子を示す水田・集落跡等が検出された日高遺跡、後期住居跡が検

出された上野国分僧寺・尼寺中間地域や桜ヶ丘遺跡、下東西遺跡等に散見するだけである。

　古墳時代の遺跡としては、まず本遺跡のおもに北に広がる総社古墳群が挙げられる。総社古墳群を代表するも

のには、前方後円墳である遠見山古墳、川原石を用いた積石塚である王山古墳、前方部と後円部にそれぞれ石室

をもつ二段に築造された前方後円墳の総社二子山古墳、横穴式石室をもつ方墳の愛宕山古墳、県内終末期と考え

られ仏教文化の影響を強く受けた方墳の宝塔山古墳・蛇穴山古墳がある。また、宝塔山古墳の南西500mには白

鳳期の建立と考えられる山王廃寺跡（放光寺〉がある。さらにこの寺の塔心礎や石製鵬尾、根巻石等の石造物群

は、宝塔山古墳の石棺や蛇穴山古墳の石室と同系統の石造技術を駆使して加工されている。これらのことから、

この寺は上野地域を治めていたr上毛野氏」の氏寺であり、この古墳群にはr上毛野氏」一族が葬られていると

も考えられている。これらから、この地がr車評」の中心地として、仏教文化が古墳文化と併存しながら機能し

ていた様子が窺える。　・

　奈良・平安時代に至ると、上野国府、国分僧寺、国分尼寺の建設と相まって、本地域は古代の政治的・経済的

・文化的中心地としての様相を呈してくる。律令期における国司の政治活動の拠点で地方を統治する機能をもつ

国府は、元総社地区に置かれたとされる。

　国府に関連する遺跡には、県下最大級の掘立柱建物跡が検出された元総社小学校校庭遺跡や、r國厨」・r曹司」

・r国」・r邑厨」等と書かれた墨書土器や人形が出土した元総社寺田遺跡、律令期の掘立柱建物跡と考えられる

柱穴が検出された元総社宅地遺跡がある。また、国府域の推定を可能にした大規模な東西方向の溝跡が検出され

た閑泉樋遺跡と南北方向の溝跡が検出された元総社明神遺跡の調査成果により、国府域の東外郭線が想定される

に至った。さらに、元総社小見内皿遺跡からは、国分尼寺の東南隅から国府に向かうと思われる溝跡が検出され

1ており、昨年度調査が行われた元総社小見内IV遺跡からもこの溝の延長と思われる溝跡が検出されている。また、

元総社小見内皿遺跡からは官人の用いたと考えられる円面硯、巡方（腰帯具）も出土し、国府について考えるう

えで貴重な資料となっている。

　国分僧寺は大正15年に国指定史跡となり、昭和40年代からは部分的ながら調査が進められるようになった。本

格的な発掘調査は昭和55年12月から始まり、主要伽藍の礎石、築垣、堀等が確認されている。さらに国分屓寺の

調査では、昭和44・45年に推定中軸線上のトレンチ調査が行われ伽藍配置が推定できるようになった。さらに平

成12年に前橋市埋蔵文化財発掘調査団で南辺の寺域確認調査を行い、東南隅と西南隅の築垣、それと平行する溝

跡や道路状遺構が確認された。国分僧寺・尼寺周辺では、関越自動車道建設に伴う発掘調査が行われ、上野国分

僧寺・尼寺中間地域では、当時の大規模な集落跡や掘立柱建物跡群が検出されている。

　また、群馬町の調査等により、本遺跡から約1㎞南の地点にN－64㌧E方向の東山道（国府ルート〉があるこ

とが推定される。また、日高道は、日高遺跡で検出された幅約4．5mの道路状遺構を国府方面へ延長したもので

ある。これらは、当時の交通網を物語る重要な遺構である。

　中世に至り、永享元年（1429）、上野国守護代の長尾氏によって古代国府跡に築かれた蒼海城は城郭としての

機能を有し県内でも最古級に位置づけられる。しかも、県下最初の城下町を形成したと考えられている。蒼海城

の縄張りは国府と関係が深く、現在の本地域の主要道路はこの縄張りに沿って作られていると推測される。

　このように歴史的に重要な役割を果たしてきた総社・元総社地区であるが、その中でも上野国府が所在したと

推定される元総社地区は注目される地域の一つである。元総社蒼海土地区画整理事業に伴い、平成11年より継続

的に本地域の発掘調査が行われていく。これにより、手つかず状態であった本地域の全容が明らかになっていく

であろう。今後、この調査の進捗によって、上野国府や蒼海城が解明されていくことを期待する。
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Tab．1　元総社蒼海遺跡群周辺遺跡概要一覧表 ※年代の（　）は調査開始年度

番号 遺　　　跡　　　名 調査年度 時　代：　主　な　遺　構・出　土　遺　物

1 元総社小見IV遺跡 2003 本遺跡

2 上野国分寺跡（県教委〉
1980
～
1
9 88
奈　良：金堂基壇、塔基壇

3 上野国分尼寺跡 （1999） 奈　良：西南隅・東南隅築垣
4 山王廃寺跡 （1974） 古　墳：塔心礎、根巻石

5 東山道（推定）
6 日高道（推定）
7 王山古墳 1972 古　墳：前方後円墳（6C中）
8 蛇穴山古墳 1975 古　墳：方墳（8C初）
9 稲荷山古墳 1988 古　墳：円墳（6C後半）
10 愛宕山古墳 1996 古　墳：円墳（7C初）
11 総社二子山古墳 未調査 古　墳：前方後円墳（6C末～7C初）
12 遠見山古墳 未調査 古　墳：前方後円墳（5C後半）
13 宝塔山古墳 未調査 古　墳：方墳（7C末）
14 元総社小学校校庭遺跡 1962 平安：掘立柱建物跡、柱穴群、周濠跡
15 産業道路東遺跡 1966 縄　文：住居跡
16 産業道路西遺跡 縄　文：住居跡
17 中尾遺跡（事業団） 1976 奈良平安：住居跡

18 日高遺跡（事業団） 1977 弥　生：水田跡、方形周溝墓、住居跡、木製農耕具
平　安：条里制水田跡

19 正観寺遺跡1～IV（高崎市）
1979
～
1
9
8
1

弥　生：住居跡
古　墳：住居跡
奈良平安：住居跡
中　世：溝跡

20 上野国分僧寺・尼寺中間地域
（事業団〉

1980
～
1
9
8 3

縄　文：住居跡、配石遺構　・
弥　生：住居跡、方形周溝墓
古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡

中　世：掘立柱建物跡、溝状遺構、道路状遺構

21 清里南部遺跡群
清里南部遺跡群皿

1980 縄　文：ピット
奈良平安：住居跡、溝跡

22 中島遺跡 1980 奈良平安：住居跡

23 下東西遺跡（事業団）

1980
～
1
9
8
4

縄　文：屋外埋甕
弥　生：住居跡
古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡、柵列『
中　世：住居跡、溝跡

24

国分境遺跡（事業団）
輯　一　一　口　門　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　隅　’　一　一　一　一　一　一　一　一　一　昌　一　噂　剛　一　一　一　一　甲　鞠　一　輔　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　齢　馳

国分境II遺跡
一　一　一　一　一　一　一　購　鱒　髄　一　膚　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　q　一　一　一　－　一　一　国　騨　爾　一　隅　鼎　需　“　陶　一　一　需

国分境皿遺跡（群馬町）

1990
一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

1991
卿　閣　搏　嗣　葡　一　一　一　一　餉　一　一　一　一　一　一　一　一　一

1991

古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡

一　一　一　一　一　一　隅　r　一　一　一　一　一　一　騨　隅　一　欄　胴　一　一　一　ロ　ー　昌　揃　ロ　ー　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　隅　一　一　一　－　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　鴨　r　脾　一　鴨　一　一　一　軸　一　一　一　醜　一　〇　一　一

古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡

一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　隅　一　一　一　隅　’　一　一　嗣　隔　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　辱　一　一　一　一　一　一　一　國　繭

古　墳：住居跡
奈良・平安1住居跡、畠跡

中　世：土坑墓

25 元総社明神遺跡　1～X皿
1982
～
1
9
9
6

古　墳：住居跡、水田跡、堀跡
奈良・平安：住居跡、溝跡、大形人形
中　世：住居跡、溝跡、天目茶碗

26 北原遺跡（群馬町〉 1982
縄　文：土坑、集石遺構
古　墳：水田跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡

27 鳥羽遺跡（事業団）
1978
～
1
9
8
3

古　墳：住居跡、鍛冶場跡
奈良平安：住居跡、掘立柱建物跡（神殿跡）

28 閑泉樋遺跡 1983 奈良・平安：溝跡（上幅6，5－7m、下幅3．24m、深さ2m）

29 柿木遺跡一　一　一　一　一　一　’　一　四　葡　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　 一　q　一　『　四　一　一　一　一　一　閣　q　一　一　一　嗣　一　一　軸　一　一　ロ　ー　『　鵯　騎　轄　閣　一　一　葡　一　 一　一　一　願

柿木II遺跡

1983
繭　一　冒　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

1988
奈良・平安：住居跡、溝跡

30 草作遺跡 1984
古　墳：住居跡
平　安：住居跡
中　世：井戸跡（蒼海城に伴う）

31
桜ヶ丘遺跡

”　一　響　需　需　一　ロ　ー　一　一　一　一　一　一　一　一　閣　陶　隅　國　一　陶　閣　一　需　胴　一　一　一　一　働　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　ロ　ー　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

総社桜ヶ丘遺跡
一　彌　”　喝　一　一　一　一　一　薗　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　卿　噂　周　一　一　一　一　ロ　ー　一　口　嘗　哺　舗　駒　一　一　一　ロ　ー　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　冒　一　一

総社桜ヶ丘II遺跡

一　冒　一　一　一　一　一　暉　顧　閑　一　口　關　噌　隅　一　爾　一　一

1985
一　一　一　一　一　一　国　閣　一　一　『　一　一　一　一　國　一　隅　一

1987

弥　生：住居跡
一　一　一　一　一　一　一　一　－　一　一　幽　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　隅　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　隅　一　閣　需　鵬　齢　一　一　一　咽　一　一　一　一　冒　一　一　q　ロ　ー　一　q　一　一　一　一　騨　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　爾　日　一　一　甲　一　一　P　葡　曽　一　一　一　一　一　閣　一　一　轄　一　一　一　一　一　一　冒　一

平　安：住居跡
喩一　一　一一　一　一　一　囎　隔一　一　髄　一　一　一　一　一　一　一　一　一一一　一　一一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　國　一　韓　一　一　一構　一　冒　－一　一一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　睡　一　一　q　一　一　一　一　一　陶　一　陶　一　一　一　一　一　一　q　需　一　閣　一　曽　一　一　一　一　一　一

奈良・平安：住居跡

32 閑泉樋南遺跡 1985 古　墳：住居跡（鬼高期）
’奈良・平安：溝跡

33 後疋間遺跡1～皿（群馬町）
1985
～
1
9
8
7

古　墳：住居跡
奈良平安：住居跡
中　世：道路状遺構

34 塚田村東遺跡（群馬町） 1985 平　安：住居跡
35 寺田遺跡 1986 平　安：溝跡、木製品
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遺　F　跡　　　名 調査年度 時　代：　主　な　遺　構・出　土　遺　物

36 天神遺跡一　一　一一　一　一　一一一　一　一一　一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　昌一一　一　一　一　一　一一　一　瞬　一　一　一　q　一　爾　一　一　暦一　一　一　隅輌　騨　騨　爾　”　榊　隅　囎　暫　鴨層　顧　一　一　”　一　一　一

天神II遺跡

1986
一　一　一　一　一　一　”　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

1988
奈良・平安：住居跡

37
屋敷遺跡

一　一　一　一　一　一　一　一　－　一　一　一　一　一　一　一　一　閥　噂　聯　一　”　葡　一　一　”　一　一　一　卿　鳳　P　購　隅　醐　僧　一　齢　鱒　鱒　哺　一　一　一　一　一　扁　一　一　一　一　一　一　 一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　 一　一　一

屋敷II遺跡

1986
一　一　り　卿　輯　一　一　一　一　騨　嗣　胃　國　扁　一　齢　扁　嗣　昌

1995

古　墳：住居跡
平　安：住居跡
中　世：堀跡、石敷遺構

38 大友屋敷II・皿遺跡 1987 古　墳：住居跡
平　安1住居跡、溝跡、地下式土坑

39 堰越遺跡 1987 奈良平安：住居跡、溝跡
40 堰越II遺跡 1988 平　安：住居跡
41 昌楽寺廻向遺跡・II遺跡 1988 奈良平安：住居跡

42 村東遺跡 1988
古　墳：住居跡、溝跡
奈良・平安：住居跡

中　世：堀跡

43 熊野谷遺跡
卿　一　回周　一　一　一　一　齢　一　凹　一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一　一　一一　一　一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一騨　一　一　一　爾　需　閣　囎　鵬　一一　顧　騨隅　爾　一　嘗一

熊野谷II・皿遺跡

1988
一　一　一　一　一　一　鱒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

1989

縄　文：住居跡
平　安：住居跡、溝跡

一　一　一　一　一　一　一　一一　國　一　國　一　騨　鴨　嗣　鱒　一　一　需　騨　囎　一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　願　噂　一　欄一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　咽　囎　禰　一　一　一　一　曹　一　榊　一　一

平　安：住居跡

44 元総社寺田遺跡1～皿
（事業団）

1988
～
1
9
9 1

古　墳：水田跡、溝跡
奈良・平安：住居跡、溝跡、人形、斎串、墨書土器
中　世：溝跡

45 弥勒遺跡
弥勒II遺跡

1989
一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　 一　一　一　 一　一

1995
古　墳：住居跡
平　安：住居跡

46 大屋敷遺跡1～VI
1992
～
．
2
0 00

縄　文：住居跡
古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡

中　世：掘立柱建物跡、地下式土坑、溝跡

47 元総社稲葉遺跡 1993 縄　文：土坑
平　安：住居跡、瓦塔

48 上野国分寺参道遺跡 1996 古　墳：住居跡
平　安：住居跡

49 大友宅地添遺跡 1998 ’平　安：水田跡

50
総社閑泉明神北遺跡

一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　再　輯　榊　一　噌　鱒　一　一　一　一　一　 一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　榊　一　一　 一　一　一　榊　剛

総社閑泉明神北II遺跡

1999
一　一　一　一　一　一　一　圃　一　一　一　一　暦　一　一　一　一　一　一

2001

古　墳：畠跡、水田跡、溝
中　世：溝跡

一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　覇　隅　閣　榊　欄　一　一　”　一　脚　一　”　幽　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　－　一　瞠　瞬　一　r　一　繭　一　一　一　一　一　一　一　一　罷　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　需　需　閣　層　一　暦　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

古　墳：住居跡、溝跡
平　安：住居跡、溝跡

51 元総社宅地遺跡1～23トレンチ 2000

古　墳：住居跡
平　安：住居跡、掘立柱建物跡、鍛冶場跡、溝跡、道路状遺

　　構
中　世：溝跡
近　世：住居跡、（五輪塔の一部、境類）

52 元総社小見遺跡 2000
縄　文：住居跡
古　墳：住居跡
奈良平安：住居跡、掘立柱建物跡、溝跡、道路状遺構

53 元総社西川遺跡（事業団） 2000 古　墳：住居跡、畠跡
奈良・平安二住居跡、溝跡

54

総社甲稲荷塚大道西遺跡

一　一　一　一　一　一　一　一　”　一　層　一　騙　一　一　 一　一　一　一　一　一　一　 一　一　一　冒　一　 一　一　一　一　一　頓　嚇　一　剛　需　需　圃　一　一　闇　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　 一　一　一　一　一

総社甲稲荷塚大道西II遺跡

2001

障　剛　剛　一　麟　鱒　一　胴　購　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一

2001

奈良・平安：住居跡、溝跡

中　世：畠跡
近　世：溝跡

一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　隅　一　一　一　一　一　一　隅　騨　一　輯　輔　一　一　一　一　一　一　嗣　扁　圃　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　一　一　一　一　一　一　隅　一　一　一　一　一　一　 昌　一　一　”　圃　一　一　冒　一　一　一　一　田　 一　一　冒　一　 一　冒　一　一　一　 冒　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　閑　需

古　墳：住居跡、
奈良平安：住居跡、溝跡
近　世：溝跡

55 元総社小見内皿遺跡 2001
古　墳：住居跡、溝跡
奈良・平安：住居跡、掘立柱建物跡、溝跡

中世：掘立柱建物跡、溝跡

56

総社甲稲荷塚大道西皿遺跡
一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　圏　一　国　臨　騨　q　輸　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　冒　一　 一　一　一　一　一　一　一　一　一　國　一　隅　一　一　一　一　一　噌　葡　一　需　一　冒　旧　一　一　一　一　一　團　臼　隔　一　一　一　冒　一

総社閑泉明神北皿遺跡

2002
一　一　一　一　一　一　一　一　一　圏　 一　m　一　購　悼　冒　圃　團

2002

古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡、畠跡、溝跡

一　一　一鯖　庸　冒　一　一　一一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一一　一　一　一　一　一　”顧　一　嗣　ロ　ー　一　噂　一　陶　一　騨　贈儒　冒　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一一　一　一　一一　冒　一　冒一　一　冒　一　一　一　ロ　ー　一　一　一　一　一　一　一　一　噌　一　一　一　一　一　髄　一　顧　爾　隔　胃　一　一　一　一　一　一　一　葡　麟　情　噸　旨　一　輔　一　一　一　一　一　噛　冑　一

縄　文：住居跡
古　墳：住居跡
奈良平安：住居跡

57 元総社小見II遺跡 2002

縄　文：住居跡
古　墳：住居跡　、
奈良平安：住居跡、掘立柱建物跡
中　世：溝跡、道路状遺構

58

元総社小見皿遺跡

元総社草作V遺跡

2002

一　ロ　ー　需　冑　一　輯　吟　一　陶　榊　顧　繭　胃　噌　〇　一　圃　

一
2
0
0 2

縄　文：住居跡
古　墳：住居跡、
奈良平安：住居跡、溝跡
中　世：溝跡、道路状遺構

一　冒　鰯　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　 一　q　一　一　一　q　輔　輔　一　一　一　”　m　軸　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　曽　椥　曽　輔　胃　需　彌　臼　ロ　『　扁　一　一　一　一　一　一　 一　陶　ロ　ー　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　膚　一　冒　一　一　一

古　墳：住居跡
奈良・平安：住居跡

中　世：溝跡

59 元総社小見内IV遺跡 2002
古　墳：住居跡
奈良平安：住居跡、掘立柱建物跡、溝跡
中世：土坑墓、掘立柱建物跡、溝跡

60 稲荷塚道東遺跡（事業団） 2003 古　墳：住居跡
奈良・平安＝住居跡、溝跡、竈構築材採掘痕、井戸跡

一5一
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皿．調査方針と経過

1　調査方針

．委託調査箇所は、県道足門前橋線バイパス（西毛幹線道路国分寺工区）緊急地方道路整備事業の道路予定地で、

本調査が必要とされた地域（586．56㎡）である。グリッドについては、4mピッチで西から東へX14、X15、X』

16…と、北から南へYlO6、YlO7、Y108…と付番し、グリッドの呼称は北西杭の名称を使用した。

本遺跡のX15・Yl16の公共座標は次のとおりである。

世界測地系　　　X＝＋43890．9079　　　　　　Y＝一72431．7512　［新座標］

　　　　　　　X＝＋43536．000　　　　　　Y＝一72140．000　［旧座標］

．緯度36。23’34”．28496経　度13900r33”．24395
　子午線収差角　28’44”．707　　増大率　0．99996462
　調査方法は、表土掘削・遺構確認・杭打ち・遺構掘下・遺構精査・測量・全景写真撮影の順で行った。

　図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、遺構平面図は原則として1／20、住居跡竈は1／10の縮尺で作成し

た。遺物については平面分布図を作成し、台帳に各種記録をしながら収納した。包含層の遺物はグリッド単位で

収納し、重要遺物については分布図・遺物台帳の記載を行い収納した。

2調査経過
本遺跡の発掘調査は、委託契約を5月29日に締結し、6月18日より現地調査を開始した。

調査区は高速道路の側道沿いで交通量が激しいため、安全対策には万全を期した。はじめに調査区の南側から

重機（バックフォー0．4㎡）で表土掘削を行った。それと並行して、鋤簾による遺構確認を行った。調査区は南北

に長く、最北部は幅1，5～2mと非常に狭いため、その後小型の重機（バックフォーO．25㎡〉によって表土掘削を行

った。20日に杭打ちを行い、遺構の掘下・精査に入った。当初、住居跡を把握するのに苦労したものの、10数軒

の住居を確認し調査に取りかかった。しかし、梅雨時期であったため数回にわたって作業中断を余儀なくされた。

その後調査は順調に進み、7月25日に高所作業車で調査区全景の写真撮影を行い、一旦調査を終了した。

　7月29日、重機（バックフォー0．4㎡）でさらに下層の表土掘削を行った結果、住居数軒を確認したため2面目

の調査に取りかかり、8月1日に調査を終了した。その後、8月3日より現場事務所において土器洗いや図面整

理等を行った。

　11月27日より文化財保護課に戻り、遺物、図面、写真等の整理作業に取り組んだ。その後も整理作業を続行し、

3月12日までにすべての作業を完成させる運びとなった。

Fig4．調査経過図

5　月 6　月 7　月 8　月 9月 10　月 11月 12　月 1　月 2　月 3　月

準　　備

表土掘削．

遺構調査

写真撮影
『
整
理
作 業

報告書作成

事務処理
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IV基本層序

1

2

6

7

8

9
10
11

12

13
14

15 0
16

1：20 1n軍

　　　　　　Fig。5　基本層序

本遺跡地内の地層の堆積は、以下の通りである。『

1　10YR3／3　暗褐色細砂層　　　　　　○×

　現耕作土。〈厚さ20cm前後。〉

2　5YR5／6　明赤褐色細砂層　　　　　　○×

　鉄分凝集層。〈厚さ10cm前後。＞

3　10YR4／2　灰黄褐色細砂層　　　　　』○〉l

　A　s－B混じる、H　r．F　P1％含む。

　〈厚さ15cm前後。＞

4　10Y　R3／2　黒褐色細砂層　　　　　　○△

　A　s－C5％、H　r－F　P1％含む。〈厚さ30cm前後。＞

5　10YR2／2　黒褐色細砂層　　　　　　△O

　A　s．C7％含む。〈厚さ15cm前後。〉

6　10YR2／3　黒褐色細砂層　　　　　　○O

　A　s．C2％含む。〈厚さ20cm前後。〉

7　10YR3／4　暗褐色細砂層　　　　　　○○

　ローム漸移層。〈厚さ15cm前後。〉

8　10Y　R4／6　褐色細砂層．　　　　　　○◎

　粘質の地山。〈厚さ30cm前後。〉

9　10Y　R5／6　黄褐色微砂層

　サラサラの砂層。〈厚さ5cm前後。＞

1010Y　R6／4　にぶい黄榿色細砂層

　粘質土。〈厚さ5cm前後。＞

H10Y　R6／6　明黄褐色微砂層

　〈厚さ5cm前後。＞

1210YR6／9　にぶい黄榿色細砂層

　〈厚さ15cm前後。＞

1310YR5／3　にぶい黄褐色粗融層

　総社砂層。〈厚さ5cm前後。〉

1410YR6／4　章榿色微砂層

　粘土層。〈厚さ5cm前後。＞

1510Y　R5／4　にぶい黄褐色粗砂層

　砂利と粘土の混土層。〈厚さ20cm前後。〉

1610YR6／3　にぶい黄榿色細砂層

　粘土層。

○×

○◎

○○

○○

○×

○○

○×

○○

一8一



V　遺構と遺物

1　竪穴住居跡
　（住居跡の出土遺物の項目については、遺構の重複からどの住居跡の遺物か特定できないものがあるため、所

属する住居跡が特定でき本報告書で図示した遺物のみの記述とした。）

』一1『号住居跡（Fig．9、PL．1）

位　置　Xl5～17、Y126・127グリッド　主軸方向　　（N－70。一E）　　面　積　　（14．91）㎡

形状等　楕円形と推定される。東西（4．78）m、南北4．48m、壁現高50．Ocmを測る。

床　面　ローム層を掘り込んだ堅緻な床面を検出。中央やや東寄りに炉と思われる落ち込みを検出したが、焼土

　　　　・炭化物などは検出されなかった。Pl（長軸×短軸×深さ、形状：33×28×35cm、円形）、P2（長軸×

　　　短軸×深さ、形状：40×27×34cm、楕円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：33×28×29．5cm、円形）、

　　　　且（長軸×短軸×深さ、形状：30×25×40．5cm、円形）、P5（長軸×短軸×深さ、形状：28×26×27cm、

　　　円形）、P6（長軸×短軸×深さ、形状：28×25×23．5cm、円形）の6基を検出した。

時　期　埋土や出土遺物から縄文中期と考えられる。

遺　物　総数407点。そのうち深鉢IO点、打製石斧1点を図示した。

」一2号住居跡（Fig．9、PL．1）

位　置　X15、Yll3・114グリッド　主軸方向　（N－80－W）　　面　積　　（10．78）㎡

形状等　大部分が調査区外のため全容は不明であるが楕円形と推定される。東西（2。70）m、南北3．50m』壁現

　　　高29．Ocmを測る。

床　面　ローム層を掘り込んだ堅緻な床面を検出。中央部に川原石などで組まれた炉と思われる集石あり。その

　　　周辺は特に堅緻である・炉の東半分は調査区外のため詳細は不明である・P1（長軸×矩軸×深さ・形

　　　’状＝33×28×22．5cm、円形）、P2（長軸×短軸×深さ、形状：40×34×16cm、円形）、P3（長軸×短軸

　　　　×深さ、形状：．40×34×15cm、円形）の3基を検出した。

時　期　埋土や出土遺物から縄文中期と考えられる。

遺　物　総数66点。そのうち深鉢4点、土製円盤1点を図示した。

」一3号住居跡（Fig．lo、PL．1）

位　置　X15～17、Y123～125グリッド　主軸方向　（N－31。一W）　　面　積　（13．67）㎡

形状等　大部分が調査区外のため全容は不明であるが円形と推定される。東西（3．90）m、南北（4．72）m、壁

　　　現高3LOcmを測る。

床　面　ローム層を掘り込んだ堅緻な床面を検出。P1（長軸×短軸×深さ、形状：30×27×28cm、円形）、P2

　　　　（長軸×短軸×深さ、形状：30×26×37．5cm、円形）、P3（長軸×短軸×深さ、形状：44×32×33cm、

　　　楕円形）の3基を検出した。

時　期　埋土や出土遺物から縄文中期と考えられる。

遺　物　総数193点。そのうち深鉢4点、鉢1点、磨製石斧1点を図示した。
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H－1号住居跡（Fig．lo、PL．一）

位置Xl4、YlO5・106グリッド主軸方向竈先端のみの検出のため不明である。面積（L20）㎡

形状等　竈先端のみの検出のため不明である。

床面竈先端のみの検出のため不明である。

　竈　　東壁南隅より検出され、主軸方向（N－850－E）であり、全長（25）cm、最大幅（48）cm、焚口部幅

　　　　（30）cmを測る。袖石の構築材として灰白色粘土を使用している。

重複　なし。

一時　期　時期を確定する遺物の出土がなく、埋土からも不明である。

遺物　なし。

H－2号住居跡（Fig．lo、PL．1）

位置Xl4、YlO6・107グリッド主軸方向（N－86◎一E）面積（6．95）㎡、　／

形状等大部分が調査区外のため全容は不明であるが、西壁隅は丸みを帯びる。東西（0．45）m、南北3．00m、

　　　壁現高10．Ocmを測る。

床　面　一部のみの検出のため全容は不明であるが、竈の前に堅緻な床面がわずかに確認された。

　竈　、東壁南寄りより検出され、主軸方向N－88。一Eであり、全長40cm、最大幅56cm、焚口部幅32cmを測る。

　　　竈の前に灰を多く散らす。

重複H－21・H－22と重複し、新旧関係はH－21→H－22→本遺構の順である。

時期　埋土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。

遺物総数89点。そのうち土師圷1点を図示した。

H－3号住居跡（Fig．11、PL．2）

位　琿　Xl4、Y107・108グリッド　主軸方向　　（N－86◎一E）　面　積　　（10．27）㎡

形状等　一部が調査区外のため全容は不明であるが東壁隅は丸みを帯び、方形と推定される。東西（1．88）m、

　　　南北3，34m、壁現高29．5cmを測る。

床　面　全体的に平坦な床面で、堅緻な部分は2／3程度確認。

　竈　　東壁中央より検出され、主軸方向N－96。一宜であり、全長64cm、最大幅69cm、焚口部幅35cmを測る。

　　　角柱状に加工された凝灰岩の天井石が竈の前に落ちた状態で検出された。袖石には角柱状に加工した凝

　　　灰岩を、壁面の補強材として石及び瓦を、支柱石には河原石を使用する。

重複H－26と重複し、新旧関係はH－26与本遺構の順である。

時期　埋土や出土遺物からIO世紀後半と考えられる。

遺　物　総数547点。そのうち須恵圷3点、（8世紀後半の流れ込みと思われる1点を含む）、須恵高台　宛2点、

　　　須恵足高高台境1点、羽釜4点、平瓦2点を図示した。

H－4号住居跡（Fig．11、PL．2）

位置Xl4、Yl10グリッド主軸方向（N－105◎一E）面積（5．95）㎡

形状等　大部分が調査区外のため全容は不明である。東西（L80）m、南北（3。06）m》壁現高12。Ocmを測る。

床　面　竃の前に非常に堅緻な床面を残す。

　竈　　東壁南隅より検出され、主軸方向［N－107。一E］であり、全長（50）cm、最大幅（62）cm、焚口部

　　　幅（40）cmを測る。右袖石の構築材は角柱状に加工した凝灰岩を使用する。竈の前に灰を多く散らす。
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貯蔵穴　住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状：77×61×24cm、楕円形）を検出。

重複なし。
時　期　埋土や出土遺物から9世紀中葉以降と考えられる．

遺　物　総数64点。そのうち土師圷2点、平瓦1点、丸瓦1点、軒丸瓦1点を図示。

H－5号住居跡（Fig．11、PL．2）

位　置　X14・15、YllO・111グリヅド　主軸方向　（N－50－W）　面　積　　（8．67）㎡

形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが、西壁隅は丸みを帯び、方形と推定される。東西（1．71）m、

　　南北［2．90］m、壁現高8．Ocmを測る。

床　面　全体的に平坦な床面。堅縁な床面はわずかに残る。

竈　　調査区外のため検出されず。

重複なし。

時　期　埋土や出土遺物から10世紀後半～末期と考えられる。

遺　物　総数44点。そのうち須恵高台塊1点、須恵足高高台塊1点、平瓦1点を図示した。

H－6号住居跡（Fig．12、PL．3）

位置　Xl4・15、Yll1グリヅド　主軸方向　（N－870－E）　面積　（8．19）㎡

形状等大部分が調査区外である上に、W－1に切られ全容は不明である。東西（1．12）m、南北（2．40）m、

　　壁現高33．Ocmを測る。

床　面　部分的な検出のため明確ではないが、一部に堅緻な床面が残る。竃の前は特に堅緻である。

竈　　東壁より検出され、やや長い煙道を持つ。主軸方向N－72◎一Eであり、全長123cm、最大幅75cm、焚

　　口部幅34cmを測る。右袖石に円柱状の石、左袖石に8世紀後半のものと思われる長胴甕を伏せた状態で

　　使用する。

重　複　W－2と重複し、新旧関係は本遺構→W－2の順である。

時　期　埋土や出土遺物から7世紀末～8世紀初頭と考えられる。

遺　物総数107点。そのうち土師圷1点、土師台付甕1点、土師長胴甕3点を図示した。

H－7号住居跡（Fig．12、PL．2）

位　置　X14・15、Yl14・115グリッド　主軸方向　竈先端のみ検出のため不明である。　面　積　　（1．59）㎡

形状等　竈先端のみ検出のため不明である。

床　面　竈先端のみ検出のため不明である。

竈　　東壁より検出され、主軸方向（N－83◎一E〉であると考えられ、全長（35）cm、最大幅（57〉cm、焚

　　口部幅（34〉cmを測る。先端部より壁の補強材として使用されたと思われる石を検出する。

重複H－8と重複し、新旧関係はH－8→本遺構の順である。

時　期　埋土や出土遺物に乏しく時代判定は難しいが、重複関係から9世紀後半以降のものと考えられる。

遺　物　総数21点。

H－8号住居跡（Fig．12、PL．3）

位置Xl4・15、Y114～ll6グリッド主軸方向 （N－87。一E）面積（17．65）㎡
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形状等

床面
竈

重複

時期

遺物

　　　　　　　　　　　1
一部調査区外のため全容は不明であるが東壁隅は丸みを帯び、方形と推定される．東西（3．30）m、南

北［4．93］m、壁現高30．Ocmを測る。

他の住居に切られすべてを確認できないが、堅緻な床面がわずかに残る。竈の前は特に締まりが強い。

東壁中央北寄りより検出され、主軸方向（N－84◎一E）であり、全長（90）cm、最大幅92cm、焚口部

幅60cmを測る。構築材（補強材）として瓦を、左袖石には角柱状に加工された凝灰岩を使用する。竃お

よび竈周辺の壁は粘土を貼り補強する。

H－7・H－10・H－24・H－27と重複し、新旧関係はH－27→本遺構→H－10→H－24→H－7の順

である。

埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。

総数575点。そのうち須恵圷1点、須恵蓋2点、土師甕1点、土錘1点、平瓦8点（うち、r山田」の

押印とr刊の箆書き記号をもつもの1点、r五子」の押印をもつもの1点）、丸瓦8点を図示した。

H－9号住居跡（Fig．13、PL．3）

位　置　Xl5・16、Yll8・119グリッド　主軸方向　　（N－86。一E）　面　積　　（17．21）㎡

形状等　一部調査区外である上重複も激しく、全容は不明であるが東壁隅は直角的に曲がり、方形と推定される。

　　　東西（3．90）m、南北［4，74］m、壁現高31．5cmを測る。

床　面　住居が複雑に重複しているため判然としないが、堅緻な床面をわずかに確認した。

　竈　　東壁中央より検出され、主軸方向N－85◎一Eであり、全長（75）cm、最大幅＜76）cm、焚口部幅（43）

　　　cmを測る。

貯蔵穴　住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状：86×80×30cm、円形）を検出。

重複　H－ll・H－23・H－31と重複し、新旧関係はH－31→本遺構→H－23→H－11の順である。

時　期　埋土や出土遺物から9世紀初頭と考えられる。

遺　物　総数803点。そのうち土師圷2点、須恵圷6点（10世紀前半の流れ込みと思われる1点を含む）、須恵

　　　高台境2点、土師甕2点、紡錘車1点、平瓦2点（うちr山田」の押印をもつもの1点）、丸瓦2点を

　　　図示した。

H－10号住居跡（Fig．13・14、PL．4）

位　置　X14～16、Y116・117グリッド　主軸方向　　（N－85。一E〉　面　積　　（17，10〉㎡

形状等　一部調査区外である上重複しているため全容は不明であるが、方形と推定される。東西（3．34）m、南

　　　北（4．97）m、壁現高48．5cmを測る。

床　面　住居が複雑に重複し、全体的に柔らかく安定しないが、・一部に堅緻な床面を残し、竈の前南寄りに灰層

　　　を検出。湿気除けと考えられる。住居内北東部に床下土坑P4（長軸×短軸×深さ、形状：75cm×61cm×

　　　24cm、円形）を検出。

　竈　　東壁南中央より検出され、主軸方向N－92。一Eであり、全長（124）cm、最大幅（99）cm、焚口部幅

　　　（62）cmを測る。壁の構築材としてとして瓦（20点）を、右袖石・支柱石に角柱状に加工された凝灰岩

　　　を、左袖石には石を使用する。竃周辺の壁も数枚の瓦で補強している。

重複H－8と重複し、新旧関係はH－8→本遺構の順である。

時臼期　埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。

遺　物　総数2，334点（うち瓦片354点）。’そのうち土師圷2点、土師甕1点、須恵圷7点、須恵高台境4点、須
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恵蓋2点、須恵長頸壷2点、須恵大甕2点、打製石斧1点、鑓1点、古銭（隆平永宝：795年、皇朝十

二銭）1点、平瓦29点（うちr干」の箆書きをもつもの2点、r里亡」の箆書きをもつもの1点、r圓」

の押印をもつもの1点、r十」の箆書き記号もつもの1点、r二」の箆書き記号をもつもの1点）、軒平瓦

3点（右偏行唐草文の瓦当をもつもの2点、三重弧文をもつもの1点〉、丸瓦23点を図示した。

H－11号住居跡（Fig．14、PL．4）

位　置　×15・16、Yl19・120グリッド　主軸方向　　（N－84。一E）　面　積　　（16．75）㎡

形状等　一部調査区外の左め全容は不明であるが、東壁北隅は丸みを帯び、隅丸方形と推定される。東西（4．0）

　　　m、南北4．86m、壁現高35．5cmを測る。

床　面　全体的に柔らかく安定しないが、堅緻な床面をわずかに確認。竃の前南寄りに灰層を確認。

　竈　　東壁中央より検出され、主軸方向N－82。一Eであり、全長（66）cm、最大幅（84）cm、焚口部幅（47）

　　　cmを測る。

重　複　H－9・H－28・H－31と重複し、新旧関係はH－31→H－9→H－23→本遺構の順である。

時　期　埋土や出土遺物から10世紀後半と考えられる。

遺　物　総数1，610点。そのうち須恵圷6点（9世紀後半の流れ込みと思われる4点を含む）、須恵高台境2点、

　　　須恵蓋1点（9世紀後半の流れ込みと思われる）、須恵広口甕1点、須恵羽釜3点、土師甕2点、打製

　　　石斧1点、石鎌1点、石突状金具1点、平瓦19点（うちr伴一」の箆書きをもつもの1点、r手」『の箆

　　　書きをもつもの1点、r万？」の箆書き記号をもつもの1点）、丸瓦13点を図示した。

H－12号住居跡（Fig．15、PL．5）

位置Xl5、Y120・121グリッド主軸方向（N－84。一E）面積（13．85）㎡

形状等　大部分が調査区外のため全容は不明であるが方形と推定される。東壁竈南には棚として使用されたと思

　　　われる粘土で固められた高まりが検出された。東西（2．12）m、南北4．50m、壁現高43．5cmを測る。

床　面　堅緻な床面を1／2程度確認。竈の前に扁平な川原石を置く。

　竈　　東壁中央南寄りより検出され、主軸方向N－91。一一Eであり、全長、（85）cm、最大幅（100）cm、焚口

　　　部幅（48）cmを測る。両袖石に角柱状に加工された凝灰岩を使用する。左袖石は残存状態が悪い。

貯蔵穴　住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状：107×64×22，5cm、楕円形）を検出。

重複　なし。

時　期　埋土や出土遺物から10世紀半ばと考えられる。

遺　物　総数445点。そのうち須恵圷1点、須恵高台境4点、灰粕高台境1点、須恵羽釜1点、土師甕2点、石

　　　鎌1点、丸瓦2点（うちr石」の箆書きをもつもの1点）を図示した。

H－13号住居跡（Fig．15、PL．5）

位置、X15・16、Y121・122グリッド主軸方向（N－84◎一E）面積（12．83）㎡

形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが方形と推定される。東西4．40m、南北（2，15）m、壁現高49，5

　　　cmを測る。

床　面　平坦な床面。竈の前及び北西部は締まりが強い。

　竈　　東壁中央より検出され、主軸方向（N－76。一E）であり、全長89cm、最大幅66cm、一焚口部幅40cmを測

　　　る。両袖石に角柱状に加工した凝灰岩を、壁の補強材として凝灰岩を使用する。
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重複

時期

遺物

なし。

埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。

総数393点。そのうち土師圷1点、須恵圷1点、須恵蓋1点、須恵大甕1点、土師甕1点、鉄製工具1

点、平瓦1点、丸瓦3点を図示した。

H－14号住居跡（Fig15、PL。5）

位置X15・16、Y122・123グリヅド主軸方向（N－86。一E）面積（9．84）㎡

形状等　一部分のみの検出のため不明である。東西（2．10）m、南北（2．81〉m、壁現高19．Ocmを測る。

床面．平坦な床面。竈の前は締まりが強い。

　竈　　東壁南寄りより検出され、主軸方向N－IOl。一Eであり、全長70cm、最大幅55cm、焚口部幅31cmを測

　　　る。竈突き出し部南には支柱石として使用されたと思われる川原石を残す。

貯蔵穴　住居の南東隅に（長軸×短軸×深さ、形状：57×45×40．5cm、楕円形）の1基を検出。

重複　なし。

時　期　埋土や出土遺物から10世紀半ばと考えられる。

遺　物　総数180点。そのうち須恵圷2点、須恵高台境2点、須恵羽釜3点、打製石斧1点、丸瓦1点を図示し

　　　た。

H－15号住居跡（Fig．16、PL．5）

位　置　Xl6、Yl22・123グリッド　主軸方向　（N－75。一W）　面　積　（13．52）㎡

形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが、西壁隅ば丸みを帯び、方形と推定される。東西（3．15）m、

　　　南北4。48m、壁現高40．5cmを測る。北壁西半分から住居西壁、南壁西半分にかけて周溝を検出。

床面
竈

重複

時期

遺物

全体的に堅緻な床面を確認。

調査区外のため検出されず。

なし。

埋土や出土遺物から8世紀前半と考えられる。

総数243点。そのうち土師圷2点、須恵圷2点、須恵蓋1点を図示した。

H－16号住居跡（Fig．16、PL．5）

位　置　Xl5、Yl24グリッド　主軸方向　竈先端のみの検出のため不明である。　面　積　　（2，02）㎡

形状等　竈先端のみの検出のため不明である。

床　面　竈先端のみの検出のため不明である。

　竈　　東壁より検出され、．主軸方向（N－840－E）であり、全長（41）cm、最大幅（76）cm、焚口部幅（50）

　　　cmを測る。

重複H－17と重複し、新旧関係はH－17→本遺構の順である。

時　期　」部分のみの検出で出土遺物に乏しく確認しづらいが、埋土や重複関係から7世紀前半以降と考えられ

　　　る。

遺　物　総数11点。
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H－17号住居跡（Fig．16、PL．6）

位　置　X15・16、Y124・125グリッド　主軸方向　（N－25。一W）　面　積　（15．94）㎡

形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが方形と推定される。東西（4．35）m、南北4．60m、壁現高35．5

　　　cmを測る。

床　面　全体的にきわめて堅緻な床面を確認。中央に炉が崩れたものと思われる集石あり。P2（長軸48cm×短

　　　軸44cm×深さ46．5cm、形状：円形）、P3（長軸40cm×短軸34cm×深さ69cm、形状：円形）くP4（長軸42

　　　cm×短軸51cm×深さ45，5cm、形状：楕円形）の3基を検出した。

貯蔵穴　住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状：75×63×45，5cm、楕円形）を検出。

重　複　H－16・H一．19と重複し、新旧関係は本遺構→H－16→H－19の順。

時　期　埋土や出土遺物から古墳時代末期、7世紀前半と考えられ為。

遺　物　総数412点。そのうち土師圷4点、土師甑2点、’須恵高圷1点、土師甕3点、打製石斧2点を図示した。

H－18号住居跡（Fig．17、PL．6）

位　置　Xl6、Yl25グリッド　主軸方向　竈のみの検出のため不明である。　面　積　　（3．57〉㎡

形状等　遺構確認面より下を掘り下げたため大部分を削平され、竈のみの検出のため不明である。

床　面　竈のみの検出のため不明であるが、竃前に堅緻な粘土の貼り床が残る。

　竈　　東壁より検出され、主軸方向N－104。一Eであり、全長114cm、最大幅67cm、焚口部幅34cmを測る。内

　　　壁の補強材に石および凝灰岩を使用し、粘土で袖を固める。

重複　H－20・W－2と重複し、新旧関係はH－20→W－2→本遺構の順。

時　期　竈のみの検出のため出土遺物に乏しく、時代判定は難しいが、重複関係から8世紀以降と考え，られる。

遺　物　総数29点。

H－19号住居跡（Fig．17、PL．6〉

位　置　X15、Yl25グリッド　主軸方向　　（N－88。一E）　面　積　　（8．47）㎡

形状等　一部分のみの検出のため不明であるが、東壁隅は丸みを帯びる。東西（0．47）m、南北（3．47）m、壁

　　　現高22．5cmを測る。

床　面　全体的に平坦な床面。竈の前は締まりが強い。

　竈　　東壁南寄りより検出され、主軸方向N－820－Eであり、全長102cm、最大幅65cm、焚口部幅39cmを測

　　　る。構築材として袖石に円柱状の石を使用。竈の側面より炭化物を検出。

重　複　H－17と重複し、新旧関係はH－17→本遺構の順である。

時　期　埋土や出土遺物から9世紀後半～10世紀初頭と考えられる。

遺　物　総数47点。そのうち須恵羽釜1点を図示した。

H－20号住居跡（Fig．17、PL．6〉

位　置　X16・17、Yl24・125グリッド　主軸方向　　（N－5。一E）　面　積　　（11．06）㎡

形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが方形と推定される。東西（2．67）m、南北［3．57］m、壁現高

　　　21．Ocmを測る。

床　面　全体的に平坦な床面で締まりの強い部分をわずかに確認。P2（長軸×短軸×深さ、形状：47cm×46cm

　　　×23．5cm、円形）を検出した。
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竈

重複

時期

遺物

調査区外のため検出されず。

H－18・W－2と重複し、新旧関係は本遺構→W－2→H－18の順である。

埋土や出土遺物から7世紀末～8世紀初頭と考えられる。

総数219点。そのうち土師圷2点、土師甕1点、鉄鍬1点を図示した。

H－21号住居跡（Fig．17、PL．6）

位　置　Xl4、Y！O6・107グリッド　主軸方向　（N－31。一W）　面　積　　（9．14）㎡

形状等　一部調査区外のため全容は不明であるが、東壁南隅は丸みを帯びる。東西［2．10］m、南北［3．35］m、

　　　壁現高40，0cmを測る。

床　面　全体的に平坦な床面だが、一部に堅緻な部分を確認。

　竈　　調査区外のため検出されず。

重　複　H－2・H－22・H－26と重複し、新旧関係はH－26→本遺構→H－22→H－2の順である。

時　期　埋土や出土遺物、重複関係から9世紀前半と考えられる。

遺　物　総数185点。そのうち土師圷2点、須恵蓋1点、須恵高台塊2点、窪み石1点、鉄釘1点を図示した。

H－22号住居跡（Fig．18、PL．6・7）

位　置　Xl4、YlO6・107グリッド　主軸方向　　（N－860－E）　面　積　　（ll．50）㎡

形状等　一部分のみの検出のため、全容は不明であるが、東隅は丸みを帯び、方形と推定される。東西［1．10］

　　　m、南北［4．73］m、壁現高13．Ocmを測る。

床　面　平坦ではあるが、堅緻な部分は確認されず。

　竈　　上部を削平され判然としないが、東壁南寄りより検出され、主軸方向N－86。一Eであり、全長42cm、

　　　最大幅47cm、焚口部幅31cmを測る。

貯蔵穴　住居の南東隅に1基（長軸×短軸×深さ、形状：96×53×35cm、楕円形）を検出。

重　複　H－2・H－21・H－26と重複し、新旧関係はH－26→H－21→本遺構→H－2の順である。

時　期　埋土や出土遺物、重複関係から9世紀前半と考えられる。

遺　物　総数131点。そのうち土師圷2点、土師台付甕1点、打製石斧1点、平瓦2点、丸瓦1点を図示した。

H－23号住居跡（Fig．18、PL．7）

位　置　X15、Y118グリヅド　主軸方向　　（N－86◎一E）　面　積　　（lL42）㎡

形状等　大部分は調査区外である上、遺構検出面を大幅に掘り下げたため削平が著しく、全容は不明であるが、

　　　方形と推定される。東西（1．45）m、南北［3．51］m、壁現高46，0cmを測る。

床　面　全体的に平坦な床面。竃前にやや締まりが強い。

　竈　　東壁中央より検出され、やや長い煙道を持ち、主軸方向N－95◎一Eであり、全長143cm、最大幅80cm、

　　　焚口部幅39cmを測る。構築材として支柱石に円柱状に加工した石を使用する。

重複H－9・H－25・H－29と重複し、新旧関係はH－25→H－9→H－29→本遺構の順である。

時　期　埋土や出土遺物から10世紀前半と考えられる。

遺　物　総数472点。そのうち須恵高台境1点、須恵皿1点、須恵蓋1点（9世紀前半の流れ込みと思われる）、

　　　土師甕2点、平瓦3点、丸瓦3点、軒丸瓦1点を図示した。
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・H－24号住居跡（Fig．18、PL．7）

位置Xl4・15、Yll4・115グリッド主軸方向（N－109。一E）面積（10．46）㎡

形状等　大部分は調査区外であるうえ重複が激しく全容は不明であるが、方形と考えられ、東壁隅は丸みを帯び

　　　　る。東西［2．15］m、南北［3．16］m、壁現高38．Ocmを測る。

床　面　全体的に平坦だが遺構確認面より掘り下げてしまったため、わずかな床面確認するのみである。竃の前

　　　　は締まりが強い。

　竈　　東壁中央より検出され、主軸方向N－102。一Eであり、全長（105）cm、最大幅82cm、焚口部幅60cmを

　　　　測る。壁の補強材に凝灰岩を、両袖石に角柱状に加工された凝灰岩を使用する。

重複H－7・H－8・H－27と重複し、新旧関係は切り合いからH－27→H－8→本遺構→H－7の順であ

　　　　る。

時　期　埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。

遺　物　総数164点。そのうち土師圷1点、須恵高台境1点、土錘1点、平瓦5点、丸瓦6点を図示した。

H－25号住居跡（Fig．19、PL』7）

位置
形状等』

床面
　竈

重複

時期
遺　物　総数36点。そのうち須恵圷1点、須恵高台境1点、須恵短頸壷1点、平瓦3点（うちr日」の箆書きを

　　　持つもの1点）を図示した。

Xl5・16、Yll7・ll8グリッド　主軸方向　　（N－840－E〉　面　積　　（15．37）㎡

四隅が調査区外のため全容は不明である。東西（4．20）m、南北［3．68］m、壁現高51，0cmを測る。

全体的に平坦な床面で所々に締まりの強い面を確認。全体的に焼土を多く散らす。

調査区外のため検出されず。

H－23・H－25・H－29・H－30と重複し、新旧関係は切り合いからH－30→本遺構→H－29→H－23

の順である。

埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。

H－26号住居跡（Fig．19、PL．7）

位　置　Xl4、Y107・108グリッド　主軸方向　（N－5。一W）　面　積　（10．06）㎡

．形状等　大部分が調査区外のため全容は不明である。東西（2．28）m、南北（2。92）・mを測る。壁現高は床面の

　　　　み検出のため測定不可能。

床面
竈

重複

時期

遺物

全体的に平坦だが、住居北西部は締まりが強い。

調査区外のため検出されず。

H－3・H－21・H－22と重複し、新旧関係は本遺構→H－21→H－22→H－3の順である。

埋土や出土遺物から8世紀末と考えられる。

総数257点。そのうち土師圷2点、須恵盤1点、土師甕1点を図示した。

H－27号住居跡・（Fig．19、PL．8）

位置X15、Yl14・115グリッド主軸方向（N－87。一E）面積、（9．70）㎡

形状等　2面目の調査で確認。一部調査区外のうえ遺構確認面以下に掘り下げてしまったため大部分が削平され、

　　　全容は不明であるが、西壁隅は丸みを帯び東西に延びる長方形と推定される。東西（2．68）m、南北

　　　　（2．52）mを測り、壁現高は床面のみ検出のため測定不可能。

一17一



床　面　全体的に平坦だが、大部分が削平され判然としない。調査区内東際の竃前に堅緻な床面を確認。

竈　　調査区外のため棟出されず。

重　複　H－8・H－24と重複し、新旧関係は切り合いから本遺構→H－8→H－24の順である。

時　期　埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。

遺　物　総数45点。そのうち須恵圷1点、土師増1点、土師甕1点を図示した。

H－28号住居跡（Fig．20、PL．8）

位　置　Xl5・16、Y116・117グリッド　主軸方向　（N－3◎一W）　面　積　（12．40）㎡

形状等　2面目の調査で確認。東半分がが調査区外のため、全容は不明であるが、西壁隅はやや丸みを持ち、方

　　形と推定される。東西（2．06）m、南北［4．68］m、壁現高18．5cmを測る。

床　面　全体的に平坦だが住居内西部に堅緻な床面を確認。

竈　　調査区外のため検出されず。

重　複　H－Hと重複し、新旧関係は本遺構→H－11の順である。

時　期　埋土や出土遺物から9世紀前半と考えられる。

遺　物　総数256点。そのうち須恵圷1点、平瓦1点を図示した。

H－29号住居跡（Fig．20、PL．8）

位　置　X15・16、Yl17・H8グリッド　主軸方向　　（N－840－E〉　面積　　（13．50〉㎡

形状等　重複により全容は不明であるが、方形と推定される。東西（3．22）m、南北（3．57）m、壁現高9．Ocmを

　　測る。

床　面　全体的に平坦で堅緻な面をわずかに確認。

竈　　後世の住居（H－30）に削平され、底部を残すのみである。東壁南寄りより検出され、主軸方向（N－

　　80。一E〉であり、全長（60）cm、最大幅（63）cmを測る。

重複H－30と重複し、新旧関係はH－30→本遺構の順である。

時　期　埋土や出土遺物、重複関係から9世紀前半と考えられる。

遺　物　総数105点。そのうち須恵圷1点を図示した。

H－30号住居跡（Fig．20、PL．8）

位　置　Xl5・16、Yll7・ll8グリッド　主軸方向　（N－7◎一W）　面　積　（10．30）㎡

形状等　2面目の調査で確認。東半分が調査区外のため、全容は不明だが西壁隅は丸みを帯び、方形と推定され

　　る。東西（L73）m、南北（3．73）m、壁現高13．Ocmを測る。

床　面　全体的に平坦だが一部に堅緻な面を確認。

竈　　調査区外のため検出されず。

重複H－25・H－29と重複し、新旧関係は切り合いから本遺構→H－25→H－29の順である。

時　期　出土遺物が少ないため、埋土および重複関係からの判断となるが9世紀前半以前と考えられる。

遺　物　総数3点。そのうち丸瓦1点を図示した。

H－31号住居跡（Fig．20、PL．8）

位　置　Xl6、Yl18・ll9グリッド　主軸方向 （N－5㌧W）　面　積　　（lLO8）㎡
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形状等

床面
竈

重複

時期

遺物

2面目の調査で確認。東半分が調査区外のため全容は不明であるが、西壁隅は丸みを帯び、方形と推定

される。東西1．33m、南北（4．62）m、壁現高17．Ocmを測る。

全体的に平坦で一部に堅緻な床面を確認。

調査区外のため検出されず。

H－9・H－11と重複し、新旧関係は本遺構→H－9→H－llの順である。

埋土や出土遺物から8世紀末～9世紀初頭と考えられる。

総数47点。そのうち土師圷1点、須恵圷1点、須恵壷1点、平瓦1点を図示した。

2溝 跡

w－1号溝跡（Fig．21、PL．8）

位置Xl4・15、Yll1・ll2グリッド主軸方向（N－82。一E〉

形状等　断面形は境底状を呈する。

時期　埋土や出土遺物から中世と考えられる。

遺　物　総数19点。

備考セクションより硬化面を確認、道として使用された可能性あり。

w－2号溝跡（Fig．21、PL．8）

位置Xl5～17、Y125・126グリッド主軸方向（N－74。一E）

形状等　断面形はU字形を呈する。

重　複　H－18・H－20と重複し、新旧関係はH－20→本遺構→H－18の順である。

時期　埋土にAs－B軽石を含むことや出土遺物および重複関係から11世紀代と考えられる。

遺　物総数23点。

3落ち込み

1号落ち込み（Fig．21、PL．一）

位置Xl5・16、Yl27グリッド

形状等　大部分が調査区外のため全容は不明であるが、円形と推定される。2面目の調査で検出。

時　期　埋土や出土遺物から縄文時代ぐらいと考えられるが、それ以上の特定は難しく、不明である。

遺　物　総数9点。

4　土坑・．ピット

土坑・ピットについては、Tab．5土坑・ピット計測表（P．22）を参照のこと。

5グリッド等出土遺物

　総数点941が検出された。そのうち飾り金具1点、土錘1点、平瓦8点（うちr十」の箆書きを持つもの1点、

上部欠損でrハ？」と読める箆書きを持つもの1点）、軒平瓦2点を図示した。
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Tab．2　住居跡一覧表

遺構名
騨　一　樽　卿　”　騨　爾　”　脚　脚　榊　一

　位　　　置
一一一一一一”囎噂鱒韓榊野q一冒一一一一一一一一一一一胴一一需一一一一一一一一

主軸方向
一　一　一　一　一　一　一　冒　一　冒　一　一　一　一　一　ロ　ー　一　一　一　一　需　鱒

規模（m）
’　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒

東西×南北

壁現高
一　一　一　一　一　一　一　一　暉　嗣　噂　瞬　一

（cm）

面　積

噂”””一一”’

（m）

竃または炉
一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　嘗　齢　一　齢　一　輔　一　一　噂　齢　隔　”

　位　置
一　岬　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　暦　一　一　一

土師器

主な出土遺物
一　一　一　一　一　一　噌　隔　一　一　輔　騨　一　一　一　一　一　層　一

須恵器
一∵一”一一一”一””一一

その他

J－1 X15～17、Yl26・127 N－70。一E （4．78）×4．48 50．0 （14．91） 炉・中央やや東寄り
深鉢・打製
石斧

J－2 X15、Y113・114 N－8㌧W （2．70）×3．50 29．0 （10．78） 中央
深鉢・土製
円盤

J－3 X15～16、Y123～125 N－31。一W （3。90）×（4．72〉 31．0 （13．67）

一
深鉢・磨製
石斧

H－1 Xl4、Y105・106 一 一 一
（1．2） ［東壁】

H－2 X14、Y106・107 N－860－E （0．45）×3．00 10．0 （6．95） 東壁南寄り 圷

H－3 X14、Y107・108 N－860－E （L88）×3．34 29．5 （10．27） 東壁中央
圷・足高高
台塊・羽釜

H－4 X14、YllO N－105。一E （L80〉×（3，06） 12．0 （5．95） ［東壁】 圷

H－5 X14・15、Y110・111 N－5。一W （L71）×［2．901 8．0 （8．67〉

一
高台境

足高高台塊

H－6 X14・15、Y111 N－87。一E （L12）×（2．40） 33．0 （8．19） （東壁） 台付甕・長
胴甕

H－7 X14・15、Y114・115 一 一 一
（1，59） （東壁）

H－3 Xl4・15、Yl14～116 N＿87㌧宜 （3．30）×匹，931 30．0 （17．65） 東壁中央北寄り 甕 圷・蓋 土錘

H－9 X15・16、Y118・119 N－86。一E
（3190）×匹741

31．5 （17．21） 東壁中央 圷・甕 圷・高台境 紡錘車

H－10 X14～16、Y116・ll7 N－85。一E （3，34）×4．97 48．5 （17．1） 東壁南寄り 圷・甕
圷・蓋・高
台塊・壷

鑓・古銭

H－11 X15・16、Y119・120 N－84。一E （4，00）×4．86 35．5 （16．75） 東壁中央
蓋・高台境
広口甕

石鎌・石突
状金具

H－12 X15、Y120・121 N－84。一E （2．12）×4，50 43．5 （13，85） 東壁中央南寄り 甕
高台境・羽
釜

灰粕高台境
・石鎌

H－13 X15・16、Y121・122 N－84。一E 4．40×（2．15） 49．5 （12．83） 東壁 圷・甕 蓋・大甕 鉄製工具

H－14 Xl5・16、Yl22・123
’
N －860－E （2．10）×（2．81） 19．0 （9．84） 東壁南寄り

高台境・羽
釜・鉢

打製石斧

H－15 X16、Y122・123 N－75。一W （3，15）×4．48 40．5 （13，52）

一
圷 圷・蓋

H－16 X15、Y124 一 一 一
（2，02）

（東壁）』

H－17 X15・16、Y124・125 N－25。一W （4，35）×4，60 35．5 （15．94）

一
圷・甑・

甕・高圷
圷 打製石斧

H－18 X16、Y125 一 一 ｝
（3．57） 東壁

H－19 X15、Y125 N－88。一E （0，47）×（3．43） 22．5 （8，47） 東壁南寄り 羽釜

H－20 X16・17、Y124・125 N－5。一E （2．67）×［3，571 2LO （11．06）

一
圷・甕 鉄鎌

H」21 X14、Y106・107 N－31。一W 12．10】×［3，351 40．0 （9．14〉

一
圷 蓋・高台境 釘

H－22 X14、Y106・107 N－86。一E ［L101×14，731 13．0 （11，5） 東壁南寄り 圷・台付甕 打製石斧

H－23 X15、Y118 N－86。一E （1，45）×13，511 46．0 （11．42） 東壁中央 甕 蓋・高台塊

H－24 X14・15、Y114・115 N－109。一E ［2．15】×［3．161 38．0 （10，46） 東壁中央　’ 圷 高台境 土錘

H－25 X15・16、Y117・118 、N－84。一E
（4。20）×［3，681 51．0 （15．37）

一
圷・高台境
短頸壷

H－26 X14、Y107・108 N－5。一W （2．28）×（2．92）
床面
のみ

（10，06）

一
圷・甕 盤

H－27 X15、Yl14・115 N－87。一E （2．68）×（2．52） 床面
のみ

（9，7）

一
増・甕 圷

H－28 X15・16、Y116・117 N－3㌧W
（2．06）×14．681 18．5 （12，4）

一
圷

H－29 Xl5・16、Y117・118 N－840－E （3．22）×（3．57） 9．0 （13．5） （東壁南寄り） 圷・大甕

H－30 X15・16、Y117・118 N－7㌧W
（1．ナ3）×（3．73）

13．0 （10，3）

一

H－31 X16、Y118・119 N－50－W 1，33×（4，62） 17．0 （11，08）

一
圷 圷・壷
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Tab．3　竈一覧表

遺構名 主　軸　方　向 全長（cm） 最大幅（cm〉 焚口部幅（cm） 構築材 備　考

H－1 （N－85◎一E） （25） （48） （30） 粘土

H－2 N－88。一E 40 56 32 ＿　　　　　　　　　　　　一

H－3 N－96。一E ．64 69 35 瓦・河原石・凝灰岩 瓦2点

H－4 ［N－107◎一E】 （50） （62） （40） 凝灰岩

H－5 一 一 一 一 一

H－6 N－72◎一E 123 75 34 石・長胴甕 観察表No．19

H－7 （N－83㌧E） （35） （57） （34） 石

H－8 （N－84。一E〉 （90） 92 60 瓦・粘土・凝灰岩 瓦1点

H－9 N－85。一E （75） （76） （43）

一

H－10 N－92◎一E （124） （99） （62） 瓦・凝灰岩 瓦20点

H－11 N－820－E
（66） （84） （47）

｝

H－12 N－91。一E （85） （100） （48） 凝灰岩

H－13 （N－76㌧E） 89 66 40 凝灰岩

H－14 N－101。一E 70 55 31 河原石

H－15 一 一 一 一 一

H－16 （N－84。一E） （4！） （76） （50）

一
■
H －17 一 一 一 一 一

H－18 N－104。一E ll4 67 34 凝灰岩・粘土

H－19 N－820－E 102 65 39 石

H－20 一 一 一 『 一

H－21 一
一　　　　　　　　　1

一 一
一　　　一

H－22 N－86。一E 42　・ 47 31
一

H－23 N－95。一E 143 80 39 石

H－24 N－1020－E （105） 82 60 凝灰岩

H－25 一 一 一 一 一

H－26 一 一 一 一 一

H－27 一 一 一 一 一
H－281 一 一 一 一 一

H－29 ・（N－80。一E） （60） （63）

一 一

H－30 一 一 一 一 一

H－31 一 一 一 一 一
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Tab．4　溝跡計測表

遺構名
一　一　一　一　一　ロ　ー　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　榊　一

　　　位　　置 主軸方向
層　一　冒　一　一　一　一　騨　脚　一　輯　”　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　噂

　長さ
騨　一　輯　”　一　一　一　一　一　一　一　犀　一　幽　葡　一　鱒　鱒　尉　一

　（m）

　　最大幅（m）
一　一　一　一　一　一　一　輯　一　一　一　隔　一　一　一　一　一　一　一　瞬　閣

　上幅
鞠一一一一一一一■i一一一一鱒一一一β一一

　下幅

　深　さ
一　一　冒　一　q　陶　一　騨　罹　一　一　一　一　一　一　一　 一　一　一　一　曝

　（m）

底面レベル差
一　幽　陶　一　一　－　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　軸　”　一　一　一

　（m）

断面形
一　一　冒　一　一　一　”　榊　騨　一　一　一　一　一　’　騨

W－1 X14・15、Y111・112 N－82。一E 3．1 3．5 LO O．41 O．03 境底状

W－2 Xl5～17、Y125・126 N－74。一E 6．35 O．82 0．25 0．25 0．15 u字形

Tab．5　土坑・ピット計測表

遺構名
一　一　一　冒　一　卿　一　一　曹　一　一　冒　一　一　一　一　一　輌　一

　　位　　　置
一　一　一　一　一　一　一　閣　一　一　一　聞　需　一　曹　一　一　一　一

　長　軸

規　　模　　（cm）
　一　一　騨　一　一　一　一　騨　一　爾　一　一　一　一　一　一　一　一　國　冒
　
　 短　軸

囎　一　一　暦　一　一　一　一　一　國　一　一　“　一　岬　一　－　一　一　一

深　さ．

形　　状
一　一　一　一　層　一　”　一　輔　嚇　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　一

遺物総数
一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　噂　一　昌　一　一　一　一　一　一　一

　　出土遺物
一　一　一　一　一　一　一　一　嬬　一　鱒　幽　一　一　一　ロ　ー　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　齢　一　一　一　一　一　一　一　一　一　“　一　一

D－1 Xl6、Yl23
’
1
3
7

．0 105．0 （30．0） 楕円形 25

P－1 Xl6、Yl24 55．0 48．O 29．5 円形

P－2 Xl6、Yl23 42．O 46．0 39．5 円形
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　　／
マTab．6＞土器観察表 （縄文〉
で

番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器形・文様・整形の特徴 備　考

1
J－1
埋土

深　鉢 ①［17，8］

②（13，5）

①中粒②良好

③にぶい赤褐色
④口縁～胴部（1／4）

平口縁で、口縁部に隆帯による区画、隆帯渦巻文。区画内に充填縄文

R　L。胴部に2条単位の平行沈線が垂下。
加曽利E2

2 」一1埋f
深　鉢 ①［31．0］

②（6．7〉

①中粒②良好③にぶ
い黄榿色④口縁部

波状口縁で波頂部が外反。口縁部文様帯は幅広沈線化。区画内に充填

縄文LR。
加曽利E2

3
J－1
埋土

深　鉢 ①　一

②　一

①中粒②良好

③にぶい黄榿色

④頸部～胴部

頸部に隆帯による区画、隆帯渦巻文を施す。上部に刺突文を施す。 加曽利E2

4 J－1
埋土

深　鉢 ①［36．0］

②（7．0）

①中粒②良好③にぶ
い黄榿色④口縁部

平口縁で、2条の沈線による弧文で区画、区画内に羽状構成による施
文。縄文L　R・R　L。

加曽利E4

5 J－1埋土　・
深　鉢 ①［34．4］

②（3．8）

①中粒②良好③にぶ
い黄橿色④口縁部

口縁部は外反平口縁。横位の隆帯が廻り、その下に沈線が垂下。 加曽利E2

6 J－1
埋土

深　鉢 ①　一

②　一
①中粒②良好③にぶ
い赤褐色④頸部

頸部に2条の並行隆帯の上に波状の浮線文が上下2本施されている。
施文は縄文RL。

諸磯b

7 J－1
埋土

深　鉢 ①　一
②（5．0）

①中粒②良好

③榿色④口縁部突起

口縁突起頂部に沈線で渦巻を施文。 加曽利E2

8 J－1
埋土

深　鉢 ①　一

②　一

①中粒②良好

③灰褐色④頸部
頸部に2条の横位並行沈線を廻らし、上部に斜位の刺突文。下部に縦
位の条線文。

加曽利E3

9 」一1埋土
深　鉢 ①［2LO］

②（4，2）

①中粒②良好

③褐灰色④口縁部
口縁部は平口縁。平行沈線施文後に2条の鎖状貼付文を斜位に施して

いる。加曽利E2
加曽利E2

10 J－1
埋土

深　鉢 ①　一

②　一

①中粒②良好

③灰黄褐色④胴部
L　R斜縄文。3条の縦位平行沈線が垂下。

加曽利E2

11 J－2
埋土

深　鉢 ①　一

②　一

①中粒②良好

③にぶい褐色④胴部
2条の並行隆帯が横位に廻り、その下にL　R斜縄文を施している。 加曽利E2

12 J－2
床直

深　鉢 ①　一

②　一

①中粒②良好

③褐灰色④頸部
2条の並行隆帯が横位に廻り、その上にL　R斜縄文を施している。 加曽利E2

13 J－2
埋土

深　鉢 ①　一

②　一
①中粒②良好③にぶ
い赤褐色④胴部

文様帯中の渦巻間の区画内に縄文LRを施す。その上に列点を施して
いる。

称名寺1

14 」一2
埋土

深　鉢 ①［32．6］

②（3，9）

①中粒②良好

③褐灰色④口縁部
口縁部は平口縁。2条の隆帯の問に縄文LRが施されている。 加曽利耳2

15 J－2
埋土

土　製

円　盤

①長径3．7　②短径3．5　③最大厚　1．3　④重　さ　14．6

⑤胎土　中粒⑥焼成良好⑦色調黒褐色⑧遺存度　ほぼ完形
縁辺は7面の研磨面を有する。 加曽利E2

16 J－3
埋土

鉢 ①［14．0］

②（28．O〉

①中粒②良好③明黄
褐色④胴部～口縁部

口縁部横撫で、外傾平口縁。頸部に隆帯渦巻文による区画、隆帯内は
縦位の並行沈線を施す。胴部下位に条線文が垂下。

加曽利E3

17 J－3
床直

深　鉢 ①　一

②　一

①中粒②良好③にぶ
い黄褐色④胴部

L　R斜縄文。胴部に2条単位の平行沈線が垂下。 加曽利E3

18 J－3
埋土

深　鉢 ①［31．4］

②（3．8〉

①中粒②良好

③黒色④口縁部
口縁部は平口縁。1条の横位沈線を廻らし、その下に縦位の集合沈線
を施す。

加曽利E3

19 J－3
埋土

深　鉢 ①　一

②　一

①中粒②良好

③褐灰色④胴部
L　R斜縄文。胴部に1条の沈線が垂下。 加曽利E2

20 J－3
床直

深　鉢 ①　一

②　一

①中粒②良好

③にぶい榿色④胴部
胴部に撚糸条痕文が垂下。上部に横位の並行沈線が廻っている。 早期中葉

21
遺構外 深　鉢 ①［44，4］

②（6，8）

①中粒②良好③灰黄
褐色④口縁部

口縁部は平口縁。2条の横位並行沈線が廻り、その下に楕円形の沈線
による区画。区画内にRL斜縄文を施している。

加曽利E3

22
遺構外 深　鉢 ①［38．0］

②（9，6）

①中粒②良好

③灰黄褐色④口縁部
口縁部に隆帯による区画、隆帯渦巻文。その下に集合沈線が垂下。 加曽利E2

23
遺構外 深　鉢 ①　一

②　一

①中粒②良好

③褐灰色④胴部
2条単位の沈線渦巻文内に沈線を施している。 加曽利E2

24
遺構外 深　鉢 ①［23．0］

②（3，4）

①中粒②良好③にぶ
い黄榿色④口縁部

口縁部は平口縁。1条の横位沈線を廻らし、その上に綾杉状沈線を施
している。

加曽利E2

25
遺構外 深　鉢 ①［35，0］

②（6，0）

①中粒②良好③灰褐
色④口縁部

口縁部は平口縁。1条の横位隆帯を廻らし、その下にR　L斜縄文を施
す。

加曽利E2

26
遺構外 深　鉢 ①［41．4］

②（6．0）

①中粒②良好③にぶ
い榿色④口縁部

口縁部は平口縁。F楕円形の区画内にL　R斜縄文を施す。 加曽利E2

注〉①層位は、r床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、r埋土」＝床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。炉内の検出に

　ついてはr炉」と記載した。
　②口径、器高の単位はcmであり、重さ単位はgである。現存値を（）、復元値を［］で示した。
　③胎土は、細粒（0，9㎜以下）、中粒（1，0～L9㎜以下）、粗粒（2．0㎜以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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Tab．7　土器観察表　　（古墳・奈良・平安）

番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

H－2 圷 ①［1L2］①粗粒②良好 口縁・体部1内攣して立ち上がり中位から緩やかに外反する。外面横
1
竈、床直 土師器 ②　3，8 ③黄榿色④1／4 位の箆削り。内面撫で。底部：欠損。平底と推測

2 H－3
圷 ①12．2 ①粗粒②良好 輻韓成形。口縁・体部：外傾した体部から口縁部に至る。内外面輻輔 流れ込み

床直 須恵器 ②　3．5 ③灰色④2／3 撫で。底部：回転糸切り未調整 H－26か

H－3 圷 ①11．5 ①中粒②良好 較輔成形。口縁・体部：外傾した体部から口縁部で僅かに外反する。
3 竈、床直 須恵器 ②　4．0 ③灰白色④完形 輔韓撫で。底部：回転糸切り未調整。内外面煤付着。

H－3 圷 ①12，5 ①中粒②良好 較輔成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり口縁部で外反する。轄 酸化焔焼成
4
竈、床直 須恵器 ②　4．6 ③灰黄褐色④完形 輔撫で。底部：回転糸切り未調整。やや突出した底。

H－3 高台境 ①1L8①粗粒②良好 鞭輪成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、外傾した体部から直 酸化焔焼成

5 床直 須恵器 ②　4．5 ③灰黄色④完形 線的に口縁部に至る。内外面軸輔撫で。底部：僅かにrハ」の字状の
外傾した高台貼付。回転糸切り未調整。内外面煤付着。

H－3 高台境 ①12，6 ①粗粒②良好 較輔成形。口縁・体部＝外傾した体部から直線的に口縁部に至り、端 酸化焔焼成

6 埋土 須恵器 ②　5．0 ③暗灰黄色 部で僅かに外反する。較韓撫で。底部：僅かにrハ」の字状の外傾し粗雑な作り

④ほぽ完形 た高台貼付。回転糸切り未調整。内外面煤付着。

H－3 足　高 ①12．8 ①中粒②良好 轄櫨成形。口縁・体部：内轡して立ち上がり、外傾した口縁部に至る。 酸化焔焼成

7 埋土 高台境 ②　6．8 ③浅黄榿色 轄輔撫で。底部：rハ」の字状の長く外傾した高台貼付。回転糸切り

須恵器 ④ほぼ完形 未調整。内外面煤付着。

H－3 羽　釜 ①［21．6］ ①中粒②良好 軸韓成形。口縁部：内傾、端部で短く外反。内外面轄櫨撫で。鍔部は三角 酸化焔焼成
8 竈、埋土 須恵器 ②（5，3） ③灰褐色④口縁部1／4 形状で、水平に張り出す。鍔貼付。胴部から底部：欠損。内外面煤付着。

H－3 羽　釜 ①［18．6］ ①粗粒②良好 輔輔成形。口縁部：内傾、端部で僅かに内攣。内外面鞭輔撫で。鍔部 酸化焔焼成

9 埋土 須恵器 ②（12．6） ③黒褐色④1／6 は三角形状で、水平に張り出す。鍔貼付。鍔部器最大径。胴部：外傾

気味。横位の撫で。胴部下半から底部：欠損。内外面煤付着。

H－3 羽　釜 ①［20．0］ ①粗粒②良好 鞭韓成形。口縁部：内傾、端部で短く外反。内外面鞭輔撫で。鍔部は三 酸化焔焼成
10 竈、床直 須恵器 ②（16，1） ③にぶい榿色④1／3 角形状で、水平に張り出す。鍔貼付。鍔部器最大径。胴部：外傾。外面

斜位の箆削り。内面撫で。胴部下位から底部：欠損。内外面煤付着。

H－3 羽　釜 ①20，0 ①粗粒②良好 口縁部：内傾、端部で僅かに外反。内外面横位の撫で。鍔部は三角形 酸化焔焼成

竈、床直 須恵器 ②26．5 ③灰褐色④2／3 状で、水平に張り出す。鍔貼付。鍔部器最大径。胴部：外傾して立ち
11

上がり胴部上位で張りをもち、緩やかに内攣する。外面斜位の箆削り。

内面撫で、輪積み痕有。底部：平底。内外面煤付着。

H－4 圷 ①［12．0］ ①中粒②良好 口縁・体部：外傾して立ち上がり口縁部に至る。口縁部は内外面横位の撫 全体的に歪
12
床直 土師器 ②　3，6 ③にぶい褐色④1／2 で。体部は外面横位の箆削り。内面撫で。底部：平底。 んでいる

H－4 圷 ①［13．0］ ①細粒②不良 口縁・体部：緩やかに内攣して立ち上がり、’外傾した口縁部に至り、端 暗文土器
13 埋土 土師器 ②（4，1） ③明赤褐色④1／8 部で外反。変換点に稜有。口縁部は外面横位の撫で。体部は外面横位の 流れ込み

箆削り。内面撫で後、放射線状に箆磨き。底部：欠損。丸底と推測。

H－5 高台塊 ①［13，6］ ①粗粒②良好 軸櫨成形。口縁・体部：外傾した体部から外反した口縁部に至る。内外 酸化焔焼成
14 床直 須恵器 ②　4，5 ③にぶい褐色④1／2 面轄輔撫で。底部：短く直立した高台貼付。回転糸切り未調整。内外面 粗雑な作り

煤付着。

H－5 足　高 ①　一 ①粗粒②良好 軸輔成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がる。口縁部欠損。体部上位 酸化焔焼成
15 床直 高台境 ②（5，5） ③にぶい黄榿色④1／3 欠損。内外面較輔撫で。底部：rハ」の字状の長く外傾した高台貼付。

須恵器 回転糸切り再調整。

H－6 圷 ①12．0 ①中粒②良好 口縁・体部：内攣気味に立ち上がり短く直立した口縁部に至る。口径が 小振り
16 竈、床直 土師器 ②　3．3 ③にぶい黄褐色④4／5 小さい。交換点に弱い稜有。口縁部は内外面横位の撫で。体部は外面箆

削り。内面撫で。底部：浅い丸底。

17 H－6
埋土

台付甕

土師器

①［1L8］
②（14．5）

①粗粒②良好

③にぶい榿色④1／2

口縁部＝僅かに外反。内外面撫で。胴部：内轡気味に立ち上がり、胴部

上位で張りをもち、緩やかに内攣する。外面縦位の箆削りび内面撫で。

台部：欠損。

H－6 長胴甕 ①21．0 ①中粒②良好 口縁部：外反。器最大径。頸部に明確なくびれ無。内外面撫で、指圧痕

床直 土師器 ②（22．0〉 ③にぶい榿色④1／2 有。胴部：内攣気味に立ち上がり、胴部上位で小さな張りをもち、僅か
18

に内轡する。外面斜位の箆削り。内面撫で、箆押さえ痕有。胴部下位か

ら底部：欠損。

H－6 長胴甕 ①23，4 ①粗粒②良好 口縁部：外反。器最大径。頸部に明確なくびれ有。内外面撫で、指圧痕 竈の袖に使
19 竈、床直 土師器 ②（24，5） ③にぶい榿色④1／2 有。胴部：内攣気味に立ち上がり、胴部上位で小さな張りをもち、僅か 用

に内轡する。外面斜位の箆削り。内面撫で。胴部下位から底部：欠損。

H－6 長胴甕 ①2L4①粗粒②良好 口縁部：外反。器最大径。頸部に明確なくびれ有。内外面撫で。胴部：

20 埋土 土師器 ②（25．0） ③にぶい赤褐色④1／2 内攣気味に立ち上がり、胴部上位で小さな張りをもち、僅かに内攣する。

外面縦位の箆削り。内面撫で、箆押さえ痕有。胴部下位から底部1欠損。

H－8 圷 ①12．8 ①中粒②良好 軸輔成形。口縁・体部＝僅かに内轡して立ち上がり外傾した口縁部に至
21
埋土 須恵器 ②　3．9 ③灰色④4／5 る。内外面鞭輪撫で。底部＝回転糸切り未調整。

H－8 蓋 ①16．4 ①粗粒②良好 軸輔成形。天井部：平坦。内外面箆調整。摘み：ボタン状摘み。体部：
22
埋土 須恵器 ②　3．9 ③灰白色④2／3 緩やかに外傾。口縁部：短く内傾。

H－8 蓋 ①［17，6］ ①中粒②良好 輔輪成形。天井部：緩やかに膨らむ。回転箆削り。摘み：欠損。体部：
23
埋土 須恵器 ②（3．4） ③灰色④1／3 緩やかに外傾。口縁部：内傾。

H－8 甕 ①［19，0］ ①中粒②良好 口縁部：外反。頸部はほぼ直立。内外面撫で。胴部：内轡気味に立ち上

24 床直 土師器 ②（15．8〉 ③にぶい赤褐色④1／8 がり、胴部上位で小さな張りをもち、内攣する。胴部上位器最大径。外

面箆削り。内面撫で。胴部下位から底部：欠損。
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番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

25 H－8 土　錘 ①［3．2］ ①中粒②良好 厚さ　1，4　重さ　4，3

埋土 ②　L3 ③にぶい赤褐色④2／3 紡錘形を呈し、長軸に沿って孔が穿たれている。

H－9 圷 ①［14．6］ ①中粒②良好 口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、外傾した口縁部に至り、端部で
26 埋土 土師器 ②（2，3） ③明褐色④1／4 僅かに内攣。口縁部は内外面横位の撫で。体部は浅く、内外面撫で、

指圧痕有り。底部：欠損。平底と推測。

27 H－9 圷 ①［15，6］ ①中粒②良好 口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、口縁部で外傾。口径が大きい。口 粗雑な作り

床直 土師器 ②　2．7 ③榿色④1／3 縁部は内外面横位の撫で。体部は非常に浅く、内外面撫で。底部：平底。

28 H－9 圷 ①12，2 ①中粒②良好 轄輔成形。口縁・体部：外傾から口縁部で外反。鞭櫨撫で。底部：回転 粗雑な作り

床直 須恵器 ②　3。7 ③黄灰色④ほぼ完形 糸切り未調整。内外面煤付着。

29 H－9 圷 ①13．8 ①中粒②良好 鞭輔成形。口縁・体部：外傾から口縁部に至り、端部で僅かに外反。鞭
床直 須恵器 ②　7．3 ③灰白色④ほぼ完形 輪撫で。底部＝回転糸切り未調整。

30 H－9 圷 ①［14，2］ ①中粒②良好 鞭櫨成形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、体部中位でやや膨らみ 酸化焔焼成

竈、埋土 須恵器 ②　4．7 ③灰黄色④1／8 をもち、口縁部で外傾。轄輪撫で。底部：回転糸切り未調整。

31 H－9 圷 ①［13．0］ ①粗粒②良好 轄櫨成形。口縁・体部：外傾して立ち上がり口縁部に至る。鞭韓撫で。

床直 須恵器 ②　3．5 ③褐灰色④2／5 底部：回転糸切り未調整。

H－9 圷 ①12．6 ①粗粒②良好 鞭輔成形。口縁・体部：外傾して立ち上がり口縁部に至る。鵯轄撫で。 流れ込み
32 埋土 須恵器 ②　3．9 ③灰黄色④1／2 底部：回転糸切り未調整。内外面煤付着 H－23か

酸化焔焼成

33 H－9 圷 ①［12，8］ ①中粒②良好 鞭輔成形。口縁・体部：外傾して立ち上がり口縁部に至る。軸輪撫で。

埋土 須恵器 ②　4．8・ ③褐灰色④1／4 底部：回転糸切り未調整。

34 H－9 高台境 ①14．0 ①粗粒②良好 軸輔成形。口縁・体部：体部中位にゃや膨らみをもち、外傾した口縁部 酸化焔焼成

埋土 須恵器 ②（4，5） ③灰褐色④1／2 に至る。内外面鞭輪撫で。底部：高台貼付欠損。回転糸切り未調整。

H－9 高台境 ①［16．0］ ①中粒②良好 鞭輔成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、外傾した口縁部に至る。
35 埋土 須恵器 ②　6．0 ③灰白色④1／4 口径が大きい。内外面軸轄撫で。底部：rハ」の字状に外傾した高台貼

付。回転糸切り未調整。

36 H－9 甕 ①［18．0］ ①中粒②良好③にぶ 口縁部：外反。頸部はほぼ直立。内外面横位の撫で。胴部から底部＝欠
埋土 土師器 ②（5．0〉 い赤褐色④口縁部1／5 損。

H－9 甕 ①［20．0］ ①中粒②良好 口縁部＝外反。頸部に指圧痕有。内外面撫で。胴部：胴部上位に小さな
37 埋土 土師器 ②（1L5） ③にぶい赤褐色④1／6 張りをもつ。胴部上位器最大径。外面箆削り。内面撫で、箆押さえ痕有。

胴部中位から底部：欠損。

38 H－10 圷 ①［12，0］ ①中粒②良好 口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、口縁部で短く直立。口縁部は内外

埋土 土師器 ②（3．4） ③にぶい榿色④1／4 面撫で。底部：浅い平底。

39 H－10 圷 ①［13，0］ ①中粒②良好 口縁・体部：緩やかに外傾から口縁部に至り、端部で短く外反。口縁部
床直 土師器 ②　3。2 ③にぶい榿色④1／4 は内外面横位の撫で。体部は外面箆削り。内面撫で。底部：平底。

H－10 甕 ①［17．0］ ①中粒②良好 口縁部：外傾。rコ」の字状口縁。内外面撫で。肩部の一部が残存。胴40
竈、床直 土師器 ②（7．0） ③褐色④口縁部1／8 部から底部：欠損。

41 H－10 圷 ①14．0 ①中粒②良好 軸韓成形。口縁・体部：緩やかに外傾して立ち上がり口縁部に至り、端

埋土 須恵器 ②　3。8 ③灰白色④1／2弱 部で短く外反。内外面鞭輔撫で。底部：回転糸切り未調整。

42 H－10 圷 ①［13．0］ ①中粒②良好 鞭櫨成形。口縁・体部：僅かに内轡して立ち上がり外傾した口縁部に至
埋土 須恵器 ②　3．8 ③褐灰色④2／5 る。内外面鵯轄撫で。底部：回転糸切り未調整。

43 H－10 圷 ①［12，0］ ①中粒②良好 轄韓成形。口縁・体部：緩やかに外傾して立ち上がり口縁部に至る。内
埋土 須恵器 ②　4，8 ③褐灰色④1／3 外面轄轄撫で。底部：回転糸切り未調整。

44 H－10 圷 ①［13．6］ ①中粒②良好 鞭輔成形。口縁・体部：僅かに内攣して立ち上がり外傾した口縁部に至

埋土 須恵器 ②　3．4 ③灰白色④2／5 る。内外面轄輔撫で。底部：回転糸切り未調整。外面煤付着。

45 H－10 圷 ①［13，0］ ①粗粒②良好 轄輔成形。口縁・体部＝緩やかに外傾して立ち上がり口縁部に至る。内

竈、床直 須恵器 ②　3，2 ③褐灰色④2／5 外面鵯櫨撫で。底部：回転糸切り未調整。

46 H－10 圷 ①［12．41 ①中粒②良好 鞭輔成形。口縁・体部：緩やかに外傾して立ち上がり口縁部に至る。内

埋土 須恵器 ②　3．6 ③褐灰色④2／5 外面輔櫨撫で。底部：回転糸切り未調整。

47 H－10 圷 ①［14，0］ ①中粒②良好 鞭韓成形。口縁・体部：緩やかに外傾して立ち上がり口縁部に至る。内

竈、床直 須恵器 ②（3，8） ③褐灰色④1／4 外面軸輔撫で。底部：回転糸切り未調整。

48 H－10 高台境 ①［13．0］ ①中粒②良好 鞭輔成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、外傾した口縁部に至る。

床直 須恵器 ②　4．8 ③褐灰色④1／3 内外面軸韓撫で。底部：短く直立した高台貼付。回転糸切り未調整。

H－10 高台境 ①［15，6］ ①粗粒②良好 鞭輪成形。口縁・体部：緩やかに外傾して立ち上がり口縁部に至る。口
49 竈、埋土 須恵器 ②　6，3 ③灰白色④1／5 径が大きい。内外面鞭輔撫で。体部が深い。底部：「ハ」の字状に外傾

した高台貼付。回転糸切り未調整。

H－10 高台境 ①［14．0］ ①粗粒②不良 軸輔成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、外傾した口縁部に至り、
50 床直 須恵器 ②　6．5 ③灰色④1／3 端部で短く外反。内外面轄輔撫で。底部：rハ」の字状に短く外傾した

高台貼付。回転糸切り未調整。

H－10 高台境
①［15．0］ ①中粒②良好 鞭輔成形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、外傾した口縁部に至る。

51 竈、埋土 須恵器 ②　6．8 ③褐灰色④1／4 口径が大きい。内外面輔韓撫で。体部が深い。底部：「ハ」の字状に短

く外傾した高台貼付。回転糸切り未調整。

52 H－10 蓋 ①16，0 ①粗粒②良好 軸輔成形。天井部：ほぼ平坦。回転糸切り痕。内外面箆調整。摘み：擬

床直 須恵器 ②　3．8 ③灰色④2／3 宝珠状摘み。体部＝緩やかに外傾。口縁部：短く直立。
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53 H－10 蓋 ①［13．0］ ①細粒②良好 轄櫨成形。天井部：肉厚、緩やかに膨らむ。内外面箆調整。摘み：ボ
埋土 須恵器 ②　3，3 ③灰色④1／4 タン状摘み。体部：緩やかに外傾。口縁部：短く直立。

H－10 長頸壷 ①6．4 ①中粒②良好 鞭輔成形。頸部：直立。口縁部で短く屈曲。口唇部横撫で。胴部から54
床直 須恵器 ②（3．5） ③灰色④口縁部のみ 底部：欠損。

H－10 長頸壷 ①　一 ①粗粒②良好 鞭韓成形。口縁部から胴部中位：欠損。胴部下位：外傾、厚手。底55
埋土 須恵器 ②（6．9） ③褐灰色④底部のみ 部l　rハ」の字状に短く外傾した高台貼付。回転糸切り未調整。

H－10 大甕
①［27．0］ ①細粒②極良 軸韓成形。頸部：外反。口縁部：短く屈曲して外傾。内外面回転撫で。

56
埋土 須恵器 ②（7．0） ③灰色④口縁部1／4 胴部から底部：欠損。

H－10 大甕 ①　一 ①粗粒②良好 較櫨成形。口縁部から頸部：欠損。胴部：外面平行叩き目、内面同心 秋問系か57
床直 須恵器 ②（24，1〉 ③灰色④1／4 円状当て目。胴部中位に膨らみをもつ。胴部下位から底部：欠損。

H－ll 圷 ①13，0 ①中粒②良好 軸韓成形。口縁・体部：僅かに内攣して立ち上がり外傾した口縁部に 流れ込み58
床直 須恵器 ②　3．4 ③灰白色④4／5 至る。内外面轄韓撫で。底部：回転糸切り未調整。

59 H－11 圷 ①13．0 ①中粒②良好 轄韓成形。口縁・体部：僅かに内攣して立ち上がり外傾した口縁部に 流れ込み
床直 須恵器 ②　3．3 ③褐灰色④4／5 至る。内外面軸輔撫で。底部：回転糸切り未調整。

60 H－11 圷 ①［12．6］ ①中粒②良好 軸輪成形。口縁・体部：内轡して立ち上がり外傾した口縁部に至る。 酸化焔焼成

埋土 須恵器 ②　3，2 ③にぶい黄榿色④1／4 内外面軸輔撫で。底部：回転糸切り未調整。内外面煤付着

H－11 圷 ①［14．0ユ ①中粒②良好 軸輔成形。口縁・体部：僅かに内攣して立ち上がり外傾した口縁部に 酸化焔焼成61
床直 須恵器 ②　4，4 ③にぶい黄榿色④1／3 至る。内外面轄輪撫で。底部：回転糸切り未調整。

62 H－11 圷 ①［14。4］ ①中粒②良好 鞭櫨成形。口縁・体部1緩やかに外傾して立ち上がりそのまま口縁部流れ込み
埋土 須恵器 ②　3．3 ③灰色④1／3 に至る。内外面鞭櫨撫で。底部：回転糸切り未調整。

63 H－11 圷 ①［12．8］ ①中粒②良好 輔韓成形。口縁・体部：僅かに内攣して立ち上がり外傾した口縁部に 流れ込み
床直 須恵器 ②　3．3 ③灰白色④1／4 至る。内外面鵯輔撫で。底部：・回転糸切り再調整。

H－11 高台境 ①［14．0］ ①中粒②良好 韓櫨成形。口縁・体部：内攣気味に立ち上がり、外傾した口縁部に至 酸化焔焼成
64 埋土 須恵器 ②　5．5 ③にぶい黄榿色④3／5 る内外面轄輔撫で。底部：rハ」の字状に短く外傾した高台貼付。回

転糸切り再調整。

65 H－11 高台境 ①［12．4］ ①粗粒②不良 轄輔成形。口縁・体部：外傾気味に立ち上がり、口縁部り端部で外反。 酸化焔焼成

竈、埋土一 須恵器 ②　4，9 ③にぶい黄榿色④1／2 内外面鵯輔撫で。底部：短く直立した高台貼付。回転糸切り未調整。 粗雑な作り

66 H－11 蓋 ①［17，2］ ①中粒②良好 軸輔成形。天井部：緩やかに膨らむ。回転糸切り痕。内外面箆調整。 酸化焔焼成

床直 須恵器 ②　4．6 ③灰白色④1／3 摘み：ボタン状摘み。体部1緩やかに外傾。口縁部：短く直立。

H－11 広口甕 ①22，4 ①粗粒②良好 口縁部：外反、端部で僅かに内攣。内外面撫で。胴部：胴部上位に張
67 床直 須恵器 ②16，5 ③灰黄色④ほぼ完形 りをもつ。胴部上位器最大径。胴部下位：外面箆削り。．底部：回転糸

切り再調整。

H－11 羽　釜 ①18．0 ①粗粒②良好 口縁部：内傾。横位の撫で。鍔部は三角形状で、水平に張り出す。鍔 酸化焔焼成
68 埋土 須恵器 ②（24，0） ③にぶい褐色④1／2 貼付。鍔部器最大径。胴部：外傾して立ち上がり胴部上位で張りをも

ち、緩やかに内攣する。外面斜位の箆削り。内面撫で。底部＝欠損。

H－11 羽　釜 ①［23．0］ ①中粒②良好 口縁部：内傾。横位の撫で。鍔部は三角形状で、水平に張り出す。鍔
69 埋土 須恵器 ②（14，0） ③灰白色④1／8 貼付。鍔部器最大径。胴部上位：外傾気味。胴部中位から底部＝欠損。

内外面煤付着。

70
H－11・ 羽　釜 ①［29．0］ ①粗粒②良好③にぶ 口縁部：内傾。横位の撫で。鍔部は三角形状で、水平に張り出す。鍔 酸化焔焼成
埋土 須恵器 ②（8．9〉 い榿色④口縁部1／7 貼付。鍔部器最大径。胴部上位：外傾気味。胴部中位から底部：欠損。

71 H－11 甕 ①20．2 ①中粒②良好 口縁部：外反。頸部はほぼ直立。内外面撫で。胴部上位に弱い膨らみを

床直 土師器 ②（12．0） ③榿色④1／5 もつ。外面箆削り。内面撫で。胴部中位から底部1欠損。内外面煤付着。

72 H－11 甕 ①［20，4］ ①中粒②良好 口縁部：外反。頸部は直立。内外面撫で。胴部上位に弱い膨らみをも
竈、床直 土師器 ②（16，4） ③榿色④1／5 つ、器最大径。外面箆削り。内面撫で。胴部中位から底部：欠損。

H－12 圷 ①［13．4ユ ①中粒②不良 輔輔成形。口縁・体部：僅かに内轡して立ち上がり外傾した口縁部に 酸化焔焼成
73 埋土 須恵器 ②　3，7 ③灰黄褐色④2／5 至り、端部で僅かに外反。内外面鵯輔撫で。底部：回転糸切り未調整。

内外面煤付着。

74 H－12 高台境 ①［14，2］ ①粗粒②良好 軸輔成形。口縁・体部：内轡気味に立ち上がり、外傾した口縁部に至る。

竈、床直 須恵器 ②4。8 ③灰白色④2／5 内外面鞭輔撫で。底部：短く直立した高台貼付。回転糸切り未調整。

H－12 高台境－ ①［7．6］ ①粗粒②良好 輔輔成形。口縁・体部：幾つかの弱い段をもちながら、外傾した口縁
75 床直 須恵器 ②　5，0 ③灰色④1／4 部に至り、端部で僅かに外反。内外面軸輔撫で。底部＝短く直立した

高台貼付回転糸切り未調整。

H－12 高台境 ①　一 ①中粒②良好 鞭輪成形。口縁部：欠損。体部：僅かに内攣して立ち上がり胴部中位
76 竈、埋土 須恵器 ②（5．5〉 ③オリーブ黒色④1／2 に至る。内外面轄輔撫で。底部：rハ」の字状に短く外傾した高台貼

付。回転糸切り未調整。内外面煤付着。

77 H－12 高台境 ①［14．1］ ①中粒②良好 輔輔成形。口縁・体部：緩やかに外傾して立ち上がり、そのまま口縁部に 酸化焔焼成

埋土 須恵器 ②　5．4 ③にぶい黄榿色④1／3 至る。内外面軸輔撫で。底部：短く直立した高台貼付。回転糸切り未調整。

H－12 高台境
①［17．0］ ①極粒②良好 鞭櫨成形。口縁・体部＝緩やかに内攣気味に立ち上がり、そのまま口 刷毛塗り

78 埋土 灰　粕 ②　3，7 ③灰白色④1／4弱 縁部に至る。内外面轄輪撫で。底部：短く直立した高台貼付。回転糸
陶　器 切り未調整。

H－12 羽　釜 ①20，0 ①粗粒②良好 口縁部：内傾。横位の撫で。鍔部は三角形状で、水平に張り出す。鍔 酸化焔焼成
79 床直 須恵器 ②（14．0） ③黒褐色④2／3 貼付。鍔部器最大径。胴部：胴部上位に弱い膨らみをもつ。外面縦位

の箆削り。内面撫で。胴部下半から底部：欠損。内外面煤付着。
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番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

H－12 甕 ①19．4 ①中粒②良好 口縁部：，外反。頸部はほぽ直立。内外面撫で。胴部：外傾気味に立ち
80 床直 土師器 ②（26．0） ③にぶい榿色④2／3 上がり、胴部上位で張りをもち、内攣する。胴部上位器最大径。外面

箆削り。内面刷毛目後撫で。底部：欠損。薄手。

H－12 甕 ①16．8 ①中粒②良好 口縁部：外反。頸部はほぼ直立。内外面撫で、指圧痕有。胴部上位：
81 床直 土師器 ②（7。6） ③にぶい褐色④1／5 外面横位の箆削り。内面刷毛目後撫で。胴部中位から底部：欠損。内

外面煤付着。

82 H－13 圷 ①11．6 ①中粒②不良 口縁・体部二内攣から口縁部で直立。口縁部は内外面横位の撫で。体
埋土 土師器 ②　3．7 ③榿色④1／2 部は外面斜位の箆削り。内面撫で。底部：浅い平底。

83 H－13 圷 ①［10，8］ ①細粒②良好 轄韓成形。口縁・体部：外傾して立ち上がりそのまま口縁部に至る。
竈、埋土 須恵器 ②（3。8） ③灰色④1／4 内外面鞭輔撫で。体部厚手。底部：欠損。

84 H－13 蓋 ①14．7 ①中粒②良好 鞭輔成形。天井部：肉厚、平坦。回転糸切り痕。内外面箆調整。摘
床直 須恵器 ②　2．9 ③灰色④2／3 み：ボタン状摘み。体部：緩やかに外傾。口縁部：短く外傾。

85 H－13 大甕 ①　一 ①中粒②良好③にぶ 鞭輔成形。口縁部：欠損。頸部：外反。内外面朝i輔撫で。胴部＝外面 酸化焔焼成
床直 須恵器 ②（9，3） い褐色④頸部～胴部 平行叩き目紋。内面青海波状紋。胴部中位から底部：欠損。

86 H－13 甕 ①［23．4］ ①中粒②良好 口縁部：外反。内外面撫で。頸部直立。外面箆削り。胴部から底部：
竈、埋土． 土師器 ②（5．5） ③明赤褐色④口縁部1／4 欠損。

87
’H－14 圷 ①［12．3］ ①粗粒②良好 輔輔成形。口縁・体部：外傾して立ち上がり、口縁部で外反。内外面 酸化焔焼成
竈、床直 須恵器 ②　3．6 ③にぶい黄榿色④3／5 鞭輔撫で。底部：回転糸切り未調整。 粗雑な作り

H－14 圷 ①［14．0］ ①中粒②良好 較輪成形。口縁・体部：外傾して立ち上がり、そのまま口縁部に至る。 酸化焔焼成88
竈、床直 須恵器 ②　3。8 ③にぶい黄榿色④2／3 内外面轄輔撫で。底部＝回転糸切り未調整。

89 H－14 高台境
①［12．3］ ①粗粒②良好 鞭輯成形。口縁・体部：外傾して立ち上がり、口縁部で外反。内外面 酸化焔焼成

竈、床直 須恵器 ②　5，0 ③褐灰色④1／2 鞭輔撫で。底部：短く直立した高台貼付。回転糸切り未調整。 粗雑な作り

90
H－14
竈、埋土

高台境

須恵器

①12．6

②　5．0

①中粒②良好

③にぶい黄褐色④1／2
軸輪成形。口縁・体部：幾つか段をもちながら外傾した口縁部に至る。

内外面軸輔撫で。底部：rハ」の字状に短く外傾した高台貼付。回転
酸化焔焼成

糸切り未調整。，内外面煤付着。

91 H－14 羽　釜 ①　一 ①粗粒②良好 口縁部から胴部上半：欠損。胴部下位：外面縦位の箆削り。内面横位 酸化焔焼成
竈、床直 須恵器 ②（14．5） ③灰白色④1／5 の撫で、輪積み痕有。底部：平底。

92 H－14 羽　釜・ ①［20，4］ ①中粒②良好③にぶ 口縁部：内傾。横位の撫で。鍔部は三角形状で、水平に張り出す。鍔 酸化焔焼成
竈、埋土 須恵器 ②（13．1） い黄色④口縁部1／7 貼付。胴部：内外面横位の撫で。胴部中位から底部＝欠損。

H－14 羽　釜 ①［19．0］ ①中粒②良好 口縁部：内傾、端部で短く外反。横位の撫で。鍔部は三角形状で、水
93 床直 須恵器 ②（13，5） ③灰色④口縁部1／6 平に張り出す。鍔貼付。鍔部器最大径。胴部＝内外面横位の撫で。胴

部中位から底部：欠損。

94 H－15 圷 ①12，0 ①中粒②良好 口縁・体部＝内轡して立ち上がり口縁部で短く直立。口縁部は内外面
床直 土師器 ②　3．8 ③明赤褐色④完形 撫で。体部は外面斜位の箆削り。内面横位の撫で。底部：浅い丸底。

95 H－15
’圷 ①11．8 ①中粒②良好 口縁・体部：内攣して立ち上がり口縁部で短く直立。口縁部は内外面

床直 土師器 ②　3，8 ③榿色④完形 横位の撫で。体部は外面斜位の箆削り。内面撫で。底部：浅い丸底。

96 H－15 圷 ①［14，6］ ①中粒②良好 轄輔成形。口縁・体部：外傾して立ち上がりそのまま口縁部に至る。
床直 須恵器 ②　4．2 ③灰白色④1／4 内外面轄櫨撫で。底部：回転糸切り未調整。

97 H－15 圷 ①［14．0］ ①中粒②良好 鞭輔成形。口縁・体部：緩やかに外傾して立ち上がりそのまま口縁部
床直 須恵器 ②　4，2 ③黄灰色④2／3 に至る。内外面軸韓撫で。底部1回転糸切り未調整。　　　　　　　’

98 H－15 蓋 ①［15，4］ ①細粒②良好 轄輔成形。天井部：肩部に僅かな膨らみをもつ。内外面箆調整。摘
床直 須恵器 ②（2，1） ③褐灰色④1／3 み＝欠損。体部：緩やかに外傾。口縁部：返り有。

99 H－17 圷 ①［13，0］ ①中粒②良好 口縁・体部：内轡して立ち上がり口縁部で直立。交換点に稜有。口縁部は

埋土 土師器 ②　3．6 ③にぶい赤褐色④1／3 内外面撫で。体部は外面斜位の箆削り。内面撫で。底部：浅い平底気味。

H－17 圷 ①［10．4］ ①申粒②良好 口縁・体部二内轡して立ち上がり、屈曲して3つの段をもちながら、
100 埋土 土師器 ②（5．3） ③榿色④1／5 僅かに外反した口縁部に至る。交換点に稜有。口縁部は内外面横位の

撫で。体部は外面斜位の箆削り。内面撫で。底部：欠損。丸底と推測。

H－17 圷 ①［13．8］ ①中粒②良好 口縁・体部：内轡して立ち上がり、屈曲して、外傾した口縁部に至る。
101 埋土 土師器 ②（4．7） ③黄榿色④1／6 交換点に稜有。口縁部は内外面横位の撫で。体部は外面箆削り。内面

撫で。底部：欠損。丸底と推測。

H－17 圷 ①［13，2］ ①中粒②良好 口縁・体部：内轡して立ち上がり、屈曲して、内傾した口縁部に至る。
102 埋土 土師器 ②（3．9） ③榿色④1／8 口径が大きい。交換点に稜有。口縁部は内外面横位の撫で。体部は外

面箆削り。内面撫で。底部：欠損。丸底と推測。

103 H－17 甑 ①［13，0］ ①粗粒②不良 口縁・体部：内攣して立ち上がり口縁部に至る。口縁部は内外面撫で。

埋土 土師器 ②　5．7 ③にぶい黄榿色④1／4 体部は外面箆削り。内面撫で。底部：丸底。単孔甑。

H－17 甑 ①　一 ①中粒②良好③にぶ 口縁部から体部1欠損。内外面箆削り。底部1平底。単孔甑。104
床直 土師器 ②（4．o） い黄榿色④底部のみ

105 H－17 高　圷 ①　一 ①中粒②良好 圷部1欠損。台部：rハ」の字状に外傾し、端部で短く直立した高台貼
埋土 須恵器 ②（1L1） ③暗灰色④1／2 付。二段の透かしが3ヶ所有。外面櫛状の工具による沈線。内面撫で。

H－17 甕 ①［26．4］ ①中粒②良好 口縁部1外反。頸部はほぼ直立。内外面撫で。胴部：内轡気味に立ち上
106 埋土 土師器 ②34。5 ③榿色④1／3 がり、胴部中位で張りをもち、内轡する。胴部中位器最大径。外面箆削

り。内面撫で、箆撫で痕有。底部：欠損。平底と推測。内外面煤付着。
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番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度『 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

H－17 甕 ①20．0 ①中粒②良好 口縁部：外反。頸部はほぼ直立。内外面横位の撫で。胴部：肩部残存。
107
埋土 土師器 ②（9，4） ③榿色④1／3 外面箆削り。内面撫で。胴部上位から底部：欠損。

H－17 甕 ①［19．0］ ①中粒②良好 口縁部：外反。頸部は短く直立。内外面横位の撫で。胴部：肩部残存。
108
埋土 土師器 ②（8，0） ③榿色④口縁部1／3 外面箆削り。内面箆撫で、輪積み痕有。胴部上位から底部：欠損。

Hrl9 羽　釜 ①［18．4］ ①中粒②良好 口縁部：内傾。横位の撫で。鍔部は三角形状で、水平に張り出す。鍔
109
床直 須恵器 ②（4．0） ③灰色④口縁部1／5 貼付。胴部から底部：欠損。

H－20 圷 ①12．2 ①中粒②良好 口縁・体部：内攣して立ち上がり口縁部で直立。口径が小さい。口縁部
110
床直 土師器 ②　3。7 ③にぶい赤褐色④4／5 は内外面撫で。体部は外面斜位の箆削り。内面撫で。底部：浅い丸底。

H－20 圷 ①［12，8］ ①中粒②良好 口縁・体部：内攣して立ち上がり口縁部で短く直立。口縁部は内外面
ll1
埋土 土師器 ②（3．3） ③にぶい赤褐色④1／4 撫で。体部は外面箆削り。内面撫で。底部＝浅い丸底と推測。

H－20 甕 ①［22。8］ ①中粒②良好 口縁部：外反。内外面横位の撫で。胴部：外面箆削り。内面撫で、箆
112
埋土 土師器 ②（14．0） ③明褐色④1／8 押さえ痕有。胴部中位から底部：欠損。

H－21 圷 ①12．0 ①中粒②良好 口縁・体部：内轡して立ち上がり口縁部で外傾。口縁部は内外面撫で。 流れ込み
113
埋土 土師器 ②　3．8 ③褐色④ほぼ完形 体部は外面横位の箆削り。内面撫で。底部：平底。

H－21 圷 ①［10。6］ ①中粒②良好 口縁・体部二内攣して立ち上がり口縁部で短く内傾。口径が小さい。
114 埋土 土師器 ②　3．6 ③褐色④1／4 交換点に弱い稜有。口縁部は内外面撫で。体部は外面斜位の箆削り。

内面撫で。底部：浅い丸底。

H－21 蓋 ①［20．4］ ①中粒②良好 轄韓成形。天井部：肩部に僅かな膨らみをもつ。内外面箆調整。摘
115
埋土 須恵器 ②（2，8） ③灰色④1／6 み：欠損。体部：緩やかに外傾。口縁部：短く直立。

H－21 高台境 ①［11．0］ ①中粒②良好 鞭轄成形。口縁・体部：僅かに内攣して立ち上がり外傾した口縁部に 酸化焔焼成
116 埋土 須恵器 ②　5，7 ③黄灰色④2／3 至る。内外面軸輔撫で。底部：rハ」の字状に短く外傾した高台貼付。

回転糸切り未調整。

H－21 高台境 ①［16，6］ ①粗粒②良好 轄櫨成形。口縁・体部：緩やかに外傾して立ち上がり、そのまま口縁 酸化焔焼成
117
埋土 須恵器 ②（6．0） ③黒褐色④1／4 部に至る。内外面轄韓撫で。底部：高台欠損。回転糸切り未調整。 流れ込み

H－22 圷 ①［13．2］ ①粗粒②良好 口縁・体部：内攣して立ち上がり口縁部で直立。口縁部は内外面撫で。体
118
床直 土師器 ②（3．1〉 ③にぶい黄褐色④1／5 部は外面箆削り。内面撫で。底部＝欠損。浅い平底と推測。内外面煤付着。

H－22 圷 ①［14．0］ ①中粒②良好 口縁・体部：内轡して立ち上がり口縁部の端部で短く直立。口縁部は
119
床直 土師器 ②　3，3 ③榿色④1／6 内外面撫で。体部は外面箆削り。内面撫で。底部＝浅い平底気味。

H－22 台付甕 ①［13．0］ ①中粒②良好 口縁部：外反。内外面撫で。胴部：内轡に立ち上がり、胴部上位で膨
120 床直 土師器 ②18，1 ③にぶい赤褐色④1／2 らみをもち、内轡する。胴部上位器最大径。外面箆削り。内面撫で、

箆押さえ痕有。底部：rハ」の字状に外反した高台貼付。

H－23 高台境
①［14，2］ ①中粒②良好 軸輪成形。口縁・体部：僅かに内攣して立ち上がり外傾した口縁部に 酸化焔焼成

121 埋土 須恵器 ②　5．4 ③灰黄褐色④1／2 至り、端部で短く外反。内外面轄韓撫で。底部：rハ」の字状に短く
直立した高台貼付。回転糸切り未調整。

H－23 蓋 ①［17．6］ ①細粒②良好 轄韓成形。天井部：肩部に僅かな膨らみをもつ。回転糸切り痕。内外面 流れ込み
122
埋土 須恵器 ②　3．0 ③灰白色④1／2 箆調整。摘み：ボタン状摘み。体部：緩やかに外傾。口縁部：短く直立。 H－9か

H－23 皿 ①［14．0］ ①中粒②良好 軸輔成形。口縁・体部：緩やかに外傾して立ち上がり口縁部の端部で
123
埋土 須恵器 ②（2，3） ③灰色④1／3 僅かに外反。内外面轄輔撫で。底部：高台欠損。回転糸切り未調整。

H－23 甕 ①［24．0］ ①粗粒②良好 口縁部：外反。口縁部器最大径。頸部はほぼ直立。内外面横位の撫で。胴

124 埋土 土師器 ②（22，1） ③にぶい褐色④1／4 部：内傾に立ち上がり、胴部中位で膨らみをもち、内攣する。外面上位縦

位の箆削り、下位斜位の箆削り。内面撫で。底部：欠損。丸底と推測。

H－23 甕 ①［21，0］ ①中粒②良好 口縁部：外反。頸部はほぼ直立。内外面撫で。胴部：肩部残存。外面
125
埋土 土師器 ②（7．0） ③榿色④口縁部1／4 箆削り。内面撫で。胴部上位から底部：欠損。

H－24 圷 ①［13，6］ ①中粒②良好 口縁・体部：内攣して立ち上がり口縁部の端部で短く直立。口縁部は内
126
埋土 土師器 ②（3，7） ③榿色④1／5 外面撫で。体部は外面箆削り。内面撫で。底部：欠損。浅い丸底と推測。

H－24 高台塊
①［14，8］ ①中粒②良好 輔輔成形。口縁・体部：僅かに内轡して立ち上がり外傾した口縁部に

127 埋土 須恵器 ②（7．3） ③灰白色④1／4 至り端部で短く外反。内外面鞭輔撫で。底部＝rハ」の字状に外傾し
た高台貼付。回転糸切り未調整。

H－24　幅 土　錘 ①（3，9） ①中粒②良好 厚さ　L6　重さ　7．0
128
埋土 ②　1．7F③灰褐色④ほぼ完形 紡錘形を呈し、長軸に沿って孔が穿たれている。

H－25 圷 ①14．0 ①細粒②良好 輔輔成形。口縁・体部：外傾して立ち上がりそのまま口縁部に至る。 酸化焔焼成
129
埋土 須恵器 ②　3．3 ③褐灰色④2／3 内外面鞭輔撫で。底部：回転糸切り未調整。

H－25 高台境 ①1L2①細粒②良好 軸輔成形。口縁・体部：僅かに内轡して立ち上がり外傾した口縁部に
130 埋土 須恵器 ②　4．9 ③黄灰色④1／2 至る。内外面軸輔撫で。底部：rハ」の字状に短く外傾した高台貼付。

回転糸切り未調整。

H－25 短頸壷 ①　一 ①粗粒②良好 口縁部：欠損。頸部：欠損。胴部＝緩やかに外傾して立ち上がり、胴
131 床直 須恵器 ②（14．9〉 ③暗灰色④2／3 部上位で膨らみをもち、内轡する。内外面轄韓撫で。底部：rハ」の

字状に短く外傾した高台貼付。回転糸切り未調整。

H－26 圷 ’
①
［12．0］ ①中粒②良好 口縁・体部：内攣して立ち上がり口縁部で直立。口縁部は内外面撫で。

132
埋土 土師器 ②（3，1） ③にぶい榿色④1／5 体部は外面箆削り。内面撫で。底部：欠損。浅い平底と推測。

H－26 圷 ①［12．0］ ①中粒②不良 口縁・体部：僅かに内攣して立ち上がり外傾した口縁部に至る。口縁
133 埋土 土師器 ②　4．0 ③黒褐色④1／4 部は内外面撫で。体部は外面斜位の箆削り。内面撫で。底部＝平底気

味。内外面煤付着。
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番号 遺構／層位 器　種 ①口径②器高 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器種の特徴・整形・調整技術 備　考

H－26 盤 ①21，3 ①細粒②良好 轄輔成形。口縁・体部：僅かに内轡して立ち上がり外傾した口縁部に
134 床直 須恵器 ②　3．7 ③灰色④ほぼ完形 至る。内外面轄輔撫で。底部：僅かにrハ」の字状に外傾した高台貼

付。回転糸切り未調整。

H－26 甕 ①［22．0］ ①中粒②良好③にぶ 口縁部：外反。内外面撫で。胴部上位：外面箆削り。内面刷毛目後撫135
埋土 土師器 ②（9．2） い褐色④口縁部1／4 で。胴部上位から底部：欠損。

H－27 圷 ①13．0 ①中粒②良好 轄韓成形。口縁・体部1僅かに内攣して立ち上がり、外傾した口縁部136
床直 須恵器 ②　3．6 ③灰白色④1／2 に至る。内外面輻輔撫で。底部：回転糸切り未調整。

H－27 増 ①［8．0］ ①中粒②良好 口縁部：欠損。体部：内攣して立ち上がり、体部中位で膨らみをもち、 流れ込み
137 埋土 土師器 ②（5．5） ③にぶい榿色④1／2 内攣する。外面箆撫で。内面撫で、箆押さえ痕有。底部：中央落ち込

む。平底気味。指押さえ。内外面煤付着。

138 H－27 甕 ①［20．0］ ①中粒②良好 口縁部：外反。頸部はほぼ直立。内外面撫で。胴部：中位器最大径。

床直 土師器 ②（13．5） ③にぶい赤褐色④1／5 外面箆削り。内面撫で、箆押さえ痕有。胴部下位から底部：欠損。

139 H－28 圷 ①［14．0］ ①中粒②不良 鞭韓成形。口縁・体部1緩やかに外傾して立ち上がりそのまま口縁部酸化焔焼成
埋土 須恵器 ②　3．2 ③にぶい黄榿色④1／5 に至る。内外面較輔撫で。底部：回転糸切り未調整。

H－29 圷 ①［13．0］ ①粗粒②良好 轄輔成形。口縁・体部1内攣気味に立ち上がり、外傾した口縁部に至酸化焔焼成140
床直 須恵器 ②（3，7） ③灰黄褐色④1／3 る。内外面輔輔撫で。底部1欠損。

141 H－29 大甕 ①　一 ①中粒②良好 口縁部：外反。内外面鞭輔撫で。胴部上位から底部：欠損。 秋間系か

床直 須恵器 ②（8．5） ③灰色④頸部のみ

H－31 圷 ①13．0 ①中粒②良好 口縁・体部：僅かに内攣して立ち上がり、口縁部で短く直立。口縁部
142 埋土 土師器 ②（3，3） ③明赤褐色④1／3 は内外面撫で。体部は外面斜位の箆削り。内面撫で。底部：欠損。浅

い丸底と推測。

143 H－31 圷 ①12，7 ①細粒②良好 鞭輔成形。口縁・体部：外傾して立ち上がり、そのまま口縁部に至る。 酸化焔焼成

埋土 須恵器 ②　3．2 ③黄灰色④4／5 内外面軸輔撫で。底部：回転糸切り未調整。

H－31 壷 ①1L8①細粒②良好 輔韓成形。口縁部から体部上位：欠損。体部：内攣して立ち上がり中
144 床直 須恵器 ②（11．0〉 ③灰色④1／3 位で膨らみをもつ。内外面鞭輔撫で。底部：・rハ」の字状に外反した

高台貼付。回転糸切り未調整。

145 D－1 長頸瓶 ①　一 ①細粒②極良 鞭輔成形。口縁部から頸部：欠損。体部：外傾して立ち上がり上位で
埋土 須恵器 ②（9．6） ③灰白色④1／8 膨らみをもつ。内外面鞭韓撫で。底部：欠損。

146
X15Y118 土　錘 ①　5．4 ①細粒②良好③にぶ 厚さ　1．4重さ　7．3

②　L5 い赤褐色④完形 紡錘形を呈し、長軸に沿って孔が穿たれている。

注）①層位は、r床直」：床面より10cm以内の層位からの検出、r埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検

　　についてはr竃」と記載した。
　②口径、器高の単位はcmであり、重さ単位はgである。現存値を（）、復元値を［］で示した。
　③胎土は、細粒（0．9㎜以下）、中粒（1．0～L9㎜以下）、粗粒（2，0㎜以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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Tab．8　瓦観察表

番号 遺構／層位 器　種 最大長 最大幅 最大厚 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器形・技術等の特徴 備　考

1 H－3
竈、床直

平　瓦 （20．5） （15，5） 2．5 ①粗粒②良好
③灰色④1／4

凹面：布目（やや密）。膜骨痕。凸面：撫で。側部面取り2面。 還元焔焼成

2 H－3
竈、埋土

平　瓦 （16．7） （14．1） 2．4 ①粗粒②良好

③灰白色④1／5

凹面：布目（やや密）。凸面：横位の撫で。側部面取り2面。 還元焔焼成’

3 H－4
埋土

丸　瓦 （28．7） （11．0） 2．0 ①細粒②良好

③灰白色④1／3

行基葺式。凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：横位の

撫で。広端部面取り1面。二次被熱。

還元焔焼成

4 H－4
埋土

平　瓦 （17．2） （17．3） L7 ①中粒②良好
③灰色④1／6

凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面＝正格子叩き後擦

り消し。側部面取り2面。広端部面取り2面。

還元焔焼成

5 H－4
床直

軒丸瓦 （15．0） （12．4） 2．4 ①中粒②良好

③灰黄色④1／3

一枚作り。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面＝撫で。側部面

取り2面。

還元焔焼成

6 H－5
床直

平　瓦 （1L8〉 （10．5） 2．8 ①細粒②良好
③褐灰色④1／12

凹面：布目（粗〉。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。広端部面取
り1面。

還元焔焼成

7
H－8
床直

平　瓦 （26，5〉 33．0 2．1 ①細粒②良好

③榿色④1／4

凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の撫で。押
印文字瓦r山田」（凸面）、箆書き記号瓦r…F」（凸面）。側部面

取り2面。広端部面取り2面。

酸化焔焼成

文字瓦①

8 H－8床直
平　瓦 （16。0） （12．8〉 3．1 ①細粒②良好

③灰白色④1／6

凹面＝布目擦り消し。粘土板糸切り痕（鮮明）。凸面：撫で。
押印文字瓦「五子（鏡文字）」（凸面）

酸化焔焼成

文字瓦②

9 H－8床直
平　瓦 （15．2） （10．5） 2．1 ①細粒②良好

③灰褐色④1／10

凹面：布目。凸面＝板目痕。側部面取り1面。広端部面取り2
面。二次被熱。

酸化焔焼成

10 H－8
埋土

平　瓦 （23．1〉 （11，7〉 L5 ①中粒②良好
③灰褐色④1／10

凹面：布目擦り消し。凸面：正格子叩き。側部面取り1面。広

端部面取り2面。薄手の瓦。

還元焔焼成

11 H－8
埋土

丸　瓦 （12，0） （10，8） L5 ①中粒②良好
③褐灰色④1／6

行基葺式か。凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：縄叩

き（鮮明）。側部面取り2面。薄手の瓦。

還元焔焼成

12 H－8
床直

丸　瓦 （9．2〉 （10．8） 1．1 ①細粒②良好

③灰黄褐色④1／8

行基葺式。凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：横位

の撫で。狭端部面取り2面。薄手の瓦。

酸化焔焼成

13 H－8
床直

丸　瓦 （16．0） （7，5） 1．7 ①細粒②良好

③にぶい榿色④1／5

行基葺式。凹面＝布目（密）。布の合わせ目痕。凸面：撫で。

側部面取り3面。狭端部面取り2面。

酸化焔焼成

14 H－8
埋土

平　瓦 （1LO） （12，4〉 1．7 ①細粒②良好

③明赤褐色④1／10

凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取り2面。

狭端部面取り1面。

酸化焔焼成

15 H－8
床直

平　瓦 （10，9） （14，8） 2．3 ①細粒②良好

③にぶい褐色④1／6

凹面：布目（粗）後一部撫で。凸面：縄叩き後横位の撫で。側

部面取り1面。二次被熱。

還元焔焼成

16
H－8
床直

丸　瓦 36．8 16．7 1．3 ①細粒②良好

③灰白色④完形

行基葺式。凹面：布目。両面粘土板糸切り痕。布の合わせ目痕。

凸面：縦位の撫で。側部面取り2面。狭端部画取り1面。薄手
の瓦。広端部面取り1面。

還元焔焼成

17 H－8
埋土

丸　瓦 （10．8） （10，4） 1．9 ①粗粒②良好

③黄灰色④1／6

行基葺式か。凹面：布目（密）。凸面：横位撫で。狭端部面取
り1面。

還元焔焼成

18 H－8
埋土

平　瓦 （12．6） （10．3） 1．4 ①細粒②良好

③黄灰色④1／8

桶巻き作り。凹面：布目。模骨痕。凸面：横位の撫で。側部面

取り2面。狭端部面取り2面。薄手の瓦。

還元焔焼成

19 H－8
埋土

丸　瓦 （28．7） 19．0 2．4 ①中粒②良好

③褐灰色④3／4

行基葺式か。凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：布

目擦り消し後縄叩き。側部面取り3面。広端部面取り1面。

還元焔焼成

20
H－8
床直

丸’瓦 （19．5） （14．8〉 2．0 ①中粒②良好

③灰白色④1／4
行基葺式。凹面：布目。粘土板糸切り痕。布の合わせ目痕。凸

面：縄叩き後横位撫で。側端部面取り2面。狭端部面取り1面。

還元焔焼成

21 H－8
竃、埋土

丸　瓦 （8，6） （9．4） 2．9 ①粗粒②良好

③灰白色④1／8

玉縁式。凹面：布目　（粗）。凸面：縄叩き後横位の擦り消し。

側部面取り2面。

還元焔焼成

22 H－8
床直

平　瓦 （14．5〉 （6．8） 1．3 ①細粒②良好
③灰白色④1／12

凹面：布目擦り消し。凸面＝縄叩き後擦り消し。側部面取り2

面。狭端部面取り2面。薄手の瓦。

還元焔焼成

23 H－9
埋土

平　瓦 （7，6） （5．0） 2．0 ①細粒②良好

③灰黄褐色④1／40

凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。押印文字瓦r山田」
（凸面）

還元焔焼成

文字瓦③

24 H－9
埋土

平　瓦 （14．9〉 （9．7） 2．6 ①中粒②良好

③灰色④1／10

凹面：布目擦り消し。凸面：縦位の撫で。側部面取り2面。狭

端部面取り1面。整形台の圧痕。

還元焔焼成

25 H－9
埋土

丸　瓦 （12．2〉 （13，3） 2．2 ①細粒②良好
③灰色④1／6

行基葺式か。凹面＝布目（粗〉。凸面二平行叩き（鮮明）。側部

面取り1面。

還元焔焼成

26 H－9
埋土

丸　瓦 （9．5） （7．5） L5 ①中粒②良好
③黄榿色④1／8

行基葺式か。凹面：布目（密）。凸面：撫で。側部面取り2面。
薄手の瓦。

酸化焔焼成

27 H－10
床直

平　瓦 41．1 （22，8） 2．1 ①粗粒②良好
③榿色④2／3

凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の撫で。箆書き文字

瓦r干」（凸面）。側部面取り1面。広端部面取り1面。煤付着。

酸化焔焼成

文字瓦④

28 H－10
埋土

平　瓦 （32．7） （17，7） 3．2 ①中粒②良好

③褐灰色④2／5

凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。箆書き文字瓦r里亡」（凹

面）。凸面：縦位の撫で。側部面取り1面。広端部面取り1面。

還元焔焼成

文字瓦⑤
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番号 遺構／層位 器　種 最大長 最大幅 最大厚 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器形・技術等の特徴 備　考

29 H－10
埋土

平　瓦 （14，0） （15．5） 2．7 ①細粒②良好

③にぶい榿色④1／6

凹面＝布目。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の撫で。押印文字瓦
r圓」（凸面）。側部面取り3面。狭端部面取り2面。二次被熱。

酸化焔焼成

文字瓦⑥

30 H－10
埋土

平　瓦 （7。8） （12．0） 1．9 ①粗粒②良好

③灰色④1／16
凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：横位の撫で。箆書き記号

瓦r十」（凸面）。側部面取り1面。広端部面取り1面。

還元焔焼成

記号瓦⑦

31 H－10
埋土

丸　瓦 （5．9） （6．8） 2．3 ①細粒②良好

③灰色④1／30

凹面：布目。凸面．：撫で。箆書き文字瓦r干」（凸面）。側部面

取り1面。狭端部面取り1面。

還元焔焼成

文字瓦⑧

32 H－10
床直

平　瓦 （18．2） 28．5 1．4 ①細粒②良好

③褐灰色④1／3

凹面：布目擦り消し。凸面：縄叩き。側部面取り2面。広端部

面取り1面。箆書き記号瓦r二」（凹面）。二次被熱。薄手の瓦。

還元焔焼成

記号瓦⑨

33 H－10
床直

平　瓦 （31，1） 35．8 2．2 ①細粒②良好

③灰白色④2／3

粘土紐巻き上げか。凹面：布目（密）。凸面：横位の撫で。側

部面取り1面。広端部面取り1面。二次被熱。

酸化焔焼成

34 H－10
竈、埋土

平　瓦 （34．3） （15．4） L6 ①細粒②良好
③にぶい褐色④1／3

凹面二布目擦り消し（密）。凸面：撫で整形後斜格子叩き。側

部面取り1面。広端部面取り1面。二次被熱。

酸化焔焼成

35 H－10
床直

平　瓦 38．3 （12．8） 2．9 ①粗粒②良好

③暗灰色④1／2

凹面：布目（粗）。凸面：平行叩き。側部面取り2面。広端部

面取り1面。狭端部面取り1面。

還元焔競成

36 H－10
埋土

平　瓦 （22．3） （22．5） 2．7 ①粗粒②良好

③灰白色④1／3

凹面：布目（粗）。粘土板糸切り痕。凸面＝縦位の撫で。側部

面取り2面。狭端部面取り2面。二次被熱。

還元焔焼成

37 H－10
床直

平　瓦 ［4L5］ ［28．2］ 2．4 ①細粒②良好

③褐灰色④1／2

1枚作りか。凹面：布目擦り消し。凸面＝縄叩き。側部面取り

2面。広端部面取り1面。二次被熱。

酸化焔焼成

38
H－10
竈、埋土

平　瓦 （32，0） （21．5） 2．7 ①細粒②良好

③黄灰色④1／3
桶巻き作り。凹面＝布目（密）。粘土板糸切り痕。布の合わせ

目痕。模骨痕。凸面：縄叩き　（鮮明）。側部面取り2面。狭端

部面取り2面。

還元焔焼成

39 H－10
竈、床直

平　瓦 （23．8） （25．6） 2．6 ①中粒②良好

③にぶい榿色④1／3

桶巻き作り。凹面：布目（粗）。模骨痕。凸面：縄叩き擦り消

し。側部面取り2面。広端部面取り2面。二次被熱。

酬ヒ焔焼成

40 H－10
床直

平’瓦 （15，0） （17．5） 2．5 ①粗粒②良好

③褐灰色④1／5

凹面＝布目（粗〉。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の撫で。側部

面取り1面。狭端部面取り1面。

還元焔焼成

41 H－10
床直

平　瓦 （22，5） （13．8） 2．1 ①粗粒②良好

③灰色④1／4

凹面：布目（粗）。凸面：撫で。側部面取り2面。広端部面取
り2面。

還元焔焼成

42 H－10
竈、埋土

平　瓦 （18，0） （24．0） 2．8 ①細粒②良好

③青灰色④1／3

桶巻き作り。凹面：布目。模骨痕。凸面：縄叩き擦り消し。側

部面取り2面。狭端部面取り2面。

還元焔焼成

43 H－10
床直

平　瓦 （26，3） （16．5） 2．3 ①細粒②良好

③灰黄色④1／4

凹面：布目（粗）。凸面：縦位の撫で。側部面取り1面。広端
部面取り1面。二次被熱。

還元焔焼成

44 H－10
埋土

平　瓦 （15，0） （15．5） 2．3 ①粗粒②良好

③にぶい赤褐色④1／6

凹面：布目（粗）。凸面＝撫で。側部面取り1面。狭端部面取
り2面。

酸化焔焼成

45 H－10
埋土

平　瓦 （14，2〉 （17．4〉 2．2 ①細粒②良好

③灰褐色④1／6

桶巻き作り。凹面1布目（粗〉。粘土板糸切り痕。模骨痕。凸面：布

目擦り消し。側部面取り2面。広端部面取り2面。二次被熱。

酸化焔焼成

46 H－10
床直

平　瓦 （25．1） （11，5） 2．1 ①粗粒②良好

③灰色④1／5

凹薗1布目。粘土板糸切り痕。凸面1縦位の撫で。側部面取り

2面。

還元焔焼成

47 H」10
竈、床直

平　瓦 （18．4） （12，0〉 2．3 ①粗粒②良好、

③にぶい褐色④1／6

凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取

り1面。狭端部面取り1面。

酸化焔焼成

48 H－10
竈、床直

平　瓦 （9．2） （15，5） 2．3 ①中粒②良好

③褐灰色④1／8

凹面：布目（粗）、。粘土板糸切り痕。凸面：平行叩き。側部面

取り3面。二次被熱。

還元焔焼成

49 H－10
竈、埋土

平　瓦 （10。5） （15，6） 2．1 ①細粒②良好

③灰色④1／4

凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：斜向縄叩き。側部
面取り2面。

還元焔焼成

50 H－10
床直

平　瓦 （30，5） （14．0） 2．2 ①粗粒②良好

③にぶい橿色④1／4

凹面：布目（粗）。凸面：撫で。側部面取り1面。広端部面取

り2面。二次被熱

酸化焔焼成

51 H－10
床直

平　瓦 （17．0） （16．0） 2．4 ①粗粒②良好

③灰褐色④1／4

凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。二次被熱。 還元焔焼成

52 H－10
床直

平　瓦 （11，5） （16．5） 2．5 ①細粒②良好

③灰黄褐色④1／8

凹面：布目。粘土板糸切り痕。布の合わせ目痕。凸面＝正格子

叩き。広端部面取り2面。

酸化焔焼成

53 H－10
床直

丸　瓦 （15．2） （9．3〉 2．0 ①中粒②良好

③榿色④1／5

行基葺式か。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部

面取り1面。二次被熱。

酸化焔焼成

54 H－10
埋土

平　瓦 （18．6） （10，5） 2．4 ①細粒②良好

③にぶい橿色④1／8

凹面：布目。凸面：縦位の撫で。側部面取り1面。二次被熱。 酸化焔焼成

55 H－10
竈、床直

平　瓦 （14，0） （10．5） 1．7 ①中粒②良好

③黄灰色④1／8

凹面：横位の撫で。凸面：撫で。側部面取り2面。 還元焔焼成

56 H－10
竈、床直

平
．
瓦 （16，0〉 （13．0） 2．4 ①粗粒②良好

③灰色④1／6

凹面：布目擦り消し（やや粗〉。凸面：箆削り後撫で。広端部
面取り2面。

還元焔焼成

57 H－10
竈、埋土

平　瓦 （10．5） （13．5） L7 ①細粒②良好
③灰色④1／8

桶巻き作り。凹面二布目。粘土板糸切り痕。模骨痕。凸面：縄

叩き擦り消し。側部面取り2面。

還元焔焼成
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58 H－10
床直

平　瓦 （13．0） （12．5） 1．8 ①細粒②良好
③灰色④1／6

凹面：布目（粗）。凸面：撫で。側部面取り1面。狭端部面取
り2面。

還元焔焼成

59 H－10
床直

丸　瓦 （7．9） （7．8） 3．0 ①細粒②良好
③灰白色④1／10

行基葺式か。凹面：布目（粗）。凸面：撫で。広端部面取り2
面。

酸化焔焼成

60 H－10
竈、埋土

平　瓦 （10．2） （9．4） L1 ①細粒②良好

③榿色④1／IO
凹面：布目擦り消し。凸面：縄叩き。側部面取り2面。狭端部
面取り1面。二次被熱。薄手の瓦。

酸化焔焼成

61 H－10
埋土

平　瓦 （10．5） （10，0） L8 ①細粒②良好
③灰黄褐色④1／10

凹面：布目擦り消し。凸面：縄叩き。側部面取り2面。広端部

面取り2面。二次被熱。

還元焔焼成

62 H－10
埋土

平　瓦 （8，5） （7，5） 2．3 ①粗粒②良好

③灰色④1／20
凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取り

3面。

還元焔焼成

63 H－10
埋土

丸　瓦 （10．0） （8，6） L3 ①中粒②良好
③褐灰色④1／6

行基葺式。凹面：布目。凸面：撫で。側部面取り2面。狭端部

面取り1面。薄手の瓦。

酸化焔焼成

64 H－10
床直

平　瓦 （10，0〉 （10．4） 1．8 ①中粒②良好

③灰色④1／10
凹面：布目（粗〉。粘土板糸切り痕。凸面＝撫で。側部面取り

3面。

還元焔焼成

65 H－10
竈、埋土

平　瓦 （10．5） （15。2） 2．2 ①粗粒②良好

③褐灰色④1／8

凹面：布目。凸面：撫で。側部面取り2面。 還元焔焼成

66 H－10
竈、床直

丸　瓦 （12，9） （10。1） L4 ①細粒②良好
③榿色④1／6

行基葺式か。凹面：布目。凸面：撫で。二次被熱。薄手の瓦。 酸化焔焼成

67 H－10
竈、床直

平　瓦 （10．1） （6，6） 1．6 ①細粒②良好
③褐灰色④1／20

凹面：布目。両面粘土板糸切り痕。凸面：斜格子叩き（鮮明）。 還元焔焼成

68
H－10
床直

軒平瓦 （10．2） （10．0〉 4．7 ①中粒②良好
③褐灰色④1／10

瓦当意匠は右偏行唐草文。瓦当部：無顎に近い。凹面＝斜め方

向の削り。凸面：縦方向の細かい削り後縄叩き

還元焔焼成

宇瓦。国分

寺創建期瓦

69
H－10
床直

軒平瓦 （14．0） （9，0） 4．7 ①細粒②良好

③灰色④1／8
瓦当意匠は右偏行唐草文。瓦当部：断面が三角形になる顎。凹

面：布目擦り消し。凸面：縦位ないし斜め方向の削り。側部面
取り2面。二次被熱。

還元焔焼成

宇瓦。国分

寺創建期瓦

70

H－10
竈、埋土

軒平瓦 （26，0） 27．8 4．0 ①中粒②良好

③灰色④1／2

瓦当意匠は三重弧文。1枚作り。瓦当部：横位の削り。凹面：

布目擦り消し。凸面：縦位の撫で。ベンガラ付着。側部面取り

2面。

還元焔焼成

宇瓦。国分

寺創建期以

降の瓦

71 H－10
竈、埋土

丸　瓦 （37．5） 17．1 2．7 ①中粒②良好

③暗青灰色④2／3

行基葺式か。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部

面取り2面。広端部面取り2面。

還元焔焼成

72 H－10
竈、床直

丸　瓦 （27，7） 18．9 2．2 ①中粒②良好
③灰白色④9／10

半戴作り。行基葺式。凹面：布目。粘土板糸切り。凸面：縄叩

き擦り消し。側部面取り2面。広端部面取り1面。二次被熱。

還元焔焼成

73 H－10
竈、床直

平　瓦 42．1 26．3 2．4 ①細粒②良好

③赤色④ほぼ完形
1枚作り。凹面：布目。凸面：縦位の撫で。側部面取り2面。
広端部面取り1面。狭端部面取り1面。二次被熱。

酸化焔焼成

74 H－10
竈、埋土

丸　瓦 （30．8） （13．3〉 1．8 ①粗粒②良好

③明黄褐色④3／3

行基葺式か。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面＝縄叩き後撫

で。側部面取り3面。広端部面取り1面。

酸化焔焼成

75 H－10
床直

丸　瓦 （3LO） （13．5） ，L6 ①細粒②良好
　　　、③灰白色④1／2

行基葺式。凹面：布目（密）。布の合わせ目痕。凸面：縄叩き

後縦位の撫で。側部面取り2面。狭端部面取り3面。

還元焔焼成

76 H－10
竈、埋土

丸　瓦 （31，5） 19．1 2．7 ①中粒②良好

③灰色④3／4

半戯作り。行基葺式か。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：

縄叩き後撫で。側部面取り2面。広端部面取り2面。

還元焔焼成

77 H－10
床直

丸　瓦 （16．5） （14．0） 2．1 ①中粒②良好

③灰白色④1／2

行基葺式。凹面：布目（粗）。凸面：縦位の撫で。側部面取り

2面。狭端部面取り1面。

還元焔焼成

78 H－10
床直

丸　瓦 （25。0） 19．0 2．1 ①細粒②良好
③灰色④1／3

行基葺式。凹面：布目。凸面：縦位の撫で。側部面取り2面。

狭端部面取り1面。

還元焔焼成

79 H－10
竈、床直

丸　瓦 （16，0） （14。7） 2．3 ①中粒②良好
③灰色④1／5

行基葺式。凹面：布目。凸面：平行叩き。側部面取り2面。狭
端部面取り2面。

還元焔焼成

80 H－10
床直

丸　瓦 （8，5） （14，2〉 2．3 ①中粒②良好
③灰色④1／8

行基葺式か。凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：縄叩
き後横位の撫で。側部面取り1面。

還元焔焼成

81 H－10
埋土

丸　瓦 （14，0） 16．7 2．5 ①細粒②良好
③灰色④1／4

行基葺式。凹面：布目。凸面；縦位の撫で。側部面取り2面。 還元焔焼成

82 H－10
竈、埋土

丸　瓦 （20．0） （2L8） 2．7 ①中粒②良好

③灰色④1／2

行基葺式か。凹面：布目。凸面：縦位の撫で。側部面取り2面。

広端部面取り2面。

還元焔焼成

83 H－10
埋土

丸　瓦 （22．3） （16．0〉 2．2 ①細粒②良好

③灰色④1／2

行基葺式。凹面：布目。凸面：平行叩き　（鮮明）。側部面取り

2面。広端部面取り2面。

還元焔焼成

84 H－10
埋土

平　瓦 （9．3〉 （12，0） 2．2 ①細粒②良好

③灰色④1／10

凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取り

2面。広端部面取り2面。

還元焔焼成

85 H－10
竃、床直

丸　瓦 （23．5） 17．5 3．1 ①細粒②良好

③褐灰色④1／2

玉縁式。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：縄叩き後撫で。 酸化焔焼成
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86
H－10『

竈、床直

丸　瓦 （20．6） （13．3） 2．4 ①中粒②良好

曾にぶい榿色④1／4

行基葺式。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：横位の撫で。

側部面取り1面。狭端部面取り1面。

還元焔焼成

87 H－10
埋土

丸　瓦 （15．5〉 （16．4） 4．1 ①中粒②良好

③にぶい黄穫色④1／4
　一

玉縁式。凹面：布目擦り消し。凸面：横位の撫で。側部面取り．

2面。狭端部面取り2面。

酸化焔焼成

88 H－10
竃、埋土

丸　瓦 （12．5） （16．0） L3 ①中粒②良好
③灰色④1／4

行基葺式か。凹面1布目（密）。凸面：横位の撫で。側部面取

り1面。薄手の瓦。

還元焔焼成

89 H－10
床直

丸　瓦 （13，5） （12，0） 2．1 ①粗粒②良好

③灰白色④1／8

行基葺式。凹面：布目（粗）。凸面：縦位の撫で。側部面取り

1面。狭端部面取り1面。

還元焔焼成

90 H－10
埋土

丸　瓦 （8．1） （12．0） L6 ①中粒②良好
③榿色④1／4

行基葺式。凹面：布目。凸面：撫で。側部面取り2面。狭端部

面取り2面。二次被熱

酸化焔焼成

91 H－10
竈、埋土

丸　瓦 （14．5） （9．5） L4 ①中粒②良好
③灰色④1／6

行基葺式。凹面：布目。凸面：横位の撫で。側部面取り1面。

狭端部面取り1面。薄手の瓦。

還元焔焼成

92 H－10
埋土

平　瓦 （19．6） （6．8） 2．2 ①細粒②良好

③にぶい榿色④1／8

凹面：布目（密）。凸面：撫で。箆書き文字瓦「伴一」（凸面）。

側部面取り2面。

酸化焔焼成

文字瓦⑩

93 H－10
床直

平　瓦 （9，8） （11．0〉 2．4 ①中粒②良好

③灰白色④1／16

凹面＝布目。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。箆書き文字瓦r手」
（凸面〉。

還元焔焼成

文字瓦⑪

94 H－10
埋土

丸　瓦 （7，5） （6，0） 2．2 ①中粒②良好

③浅黄榿色④1／15

行基葺式か。凹面：布目。凸面：撫で。箆書き文字瓦r万？」
（凸面〉。二次被熱。

酸化焔焼成
文字瓦⑫

95 H－11
床直

平　瓦 （23，5） （14．4） 1．8 ①中粒②良好

③褐灰色④1／4

桶巻き作り。凹面＝布目。模骨痕。凸面：縄叩き。側部面取り

2面。狭端部面取り2面。二次被熱。

酸化焔焼成

96 H－11
竈、埋土

平　瓦 （32，0） （1LO） 1．7 ①中粒②良好

③黒褐色④1／3

凹面：布目擦り消し。凸面：正格子叩き。側部面取g2面。広
端部面取り1面。

還元焔焼成

97 H－11
埋土

平　瓦 39．0 （ILO） L8 ①粗粒②良好
③灰色④1／3

粘土紐巻き上げか。凹面＝布目（密〉。凸面：縦位の撫で。側

部面取り1面。

還元焔焼成

98 H－ll
床直

平　瓦 （15．5） （12．5） 2．0 ①粗粒②良好

③褐灰色④1／4

凹面：布目（粗〉。凸面：平行叩き。側部面取り1面。広端部

面取り1面。二次被熱。

還元焔焼成

99 H－11
床直

平　瓦 （23．5） （9，7） 2．2 ①中粒②良好

③浅黄榿色④1／6

凹面：布目（粗）。凸面：撫で。側部面取り2面。二次被熱。 酸化焔焼成

100 H－11
床直

丸　瓦 （18．3） （13．5） 1．8 ①細粒②良好

③にぶい榿色④1／4

行基葺式か。凹面：布目。粘土板糸切り痕。布の合わせ目痕。

凸面：撫で。側部面取り2面。二次被熱。

酸化焔焼成

101 H－ll
埋土

平　瓦 （13．5〉 （14．7〉 2．7 ①細粒②良好

③榿色④1／6

凹面：布目擦り消し。凸面：縄叩き後縦位の撫で。側部面取り

2面。広端部面取り2面。二次被熱。

酸化焔焼成

102 H－11
床直

丸　瓦 （14．7〉 （11，0） 2．0 ①中粒②良好

③灰色④1／6

行基葺式。凹面：布目（密〉。凸面：縦位の撫で。側部面取り

2面。広端部面取り2面。

還元焔焼成

103 H－11
竈、埋土

平　瓦 （12．0〉 （14，5） 1．6 ①中粒②良好

③にぶい榿色④1／8

凹面：布目。凸面：縄叩き擦り消し。側部面取り1面。煤付着。酸化焔焼成

104 H－11
床直

平　瓦 （12．0〉 （15，8） ・1．9 ①中粒②良好

③にぶい黄榿色④1／8

凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：横位の撫で。側

部面取り2面。

還元焔焼成

105 H－11
竈、埋土

丸　瓦 （15．5〉 （9，7〉 2．1 ①粗粒②良好

③にぶい黄榿色④1／9

行基葺式。凹面：布目。凸面：撫で。側部面取り3面。広端部

面取り2面。

酸化焔焼成

106 H－11
床直

平　瓦 （19．0） （10．5） 1．9 ①中粒②良好

③褐灰色④1／8

凹面：布目。凸面：縦位の撫で。側部面取り3面。狭端部面取
り1面。

還元焔焼成

107 H－11
竈、床直

平　瓦 （8．8〉 （14．5） 2．5 ①細粒②良好
③にぶい褐色④1／8

凹面＝布目。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取り1面。
二次被熱。

酸化焔焼成

108 H－11
床直

平　瓦 （8．1） （14。4） 1．7 ①中粒②良好
③にぶい榿色④1／10

凹面：布目擦り消し。凸面：縄叩き後縦位の撫で。側部面取り

1面。広端部面取り1面。二次被熱。

酸化焔焼成

109 H－11
床直

平　瓦 （10，8〉 （1LO） 2．8 ①中粒②良好

③灰色④1／8

凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：平行叩き。側部面取り1

面。狭端部面取り1面。

還元焔焼成

110 H－11
床直

平　瓦 （11，0） （12，8） 1．8 ①粗粒②良好
③褐灰色④1／15

凹面1布目擦り消し。両面粘土板糸切り痕。凸面：横位の撫で。

側部面取り1面。広端部面取り1面。

還元焔焼成

111 H－11
床直

平　瓦 （10．2） （11，5） 2．6 ①細粒②良好

③灰色④1／10

凹面：布目。凸面：平行叩き後撫で。側部面取り1面。 還元焔焼成

112 H－11
床直

平　瓦 （2L5） （9，0） 2．3 ①細粒②良好

③灰白色④1／8

凹面：布目（粗）。両面粘土板糸切り痕。凸面：横位の撫で。

狭端部面取り2面。

還元焔焼成

113 H－11
床直

平　瓦 （1L2） （8，5） 2．5 ①細粒②良好
③灰赤色④1／10

凹面：布目後削り。粘土板合わせ目痕。凸面：撫で。側部面取

り2面。広端部面取り2面。二次被熱。

酸化焔焼成

114 H－11
埋土

丸　瓦 （9，0） （10，5〉 1．3 ①細粒②良好

③榿色④1／8

行基葺式か。凹面：布目擦り消し。布の合わせ目痕。凸面：横位の撫

で。側部面取り2面。広端部面取り3面。二次被熱。薄手の瓦。

酸化焔焼成

115 H－11
埋土

丸　瓦 （6、7） （10，5〉 2．5 ①中粒②良好

③灰色④1／8

行基葺式か。凹面：布目（粗）。凸面：撫で。側部面取り2面。 還元焔焼成
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116 H－11
床直

平　瓦 （7。2） （12．6） L7 ①細粒②良好
③灰黄褐色④1／10

凹面：布目。凸面：縄叩き後横位の撫で。側部面取り2面。広

端部面取り2面。二次被熱。

還元焔焼成

117 H－11
竈、床直

丸　瓦 （10．5〉 （10．0〉 2．6 ①中粒②良好

③灰色④1／16
行基葺式か。凹面：布目。凸面：撫で。側部面取り1面。 酸化焔焼成

118 H－11
床直

丸　瓦 （1LO〉 2LO 2．5 ①粗粒②良好
③灰色④1／4

行基葺式。凹面：布目（粗）。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の

撫で。側部面取り2面。広端部面取り1面。

還元焔焼成

119 H－11
床直
匁瓦 （13．6） 18．0 2．7 ①細粒②良好

③灰色④1／3

行基葺式。凹面：布目。凸面：縦位の撫で。側部面取り2面。

狭端部面取り2面。

還元焔焼成

120 H－11
床直

丸　瓦 （18．7） （14．5〉 1．4 ①粗粒②良好
③灰白色④1／3

行基葺式か。凹面：布目。凸面：縦位の撫で。側部面取り3面。
薄手の瓦。

還元焔焼成

121 H－11
床直

丸　瓦 （17．0） （14．1） 2．1 ①細粒②良好
③灰色④1／3

行基葺式。凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。
側部面取り3面。

還元焔焼成

122 H－11
床直

丸　瓦 （6．8〉 （12．7〉 3．0 ①細粒②良好

③明褐灰色④1／6

玉縁式。凹面：布目。凸面：1撫で。側部面取り2面。二次被熱。 酸化焔焼成

123 H－11
床直

丸　瓦 （7．7） （10．0） 3．1 ①細粒②良好

③灰白色④1／8

玉縁式。凹面：布目。凸面1撫で。側部面取り2面。 還元焔焼成

124
H－12
竈、床直

丸　瓦 （26，0） 18．8 2．2 ①中粒②良好
③灰褐色④9／10

粘土紐巻き上げか。行基葺式か。凹面：布目（密）。凸面：横

位撫で。箆書き文字瓦r石」（凸面）。側部面取り1面。広端部
面取り1面。

還元焔焼成

文字瓦⑬

125 H－12
竈、床直

丸　瓦 （19．9） （12．7〉 3．2 ①中粒②良好

③にぶい榿色④1／4

行基葺式か。凹面：布目。凸面：横位の撫で。側端部面取り3
面。狭端部面取り2面。二次被熱。

酸化焔焼成

126 H－13
床直
車瓦 （7．3） （13，3） 2．0 ①細粒②良好

③灰色④1／10
凹面：布目。凸面：縄叩き擦り消し。側部面取り3面。広端部
面取り3面。

還元焔焼成

127 H－13
床直

丸　瓦 （21，3） （IL7） 2．0 ①細粒②良好・
③灰色④1／3

行基葺式。凹面：布目。粘土板の合わせ目痕。凸面：撫で側部

面取り1面。狭端部面取り1面。

還元焔焼成

128 H－13
床直

丸　瓦 （9。6） （10，7） 2．4 ①細粒②良好

③灰白色④1／8

行基葺式。凹面：布目擦り消し。粘土板糸切り痕。凸面：縦位

の撫で。側部面取り2面。広端部面取り1面。

還元焔焼成

129 H－13
床直

丸　瓦 、（8，3） （9，5） 1．8 ①細粒②良好

③灰白色④1／8

行基葺式。凹面：布目擦り消し。凸面：横位の撫で。側部面取
り2面9。狭端部面取り．2面。

還元焔焼成

130 H－14
竈、埋土

丸　瓦 （14．8） （13，5〉 2．4 ①細粒②良好

③にぶい黄榿色④1／5

行基葺式。凹面＝布目（密）。凸面：縄叩き擦り消し。側部面

取り2面。広端部面取り2面。

酸化焔焼成

131 H－22
床直

平　瓦 （16，3） （14．5） L7 ①細粒②良好
③褐灰色④1／6

凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：縦位の撫で。側部

面取り2面。広端部面取り2面。

還元焔焼成

132 H－22
竈、床直

平　瓦 （13，5） （14．0） L9 ①中粒②良好
③褐灰色④1／4

桶巻き作り。凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。模骨痕。凸

面：横位の撫で。側部面取り1面。広端部面取り2面。

還元焔焼成

133 H－22
埋土

丸　瓦 （12．0） （10，0〉 1．5 ①細粒②良好

③灰白色④1／8

行基葺式。凹面：布目。凸面＝縄叩き擦り消し。側部面取り2
面。狭端部面取り2面。薄手の瓦。

還元焔焼成

134 H－23
埋土

丸　瓦 （17．5） （15．0） L8 ①中粒②良好
③灰色④1／3

行基葺式か。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：横位の撫で。

側部面取り2面。

還元焔焼成

135 H－23
埋土

平　瓦 （17．5〉 （12，5） 2．3 ①中粒②良好
③灰色④1／5

凹面：布目’（粗）。凸面：平行叩き。側部面取り2面。狭端部
面取り2面。

還元焔焼成

136 H－23
埋土

平　瓦 （20，3） （7，0） 3．3 ①細粒②良好

③灰白色④1／8

凹面：布目（粗〉。凸面：縦位の撫で。狭端部面取り2面。二
次被熱。

還元焔焼成

137 H－23
埋土

丸　瓦 （11．0〉 （12．2） 3．3 ①細粒②良好

③灰白色④1／4

玉縁式。凹面：布目擦り消し。凸面：横位の撫で。 還元焔焼成

138 H－23
竈、埋土

平　瓦 （8，8〉 （9．5） 2．3 ①中粒②良好

③灰色④1／16
凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面＝縄叩き擦り消し。側部面

取り3面。狭端部面取り2面。

還元焔焼成

139 H－23
床直

丸　瓦 （7，0） （1L4） 1．7 ①粗粒②良好

③にぶい榿色④1／16

行基葺式か。凹面：布目擦り消し。凸面：横位の撫で。広端部
面取り1面。

酸化焔焼成

140

H－23
埋土

軒丸瓦 （8．2） （9．4） 2．8 ①粗粒②良好

③灰色④1／16
単弁4葉蓮華文。子葉のないやや長い連弁。文様はすべて隆線。

間弁は丁字形。瓦当裏面：無絞りの布目。凹面：布目。凸面：
撫で。

還元焔焼成

鐙瓦。国分

寺創建期以

降の瓦

141 H－24
床直

平　瓦 45．8 （19．0） 3．1 ①細粒②良好

③明赤褐色④2／3

凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：横位の撫で。側部面取り

3面。広端部面取り2面。、

酸化焔焼成

142 H－24
床直

平　瓦 （23，0） （17．0） 2．4 ①中粒②良好
③灰色④1／4

凹面：布目（密）。凸面＝縦位の撫で。狭端部面取り2面。二
次被熱。

還元焔焼成

143 H－24
床直

平　瓦 （27．4） （12，0〉 2．7 ①中粒②良好

③にぶい赤褐色④1／5

凹面1布目（粗〉。凸面二縄叩き擦り消し。狭端部面取り2面。
二次被熱。

酸化焔焼成

144 H－24
床直

丸　瓦 （14．0） （15．6） 2．0 ①細粒②良好

③黒褐色④1／5

行基葺式か。凹面1布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：横位

の撫で。側部面取り2面。二次被熱

酸化焔焼成
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番号 遺構／層位 器　種 最大長 最大幅 最大厚 ①胎土②焼成③色調④遺存度 器形・技術等の特徴 備　考

145 H－24
埋土

丸　瓦 （13．3） （1L8） 1．5 ①粗粒②良好

③灰色④1／5

行基葺式。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：横位の撫で。

側部面取り3面。広端部面取り2面。薄手の瓦。

還元焔焼成

146 H－24
床直

平　瓦 （13．8） （16．6） 2．1 ①細粒②良好

③灰赤色④1／6

凹面：布目。粘土板糸切り痕。布の合わせ目痕。凸面：．縄叩き

擦り消し。側部面取り2面。広端部面取り2面。二次被熱。

酸化焔焼成

147 H－24
床直

平　瓦 （17，9） （12。7） 2．4 ①細粒②良好

③にぶい榿色④1／6

凹面1布目。粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部面取り1面。
狭端部面取り1面。二次被熱。

酸化焔焼成

148 H－24
埋土

丸　瓦 （8．5） （1L8） 2．2 ①細粒②良好

③灰色④1／10
行基葺式か。凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面二横位
の撫で。側部面取り2面。

還元焔焼成

149 H－24
埋土

丸　瓦 （12．7） （14．5） 2．8 ①細粒②良好

③褐灰色④1／6
行基葺式。凹面1布目（密）。布の合わせ目痕。凸面1撫で。
側部面取り1面。狭端部面取り1面。二次被熱。

酸化焔焼成

　　　o
150 H－24
埋土．

丸　瓦 （9．4） （9，7） 3．0 ①中粒②良好

③灰色④1／5

玉縁式。凹面：布目。凸面：縦位の撫で。側部面取り2面。 還元焔焼成7

151 H－24
埋土

丸　瓦 （25．5） 18．8 2．2 ①細粒②良好

③灰色④1／2

行基葺式か。凹面：布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：縦位

の撫で。側部面取り3面。広端部面取り1面。

還元焔焼成

152 H－25
床直

平　瓦 （7，3） （15．5） L7 ①細粒②良好
③灰黄褐色④1／10

凹面＝布目（密）。粘土板糸切り痕。凸面：縄叩き。側部面取

り2面。二次被熱。

酸化焔焼成

153 H－25
床直

平　瓦 （17，0） （1LO） 2．0 ①中粒②良好

③灰白色④1／8

凹面：布目擦り消し。両面粘土板糸切り痕。凸面：撫で。側部

面取り2面。広端部面取り1面。二次被熱。，

還元焔焼成

154 H－25
床直

平　瓦 （17，4〉 （9，2） 2．2 ①中粒②良好

③灰色④1／10
凹面：布目（粗）。粘土板糸切り痕。凸面：平行叩き。広端部
面取り2面。箆書き文字瓦「日」（凸面）。

還元焔焼成

文字瓦⑭

155 H－28
埋土

平　瓦 （12，5） （17，5） 1．8 ①細粒②良好

③黄灰色④1／4

1枚作り。凹面：布目擦り消し。凸面：撫で後斜格子叩き。側

部面取り2面。

還元焔焼成

156 H－30
埋土

丸　瓦 （17．0） （12，7） 2．O ①細粒②良好

③灰白色④1／4

行基葺式か。凹面：布目。凸面：縄叩き後縦位の撫で。側部面

取り1面。広端部面取り1面。

還元焔焼成

157 H－31
埋土

平　瓦 （9．5） （19．5） 2．5 ①中粒②良好

③灰色④1／5

桶巻き作り。凹面：布目。粘土板糸切り痕。模骨痕。凸面：縄

叩き擦り消し。側部面取り3面。

還元焔焼成

158
遺構外1 平　瓦 （1L8） （8．3） 2．0 ①中粒②良好③にぶ

い黄榿色④1／16

凹面：布目。箆書き記号瓦r十」（凹面）。凸面：縄叩き後撫で。

二次被熱。

酸化焔焼成

記号瓦⑮

159
遺構外2 丸耳

（8，8） （9，5） 1．5 ①中粒②良好

③浅黄榿色④1／8

行基葺式か。凹面：布目。粘土板糸切り痕。凸面：横位撫で。
箆書き判読不能文字瓦（凸面〉。薄手の瓦。

酸化焔焼成

文字瓦⑯

160
遺構外3 平　瓦 （28．2） （11，6〉 2．1 ①細粒②良好

③榿色④1／4

凹面＝布目。粘土板糸切り痕。凸面：縄叩き後撫で。側部面取

り2面。広端部面取り2面。二次被熱。

酸化焔焼成

161
遺構外4 平　瓦 37．0 （12．5） 1．5 ①細粒②良好

③灰褐色④1／2

粘土紐巻き上げか。凹面1布目．（密）。凸面：横位の撫で。側

部面取り2面。広端部面取り1面。二次被熱。薄手の瓦。

還元焔焼成

162
遺構外5 軒平瓦 （9，0） （8，9〉 4．3 ①中粒②良好③にぶ

い黄榿色④1／10

瓦当意匠は右偏行唐草文。瓦当部：無顎に近い。凹面：布目擦
り消し。凸面：縦位撫で。

酸化焔焼成

宇瓦。国分

寺創建期瓦

注）①層位は、r床直』：床面より10cm以内の層位からの検出、r埋土」：床面より11cm以上の層位からの検出の2段階に分けた。竈内の検出

　　については「竈」と記載した。

　②長さ、厚さの単位はcmである。現存値を（）、復元値を［］で示した。
　③胎土は、細粒（0，9㎜以下）、中粒（LO～1．9㎜以下）、粗粒（2．0㎜以上）とし、特徴的な鉱物が入る場合に鉱物名等を記載した。

　④焼成は、極良・良好・不良の三段階とした。

　⑤色調は土器外面で観察し、色名は新版標準土色帳（小山・竹原1976）によった。
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Tab．9　鉄器・鉄製品・古銭観察表

番号 遺構・層位 器　種 最大長 最木幅 最大厚 重さ 遺存度 備　考

1 H－9・埋土 紡錘車『 （11．3） 4．2 0．3 30．6 2／3 軸部両端欠損。紡輪部は扁平、銃化している。

2 H－10・床直 鑓 （7．5〉 3．9 0．7 24．2 2／3 断面方形状を呈し、片方の端部側欠損。

3 H－10・床直 銅　銭 径
2
．4

孔径
0．7 0．1 2．4 ほぼ完形

名称r隆平永寳」。年代延暦15年。西暦796年。皇朝十二

文銭。山王廃寺跡からも2点出土。

4 H－11・埋土 石突状金具 （9．2〉 2．4 1．9 54．0 1／2 先端部欠損。全体的に袋状挿入部をもつ先端の尖った金
具。基部径2．6cm（内径1．9cm）先端丸味径0，9cm

5 H－13・埋土 馬具か （7．7） 4．8 0．3 32．6 3／4 鏡板か。銃化著しい。

9 H－20・床直 鉄　鎌 （9．1） 2．6 0．3 15．2 1／2 刃先端及び両側の腸挟、茎下端部欠損。錺化著しい。

7 H－21・床直 角　釘 （1L4） 9．0 0．8 4L6 2／3 方形状を呈し、下端部欠損は先細りする。銃化著しい。

8 X15Y118 飾金具 5．1 3．0 0．2 12．2 完形 調度品の飾金具。青銅製。端部寄りに幅0．2cm前後の孔、

穿たれる。

注）大きさの単位はcmであり、重さ単位はgである。現存値を（）で示した。

Tab．10　石器・石製品観察表

番号 遺構・層位 器　種 最大長 最大幅 最大厚 重さ 石材 遺存度 備　考

1 J－1・埋土 打製石斧 15．7 8．6 2．5 450．5 黒色頁岩 完形 擾形。両縁側から刃部にかけて細かい調整。表’

面一部に自然面を残す。

2 J－3・埋土 敲き石 14．1 6．7 4．4 610．0 閃緑岩 完形 棒状の端部に敲打による潰れが認められる。

3 H－10・埋土 打製石斧 8．4 4．O L4 77．0 頁岩 2／3 短冊形。両縁側から刃部にかけて細かい調整。

裏面一部に自然面を残す。

4 H－11・埋土 石　鍬 （2．8〉 2．1 ’0．3 L5 チャート ほぼ
完形

凹基無茎鋤i。先端部僅かに欠損。基部の湾入が

丸く、微細な調整が丁寧。

5 H－11・埋土 打製石斧 14．0 6．1 2．4 220．0 玄武岩 完形 短冊形。両縁側から刃部にかけて細かい調整。

6 H－12・埋土
石　錺i 1．5 1．4 0．4 0．9 黒曜石 完形 凹基無茎鎌。基部の湾入が丸く浅い。微細な調

整が丁寧。

7 H－14・埋土 打製石斧 12．2 4．2
’
L
1 70．0 硬質頁岩 完形 短冊形。両縁側から刃部にかけて細かい調整。

裏面一部に自然面を残す。

8 H－17・埋土 打製石斧 10．2 4．5 L5 86．0 黒色頁岩 完形 短冊形。両縁側から刃部にかけて細かい調整。

9 H－17・埋土 打製石斧 10．3 4．6 1．3 68．5 黒色頁岩 完形 短冊形。両縁側から刃部にかけて細かい調整。

．両面一部に自然面を残す。『

10 H－21・埋土 窪み石 10．2 8．8 3．3 350．0 安山岩 完形 両面に窪みを有する。

11 H－22・埋土 打製石斧 9．3 3．5 1．0 47．0 黒色頁岩 完形 短冊形。両縁側から刃部にかけて細かい調整。

両面一部に自然面を残す。

注）大きさの単位はcmであり、重さ単位はgである。現存値を（）で示した。
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V【考 察

　平成15年度一般県道足門前橋線バイパス（西毛広域幹線道路　国分寺工区）緊急地方道路整備事業に伴う埋蔵

文化財発掘調査では、現耕作土より約50cm程掘削したところで遺構面を確認した。調査の結果、竪穴住居跡34軒

（うち3軒が縄文時代の竪穴住居跡）、溝跡2条、土坑1基、落ち込み1基を検出することができた。出土遺物か

らみると、加曽利E式期を中心とする縄文時代中期の土器片や石器から古墳時代・奈良時代・平安時代の土器片

に至るまでの広い時期に渡っている。中でも、8世紀後半から10世紀後半にかけての遺物が、殆どの割合を占め

ていた。また、破片を含めた遺物総数の約1割にあたる1，264点もの瓦片が出土している。本遺跡は国府推定域の

北西側に位置し、調査区の北西側には国分僧寺、北側には国分尼寺が隣接する地域である。周縁の遺跡との関連

でみると、r上野国分僧寺・尼寺中間地域」で検出された集落の縁辺部にあたると考えられる。

　ここでは今回の調査によって明らかになった遺構・遺物について、1期（～7世紀前半、律令期以前）、II期

（7世紀後半～10世紀初頭、律令期）、皿期（10世紀前半～、律令期以後）の3期に大別して、特徴的なことを中心

に考察していきたい。また今後、今回の調査結果を周辺遺跡の調査事例と合わせ、より詳細な総社・元総社地区

の歴史解明に寄与したい。

1期（～7世紀前半、律令期以前）

　縄文時代の竪穴式住居が3軒検出された。このうち2軒が調査区南側から検出された。隅丸方形を呈するもの

で、炉は検出されなかったが、出土遺物から縄文時代中期（加曽利E式期）と考えられる。昨年度調査を実施し

た元総社小見H遺跡でも縄文時代中期の竪穴住居跡が2軒検出されていることから、関連する集落である可能性

が高い。近隣の耕作地では、土器や石器なども採集されており、どのような集落形成がなされていたかについて

は、今後め調査に期待したい。

　今回の調査で検出されたのは、縄文時代の竪穴式住居以外では、1期はH－17号竪穴住居跡1軒のみであった。

この住居からは、土師器圷、甑、甕、須恵器高圷が出土し、古墳時代後期（6世紀中頃〉のものであることが判

明した。この時期の住居は、正方形に近い形状を成し、確認できたもので一辺が4m前後のものが多い。壁高は

約35．5cmを測る。炉は確認できなかった。今年度も1期竪穴住居跡の検出数が非常に少なく、特に6世紀末～7

世紀前半の遺構は検出されなかった。これらの調査結果は、過去2年間調査を実施した国府推定域北東側の調査

同様、国府成立前には国府周辺には大きな集落は形成されていなかったという見解の更なる裏付けとなった。

II期（7世紀後半～10世紀初頭、律令期）

　本期の竪穴住居跡は19軒あり、調査区の全域にわたって分布が見られる。

　竪穴住居の分布でみると、7世紀後半から8世紀中頃にかけての竪穴住居跡は、H－6号竪穴住居跡の1軒検

出のみである。この住居跡は土師器圷、台付甕、長胴甕等の出土遺物から8世紀初頭のものであると考えられる。

住居範囲は、西側が調査区域外であることとW－1号溝跡に切られていることから一部分のみの検出となった。

確認範囲で、壁現高33cm、面積約8，2㎡である。また竈は東壁中央に付設されており、左袖部には長胴甕を逆位に

被せた状態で検出され、右袖部には自然石が使用されていた。このように使用されなくなった土器を再利用して

竃を構成する手法はやはり過年度の調査からも検出されている。土器の変化を探る上で重要な資料である。

　今回この狭い調査範囲の中で、8世紀後半から9世紀前半にかけての竪穴住居跡は16軒と非常に多く検出され

た。特徴的な住居を挙げると、H－8号竪穴住居跡は、壁現高約30cmで、竈が東壁中央北寄りに付設され、際袖
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部・煙道部等に構築材、構架材として丸瓦、平瓦を転用して構築されていたことが窺える。また、住居内には灰

や粘土が散在していた。住居内からは75点もの瓦片が出土しその中に、文字瓦が2点含まれていた。一つは、平

瓦（瓦観察表NQ7）の凸面にr山田」（山田郡の郡銘瓦）と押印された文字と、同じ面にr和と箆書きされた記

号が検出され、もう一つも、やはり平瓦（瓦観察表Nα8）の凸面にr五子」の鏡文字が押印されているのを検出

した。この住居跡は須恵器圷、蓋、土師器甕等の出土遺物から9世紀前半のものであることが判明した。H－10

号竪穴住居跡は、壁現高約48．5cmで、竈が東壁南寄りに付設され、両袖部・煙道部、壁際に国分僧寺瓦を再利用

して構築されていた。この時期のこの地域の竈には瓦による壁面の補強が一般化していたものと考えられる。こ

の住居からは今回の調査で出土した瓦片のうちの約3割にあたる354点出土した。その中に、文字瓦が6点含まれ

ていた。平瓦（瓦観察表Nα27・29・30・31）凸面にr干」r圃」r十」と平瓦（瓦観察表Nα28・32）凹面にr里亡」

r二」と記された文字が検出された。また、国分僧寺創建期に使用されていたと考えられる軒平瓦（瓦観察表NQ

68・69・70）も検出された。皇朝十二銭の一つであるr隆平永寳」の銅銭も検出された。この住居跡は、土師器

圷、甕、須恵器圷、蓋、高台境等の出土遺物から9世紀前半のものであることが判明した。この住居内には数多

くの瓦片が散在していた他に竈周辺には灰が特に厚く堆積し、その灰が住居内全体に及んでいた。これは湿気防

止の為であると考えられる。

　H－8・9・10・29号竪穴住居跡は、東竈の方向や住居の主軸方向の統一性があることが、住居跡一覧表（Fig．

2）や時代別の竪穴住居跡配置図（Fig．6）からも分かる。国府との関連でみると、推定されている国府域の縁

辺では土地利用上の規制が及んでいたことが想定され、居住域は限定された中で建て替えが行われていたものと

みられる。また、竪穴住居跡の重複が著しく検出されていることからみても、この地が規制の中で住居を建てる

ことが許され、小規模な集落が散在していた様子が窺える。

皿期（10世紀前半～、律令期以後）

　本期の竪穴住居跡は8軒あり、そのうち1軒、H－11号竪穴住居跡が10世紀前半の住居で、残りの7軒はIO世

紀後半の住居である。その中で特徴のある住居を挙げると、H－3号竪穴住居跡は、壁現高約30cmで、竃が東壁

中央に付設され、壁面を掘り込んで構築し、凝灰岩質砂岩の加工材を袖石や天井石に用いていた。また、竈の支

脚には自然石を用いていた。H－ll号竪穴住居跡は、一辺が約4。9mを測り、方形を呈し、壁現高約36cmで、竈が

東壁中央に付設されている。この住居内からも竈や住居の補強に転用された瓦150点が出土した。その中にも、文

字瓦が3点含まれていた。平瓦（瓦観察表Nα92・93・94）の凸面にはr伴一」r手j　r万？」と箆書きされていた。

H－12号竪穴住居跡の出土瓦の中には平瓦凸面にr石」と箆書きされた文字瓦も含まれていた。竈の南東側に棚

状の遺構を検出した。また、東壁中央南寄りに付設された竈の袖部には凝灰岩質砂岩が使用されていた。

　検出された遺構が調査区外にかかっていることもあり住居の一部しか確認できなかったが、竈の方向や住居の

主軸方向などの規格に統一性がないことが住居跡一覧表（Fig．2）や時代別の竪穴住居跡配置図　（Fig．6）から

も分かる。このことは国府機能の衰退と共に規制が緩和され、縁辺部の集落構造が変質したことが想定される。

　本遺跡の竪穴住居跡とr上野国分僧寺・尼寺中間地域」の竪穴住居跡を比較してみると、各年代毎に殆どの住

居で主軸方向や住居の規模に一致がみられる。このことから本遺跡の住居は、r上野国分僧寺・尼寺中間地域」で

検出された集落の縁辺部にあたると考えられる。また長年にわたって集落が形成されていることから、この地が

国分僧寺・尼寺と深く関わりをもちながら、その維持管理に関連した工人や農耕に従事した人々の集落として機

能してきたものと考えられる。
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瓦について

　本遺跡では出土した破片を含めた遺物総数の約1割にあたる1，264点もの瓦片が出土した。これらの瓦は竪穴住

居の壁面や竈の際袖部・煙道部等の構築材、構架材として使われていた。このような使われ方をしていた当時の

社会事情を考えると、（1）近接する瓦葺き建物の破損が進行する中で、それを竪穴住居内に持ち込み、転用する状

況が一般化していたという考え方、（2〉国分寺の補修・修理を担当する職人など瓦を簡単に持ち出せる立場の人た

ちがこれらの住居と深い関連をもっていたという考え方が挙げられるのではなかろうか。

　今回出土した瓦片のうちの16％にあたる208点の瓦に、凸面に縄叩きや格子叩きなどの叩き板で成形した痕跡が

残っていた。その中でも、縄叩きが一番多く139点、次に平行叩き30点、正格子叩き20点、斜格子叩き16点、不定

形格子叩き3点の順であった。このように多種多様の叩き具が出てきた背景を考えたとき、産地、窯業集団との

かかわりを推定する根拠となろう。また、今回出土した瓦片のうち主なもの162点を実測し、観察表（Tab．8）に

　　　　Tab．11　瓦叩き具の種類別出土瓦片

凸面叩き具 縄叩き 正格子叩き 斜格子叩き 不定形格子叩き 平行叩き

瓦片の数 139（38） 20（4） 16（3） 3（1） 30（10）

（）内は実測点数

掲載した。掲載した瓦種の内訳は、丸瓦65点（うち

7点が玉縁式）、平瓦91点、軒平瓦4点、軒丸瓦2点　Tab・12瓦の種類と月倉土

である。瓦の種類と胎土の表（Tab．12）からも分か

るが粗粒の瓦が少なく、中粒から細粒の瓦が多いこ

とが分かる。これらの瓦は側部や広・狭端部に面取

りがされていて比較的丁寧に作られており、粘土の

粒子が細かいことから国分寺創建期に使用された瓦

が多いのではないかと考えられる。

　次に、特徴のある文字瓦、軒丸瓦（鐙瓦）、軒平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注）細粒（0．9㎜以下）、中粒（1．0－1．9mm以下）、粗粒（2．Omm以上）
瓦（宇瓦〉について詳細を述べたい。

　1．文字瓦

　今回の調査で文字や記号が書かれた瓦が16点出土した。瓦に文字が書かれている瓦種部位について平瓦凸面に

書かれていたのが14点、平瓦凹面に書かれていたのが3点あった。丸瓦からは文字は検出されなかった。また、

瓦の文字の書かれ方について、印鑑のような同じ定まった形のもの、r押印」（r刻印j）は、4点あり、箆か串の

ような道具を使って1点ごとに書かれたもの、r箆書き」（r刻字」〉は、13点あった。これらの瓦に書かれた文字

は、瓦に関わった地域や人々を明らかにするもめで、当時の地域社会の様相を知る上でも非常に重要な意味をも

っている。以下に述べたい。

　①・③r山田jは押印による文字で、平瓦の凸面に書かれていた。①についてはr山田」という文字が3ヶ所

押印してあるのを確認した。このr山田」は山田郡または山田郷を示す。この①・③と類似したものが上野国分

寺跡、上野国分僧寺・尼寺中間地域、山王廃寺跡、上植木廃寺跡からも出土している。②r五子」の鏡文字は平

瓦の凸面に押印されていた。上野国分寺跡、上植木廃寺跡から出土した瓦にはr山田五子」と押印されていたこ

とから改めて確認したところ、この瓦片の端部にもr山田」の文字の一部が記されていた。今回検出されたr山

田」の文字は5つあったが、同じr山田」の印でも①・③と②は明らかにその種類が違う。②は平面に彫り込ん

だだけのもの（線彫り、陰刻）であるのに対し、①と③は文字の部分を残して彫り上げた（面彫り、陽刻）、いわ

ゆる現在の印鑑と同様な手法がとられている。⑤r里亡」’は平瓦の凹面に箆書きされていた。r亡」は「麻呂（万

呂）」の略体である≧r史跡上野国分寺跡j報告書に掲載されている。r里亡」は個人名である。⑤「圓」は平瓦の

瓦の種類／胎土 細粒 中粒 粗粒 合計

丸
　
瓦

玉緑式 4 2 1 7

行基葦式 25 25 8 58

平　瓦 46 26 19 91

軒平瓦（宇瓦） 1 3 0 4
軒丸瓦（鎧瓦） 0 1 1 2

合　計 76 57 29 262
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凸面に押印されていた。他の押印に比べて線が細く明瞭であることから、金属の箔であると考えられ、r史跡上野

国分寺跡」報告書によれば製作過程で付けられた検印という説もある。⑤と類似したものが上野国分寺跡、上野

国分僧寺・尼寺中問地域、山王廃寺跡、上植木廃寺跡からも出土していて、⑥の押印に1文字箆書きが書き足さ

れた文字瓦も出土している。どんな意味で組み合わされているのか興味深い資料である。これ以外にも凸面に箆

書きされた文字瓦④・⑧r干」、⑩r伴一」、．⑪r手」、⑬r石」、⑭r日」、⑯r，、？」、凸面に箆書きされた記号

瓦①r刊・、⑦r十」、⑫r万？」、凹面に箆書きされた記号瓦⑨r二」、⑮r十」が確認できた。（Tab．13）

　2．軒平瓦

　軒平瓦（宇瓦）（瓦観察表Nα68）の瓦当意匠は右偏行唐草文。主葉と支葉が各1本ずつで1組となり、比較的整

った構成をもっている。それを1単位として10単位からなる、その内3単位確認できた。外区には連珠文が巡っ

ているが、その内1つが認められた。内区との界線は1本で、周縁は無文である。瓦当部はやや厚くなっている

だけで、無顎に近く、顎面幅は3．4cmである。凹面は斜め方向の削りである。凸面は縦方向の細かい削り後縄叩き

目が残っている。胎土は中粒で砂粒を含む。焼成は良好で、硬質である。色調は褐灰色を呈する。r史跡上野国分

寺跡」報告書によれば、この軒平瓦と類似したものが国分寺跡で出土した数が最も多い。国分寺創建期の瓦であ

ると考えられている。

　軒平瓦（宇瓦）（瓦観察表Nα69）の瓦当意匠は右偏行唐草文。左端部の破片のみのもの。主葉と支葉が各1本ず

つで1組となり、比較的整った構成をもっている。それを1単位として10単位からなる、その内2単位を確認で

きた。左端には双葉状の支葉がつき、外区には連珠文のうち上外区、下外区各1個が残る。界線は1本で、周縁

は無文である。顎の断面形は三角形になり、凹面は布目が残る。模骨痕は見られないことから、1枚作りによる

ものと考えられる。瓦当側は横方向、側面側は縦方向の削りである。凸面は縦ないし斜め方向の削りである。胎

土は細粒で砂粒を含む。焼成は良好で、硬質である。色調は灰色を呈する。この軒平瓦も国分寺創建期の瓦であ

ると考えられている。

　軒平瓦（宇瓦）（瓦観察表Nα70）の瓦当意匠は三重弧文。瓦当部の上弦幅は27．8cm、下弦幅は28．4cm、中央幅は

43cmである。顎の断面形は無顎に近く、顎面長は3．2cm、平瓦厚は2．6cmである。凹面は布目が残るが、殆ど撫で

消している。側面側は縦方向の削りである。はっきりとした模骨痕は見られないことから、一枚作りによるもの

と思われる。凸面は縦方向の削りで、瓦当側のみ横方向の削りである。胎土は中粒で砂粒、白色粒子を含み、色

調は灰色を呈している。焼成は良好である。この軒平瓦は国分寺創建期以降の瓦であると考えられていお。

　軒平瓦（宇瓦）（瓦観察表Nα162）の瓦当意匠は右偏行唐草文。主葉と支葉が各1本ずつで1組となり、比較的

整った構成をもっている。それを1単位として10単位からなる、その内2単位と支葉1本確認できた。外区には

連珠文のうち上外区、下外区各2個が認められた。内区との界線は1本で、周縁は無文である。瓦当部はやや厚

くなっているだけで、無顎に近く、顎面幅は3．2cm中央幅4，5cm、平瓦厚は3．Ocmである。凹面は布目擦り消し後横

方向の削りである。凸面は瓦側横方向、側面側縦方向の削りである。胎土は中粒で砂粒を含む。焼成は良好で、

硬質である。色調はにぶい黄榿色を呈する。この軒平瓦も国分寺創建期の瓦であると考えられている。

　3．軒丸瓦

　軒丸瓦（鐙瓦）（瓦観察表Nα140）の瓦当意匠は単弁四葉蓮華文。子葉のないやや長い蓮弁をもつ。文様はすべ

て隆線によって表され、直径は推定15．6cm、内区径は推定9．4cmである。蓮弁は膨らみが少なく橘花状であり、そ

れぞれの形・大きさが違う。間弁は丁字形である。界線は2本で、周縁幅は1．8cmでやや幅の広い無文である。瓦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ当裏面には、無絞りの布目が付き、下半部には凸帯が巡ることから、絞り目のない布目がつく技法であると思わ

れる。胎土は粗粒で砂粒、白色粒子を含む。色調は灰色を呈する。焼成は良好である。この軒丸瓦は国分寺創建

期以降の瓦であると考えられている。
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Tab．13文字・記号瓦

番号 釈　文 種類区分 瓦種部位 出土位置 備　　　考 観察表

① 山田
…F

文字瓦、押印
記号瓦、箆書き

平瓦凸面 H－8

瓦1個体に3ヶ所以上に押印。山田郡又は山田
郷を示す。上野国分寺跡、上野国分僧寺・尼寺
中間地域、山王廃寺跡、上植木廃寺跡からも出
土。

7

②
五子
（鏡文字） 文字瓦、押印 平瓦凸面 H－8

鏡文字。　r山田五子jの釈文が、上野国分寺跡
や上植木廃寺跡から出土。瓦片端部にr山田」
文字一部を確認。

8

③ 山田 文字瓦、押印 平瓦凸面 H－9 ①と同箔 23

④ 干『 文字瓦、箆書き 平瓦凸面 H－10 意味は不明。細い線で表現。 27

⑤ 里亡 文字瓦、箆書き 平瓦凹面 H－IO
r’亡」はr万呂（麻呂）」の略体か。上野国分寺

跡から平瓦の凸面にr里麻呂」と個人名を墨書
されていたものが出土。創建期瓦か。

28

⑤ 圓 文字瓦、押印 平瓦凸面 H－10

□の中にr當」を書く。上野国分寺跡、上野国
分僧寺・尼寺中問地域、山王廃寺跡、上植木廃
寺跡からも出土。他の押印に比べて線が細くて
明瞭であることから、金属の箔であると考えら
れる。吉井・藤岡窯群で作製か。製作過程で付
けられる検印か。

』29

⑦ 十 記号瓦、箆書き 平瓦凸面 H－10
上野国分寺跡、上野国分僧寺・尼寺中間地域、
山王廃寺跡、上植木廃寺跡、元総社小見II遺跡
からも出土。非常に細い線で表現。

30

⑧ 干 文字瓦、箆書き 平瓦凸面 H－10 意味は不明。太い線で表現。 31

⑨ 二 記号瓦、箆書き 平瓦凹面 H－10
上野国分寺跡、上野国分僧寺・尼寺中間地域、
上植木廃寺跡、台之原廃寺跡からも出土。国分
寺創建期瓦か。太い線で表現。

32

⑩ 伴一 文字瓦、箆書き 平瓦凸面 H－11 国分寺に関わったr大伴」のように氏族名か。 92

⑪ 手 文字瓦、箆書き 平瓦凸面 H－11
上野国分寺跡、上野国分僧寺・尼寺中問地域、
山王廃寺跡からも出土。

93

⑫ 万？ 記号瓦、箆書き 平瓦凸面 H－ll 判読不能。 94

⑬ 石 文字瓦、箆書き 平瓦凸面 H－12 上野国分寺跡からも出土。細い線で表現。 124

⑭ 日 文字瓦、箆書き 平瓦凸面 H－25
上野国分寺跡、上野国分僧寺・尼寺中間地域か
らも出土。細い線で表現。

154

⑮ 十 記号瓦、箆書き 平瓦凹面 遺構外
上野国分寺跡、上野国分僧寺・尼寺中間地域、
山王廃寺跡、上植木廃寺跡、元総社小見H遺跡
からも出土。太い線で表現。

158

⑯ 、￥？ 文字瓦、箆書き 平瓦凸面 遺構外 判読不能。文字の可能性がある。 159
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○×

○△

△×

OO
△○

○○

△×

○△

O×

○×

O×

B層

レ124．4m

C

劾
C響

現耕作土。

鉄分凝結層。

酷B混じる、H卜FP1％含む。

A餅C7％、炭化物わずかに含む。

As－C10％含む。

As－C2％含む。

As・C5％、焼土粒わずかに含む。

焼土粒5％、灰わずかに含む。

焼土粒・粘土粒10％、灰5％含む。

焼土ブロック15％、粘土ブロック10％含む。

焼土ブロック、粘土ブロック5％、灰わずかに含む。

As・C2％、ロームブロックわずかに含む。

ローム粒10％含む。

ローム粒15％含む。

地山漸移層。

J－3号住居跡　柱穴　計測表

No． 形状 長軸（cm） 短軸¢m） 深さ（cm） 備　考

P■ 円形 30 27 28

P2 円形 30 26 37．5

P3 楕円形 44 32 33

①

　　　　㎝

愚．
轟

ω

i＞

時

1た

“

7
旨
伊
㎝
目

＞

1

1
た

H－1　竈

H－1号住居跡　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○×

2暗褐色細砂層　　　　　○×

黒褐色粗砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

△×

△×

△○

○○

現耕作土。

As－B混じる、As－C7％、H卜FP1％、

炭化物わずかに含む。

As－B純層。

As－C5％含む。

炭化物・粘土ブロックわずかに含む。

ローム粒わずかに含む。

愚

頓

①

刈

斜

ω

1＞

時

P≧

一

7
旨
9
㎝
B

＞
L＝125．Om

B 1

2

B7

L＝125．Om

C

『善髪
C7

B

唐

lo

、Q

B’

、

H－2

H－1号住居跡　セクション

1黒褐色細砂層

2暗褐色細砂層

　黒褐色粗砂層

　黒褐色細砂層

　黒褐色細砂層

　黒褐色細砂層

　黒褐色細砂層

○×　現耕作土。

O×　As－B混じる、As－C7％、HpFP1％、

　　　炭化物わずかに含む。

△×　As－B純層。

O×　A＄B混じる、As－C3％、H卜FP1％、

　　　炭化物わずかに含む。

○△　As－C1％、焼土粒わずかに含む。

OO　焼土粒わずか、灰多量に含む。

○×　ローム粒わずかに含む。

H－1号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　△×

2黒褐色細砂層　　　　　△0

3黒褐色粗砂層　　　　　○×

粘土粒、焼土粒わずか、灰含む。

粘土ブロック含む、焼土粒わずかに含む。

粘土ブロック・焼土粒含む。

0 1：60 2m 0 1：30 1m

Fig．10　J－3・H－1・2号住居跡
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醜

誌

1，田

♪』　　一・

ω

陶

沁

7
旨
9
ω
ヨ

田

A

H－3
～

A響

閃

9

④

A

1田

　　　∩6

一盧

A　L講125．3m

A曽

1四

3
　　　A冒瓦S　一

酵
A　L＝125．3m 8　 A響

7

H－3号住居跡　ベルトセクション

1黒褐色細砂層

2暗褐色細砂層

3黒褐色粗砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層

6黒褐色細砂層

7黒褐色細砂層

8黒褐色細砂層

醸

q

①

轟

1田

ω『Q

＠

一

マ
旨

9
もo

目

○×現耕作土。

B　L＝125．3m
瓦

B蟹

諺
○×　As－B混じる、As－C7％、Hr－FP1％、炭化物わずかに含む。

△×　AsB純層。

O×　A＄B混じる、A＄C3％、H卜FP1％、炭化物わずかに

　含む。
○△　As－C3％含む。

○△　As－C5％含む。

○×　榿色軽石2％、炭化物わずかに含む。

○△　粘土粒わずかに含む。

　　　　　　　ぺ
　　　　　　　！
パ田　C
！　　　　 ＼

H－4

　　　　　／9
E　p5－　　　　E響

向

L＝125．3m

10 Cレ125．1m

　　2

H－3号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　△O　As－C3％、焼粘土わずかに含む。

2黒褐色細砂層　　　　　　○△　粘土ブロック含む。

3黒褐色細砂層　　　　　○○　灰と粘土の層。

σ
＼

　C”
2　一

1

笏

H－4号住居跡　セクション

1暗褐色細砂層
2　明赤褐色細砂層

3灰黄褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層
6褐色細砂層

7黒褐色細砂層

D　L騙125．1m　　　　　Ω！

一　　 凝灰岩　2

1漏

E　L425．3m　　　E璽

蟹一
○×現耕作土。

○×　鉄分凝結層。

○×　As－B混じる、H卜FP1％含む。

△△　As－C5％、H卜FP1％、榿色軽石1％含む。

○△　As－C3％、凝灰岩ブロック、炭化物わずかに含む。

O×　地山漸移層。

××　As－C1％、H卜FP2％含む。

1

A
鴫

3
　
　
　
脚
4

5　S　　　7

％勿

A。

H－4号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　○×　焼土粒・粘土粒・ロームブロック含む。

2褐色微砂層　　　　　　　××　灰・ロームブロック含む、粘土ブロックわずかに含む。

H－4号住居跡P5セクション
1暗褐色細砂層　　　　△ム　ロームブロック含む。

2暗褐色細砂層　　　　××　ローム混じる、灰わずかに含む。

H－4号住居跡　柱穴　計測表

＜、

　　　　’　　＿’　’ノ1！
’

篭

I
l
、

l
l
、

t
～

、
1・

￥

H－5

一、鞠
く、

9
q
o巽
凸

w

N

＜

総

で

の

0

No． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P5 楕円形 77 61 24 貯蔵穴

H－5号住居跡　セクション

1暗褐色細砂層

2暗褐色細砂層

3黒褐色細砂層

4暗褐色細砂層

5黒褐色細砂層

6黒褐色細砂層

7黒褐色細砂層
8黒褐色細砂層

9黒褐色細砂層
10灰黄褐色細砂層

1：60

○×現耕作土。

○×　As－B混じる、鉄分凝結層。

○×　As－B混じる。

○×　As－B混じる、鉄分凝結層。

○×　As－B混じる、As－C2％含む。

△△　　粘土粒含む。

○△　As－C3％、炭化物わずかに含む。

○△　　As－C1％含む。

O×　焼土粒・ロームブロックわずかに含む。

OO　　焼土粒・灰・粘土含む。

2m 0 1：30 1m

Fig．11H－3～5号住居跡
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導

1＞
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醸
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轟
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　　マ

　　嵩
ω
　　㎝
　　b　　目
沁
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H－6

1＞

レ

￥ゆ

H－6竈

＼o

◎

区
／

A　L躍125．1m A1

H－6号住居跡　セクション

暗褐色細砂層

明赤褐色細砂層

黒褐色細砂層

暗褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

O×

O×

○×

○×

○×

○×

○×

△×

現耕作土。

鉄分凝結層。

As・B混じる。

As－B混じる、鉄分凝結層。

舟B混じる、As－Cわずかに含む。

As－C3％含む。

舟C5％含む含む。

ロームブロック含む。

1

形微物撒
2

H－6号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○0

2褐灰色細砂層　　　　　△0
3　黒褐色細砂層　　　　　　△○

　　　　　　　　〃

磁奎
B　L＝125．1m

B響

焼土・粘土粒含む。

焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物含む。

焼土粒・粘土ブロック・灰含む。

1＞

ω

1≧

晶

マ
旨
㎝
鱒
e
B
－

1＞

、

＼

／

、

ノ

／

憐

H－7竈
＼

￥

1
ノ
／

B賢

ノ

L＝125．2m

B
遺物

B響 H－7号住居跡竈セクション

暗褐色細砂層

明赤褐色細砂層

灰黄褐色細砂層

黒褐色粗砂層

黒褐色粗砂層

○×

○×

○×

×○

××

現耕作土。

鉄分凝結層。

As－B混じる、H卜FP1％含む。

粘土ブロック多量、炭化物・焼土粒わずかに含む。

灰多く含む。

A　L＝125．2m
A響

醸 1
7
一

懸

己

N
α
●
N
目

醸

ω

沁
1
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1》…

磁
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　　1＞

　　　，　一　一一一、－－　　　　　　　　＼

H－8
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r
7
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髪
1

l　oo

A
1

ノ

H－8竈

＼
、

＼＿

1た

1 ノ－
－

’「
｝，グ

A’

ノ

遺物

B　レ125．2m

、
￥、

、

1
’
ノ

2

0

向

紛

H－8号住居跡　ベルトセクション

1黒褐色細砂層　　　　　　O△

2黒褐色細砂層　　　　　　O×

3黒褐色細砂層　　　　　○△

H－8号住居跡　竈セクション

黒褐色細砂層

にぶい赤褐色細砂層

褐灰色細砂層

黒褐色細砂層

1：60

○×

○△

×○

×X

B響

2m

㌔・霧
・き赫

As－C5％、炭化物・焼土粒わずかに含む。

As－C3％、焼土粒・粘土粒わずかに含む。

As－C2％、粘土ブロック多量、焼土ブロック含む。

As－C3％、Hr－FP1％、焼土粒わずかに含む。

As－C1％、焼土ブロック・粘土ブロック多量に含む。

焼土と灰の層。

灰多く含む層。

0 1：30 1m

Fig．12　H－6～8号住居跡
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A　L＝125．1m

A蟹

ノ

％ 諺

A響

ODi

ii…

門
．の

9
山

mt

α
＼

穣
　N

⑳ C
：L零125．1m

H－9号住居跡　ベルトセクション

1黒褐色細砂層　　　　　◎△

2黒褐色細砂層　　　　　◎○

H－9号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○0

2黒褐色細砂層　　　　　○◎

3黒褐色細砂層　　　　　　△○

H－9号住居跡　貯蔵穴セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　OO

2暗褐色細砂層　　　　　○◎

D　L識124．8m　　　D・

　　　　　　　1　　　－

　　　　2形

諺

C野

As－C10％、焼土粒・炭化物わずかに含む。

As－C5％、焼土粒わずかに含む。

粘土粒多量、炭化物・焼土粒わずかに含む。

粘土ブロック多量、焼土粒含む。

灰層。

As－C3％、焼土粒1％含む。

焼土粒2％、粘土粒2％含む。

H－9号住居跡　柱穴　計測表

No． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P5 円形 86 80 30 貯蔵穴

心

維

1田

7
旨
伊
ド
目

陶

1田

A

嚇
◇

H－10

魎
Qく＞

⑫

藁
　　　　　　　　　　△

団
　　　　　　　　　。演

　　　　　　　誠冤・獣懸　　　　　　冠、　　隆、
　　　　　　灘騰’蝿i毫、

　　　　　　“饗

H－10号住居跡　ベルトセクション

黒褐色細砂層

褐灰色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

○△

OO
OO
O△

○◎

OO
OO
O◎

H－10号住居跡　竈セクション

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

暗赤褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒色細砂層

○△

○○

○◎

○○

△×

A象C10％、Hr・FP1％、炭化物わずかに含む。

A＄C2％、炭化物・粘土ブロック・焼土粒わずかに含む。

炭化物・焼土粒わずかに含む。

灰・粘土ブロック・焼土粒含む、炭化物わずかに含む。

As－C3％、灰・粘土ブロック・炭化物含む。

As・C1％、炭化物わずかに含む。

As－C2％、炭化物わずかに含む。

炭化物・粘土ブロックわずかに含む。（床下土坑）

As－C2％、焼土粒1％含む。

粘土ブロック・焼土粒含む、灰わずかに含む。

焼土と粘土の層。

粘土多量、灰含む。

灰層。

H－10号住居跡　柱穴　計測表

No． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P4 円形 75 61 24

、四

L＝125．1m

A

瓦
一1乙こ）．1m

咀 1

6
4

2

勿
3

A’

0 1　60 2m

Fig．13　H－9・lo号住居跡
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㊨ Aレ125。2m
瓦

A聾

1

2

磁灘鶏
　　　　　“熊・

H－10竈

5．　4

H－10号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層

2黒褐色細砂層
3暗赤褐色細砂層

4暗褐色細砂層
5黒色細砂層

瓦　遺物

3〃

B　L＝125．2m　　a

諺

○△　As£2％、焼土粒1％含む。

○○　焼土ブロック・焼土粒含む、灰わずかに含む。

O◎　　焼土と粘土の層。

○○　粘土多量、灰含む。

×△灰層。
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7
旨
9
け
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、田

N

畿
　　1四

A
1

H一” 。○
／

、四

ぺ

ー

AL芦125・1m

＿　　 2

￥o

　　　　　14

〃彫％

￥q

G1

！

撚勿諺灘　

C　：L＝125．2m

脇錫

C層

D　】レ125．2m　　　　　D甲

　H－11号住居跡　ベルトセクション

　1黒褐色細砂層　　　　　○△　A3C15％、Hr罵FP1％、炭化物わずかに含む。

　2黒褐色細砂層　　　　　○O　A＄C10％、炭化物・粘土粒わずかに含む。

　3黒褐色細砂層　　　　　○O　A＄C7％、灰多量に含む。

A’　4暗褐色細砂層　　　　　OO　As－c3％、炭化物わずかに含む。

　H－11号住居跡　竈セクション

　　　　　OO　　焼土粒わずかに含む。
　　　　　○○　焼土粒多量に含む、灰わずかに含む。
　　　　　△○　灰多く多量に含む、焼土ブロックわずかに含む。

0 1：30　　1m 0 1：60　　2m

Fig．14　H－lo・11号住居跡
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A響

H－12号住居跡　柱穴　計測表

No． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考－

P5 楕円形 107 64 22．5 貯蔵穴

1田

遺物一一》

％
H－12号住居跡　セクション

1暗褐色細砂層
2　明赤褐色細砂層

3灰黄褐色細砂層

4暗褐色細砂層
5黒褐色細砂層　，

6黒褐色細砂層

○×現耕作土。

O×　鉄分凝結層。
○×　A＄B混じる、H卜FP1％含む。

○O　A＄C3％含む。

O△　As－C5％、炭化物わずかに含む。

○O　A＄C2％ロームブロック含む、焼土粒わずかに含む。

H一12号住居跡竈セクション

H－13
C

1黒褐色細砂層
2黒褐色細砂層
3　暗赤褐色細砂層

C　L＝125．1m

％雛

○△　A魯C2％、Hr・FP1％、榿色軽石わずかに含む。

△○　灰含む、焼土粒・炭化物わずかに含む。

×○　焼土ブロック・粘土ブロック含む。

　　　　　　　　C騨
　　1　　　　　　一

劾纏ミ
C騨

H－13号住居跡　ベルトセクション

牌

A

1

3

形

5　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　7

9
勿 ㎜笏　微嚢8彪

4

A1

　1暗褐色細砂層
A・　2　明赤褐色細砂層

　3灰黄褐色細砂層
　4黒褐色細砂層
　5黒褐色細砂層
　6暗褐色細砂層
　7黒褐色細砂層
　8　暗赤褐色細砂層

　9褐色細砂層

O×現耕作土。
○×　AsB混じる、鉄分凝結層。

○×　A魯B混じる、H卜FP1％含む。

O△　As－C5％、H卜FP1％含む。

O△　A＄C2％、H卜FP1％、炭化物・粘土粒わずかに含む。

△O　A蝕C5％、焼土ブロック・粘土ブロック含む。

○△　As－C5％、焼土粒わずかに含む。

△◎　粘土多量、焼土・白色軽石含む。

O×　　ローム漸移層。

H－13号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層

2暗褐色細砂層

3暗褐色細砂層

△△

O△　焼土多量に含む。

○△　焼土ブロック含む。

N

馨
懸

§
轟

織

1田　A仙
　　7一
　　旨
　　伊　　け　　目

一

N

Al

ω

C　L＝124．9m

四

沁

H－14

　£

贈

②

10

ゆ

笏

H－14号住居跡　柱穴　計測表

揚鍼

C層

No． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P5 楕円形 57 45 40．5 貯蔵穴

　　　E　L＝124．7m　　E・

　々一　　一

　　　　　　　　1L＝125．1m　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　A

　　　劾垂諺 0 1：60

H－14号住居跡　セクション

1暗褐色細砂層
2　明赤褐色細砂層

3灰黄褐色細砂層

4暗褐色細砂層

5黒褐色細砂層

D　レ124．9m　　　D”

7
1
　S

1

勿％・

○×現耕作土。

○×　A象B混じる、鉄分凝結層。

O×　A＄B混じる、H卜FP1％含む。

○△　H難FP1％、榿色軽石1％含む。

△×　ロームブロックわずかに含む。

H－14号住居跡　竈セクション

1灰褐色細砂層　　　　　△○　焼土ブロック・粘土粒含む。

2黒褐色細砂層　　　’　　×○　灰・焼土粒含む。

2m 0 1130 1m

Fig．15　H－12～14号住居跡
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H－15
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H－15号住居跡　ベルトセクション

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

褐色細砂層

黒褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黄榿色微砂層

　　、　　　＼
　　一　　＼
　　　　＼
　　　　　＼＼

鯉H－16簿腔

　　　　　ノノ

　　　／／
　　　　／

x電

、閃

○△

○△

OO
△×

○×

△○

△×

As－C1％含む。

As－C7％含む。

Hr－FP含む。

A＄C2％、炭化物含む。

ロームブロック含む。

As－C2％含む。

ローム混じる、周溝埋土。

4

L＝125．1m

A　L＝124．8m　　Aロ

誰

2

繊
1

B 2

3

向

　L＝124．9m
A　　　　　　5

徽須

A’

H－16号住居跡　竈セクション

暗褐色細砂層

明赤褐色細砂層

灰黄色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

暗褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

○×

O×

O×

O△

○△

○△

○×

××

4

現耕作土。

A魯B混じる、鉄分凝結層。

As－B混じる、H卜FP1％含む。

榿色軽石1％含む。

粘土わずかに含む。

焼土粒わずかに含む。

焼土・灰多量に含む。

灰多量に含む、炭化物含む。

B彫

醸

心
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ω

沁

隷

ゆ

7
旨
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A
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H－17
P3　9．

＠

Al

’

C　L識124．5m
C一

L＝124．5m

D　　　　　D’

勃

萎蕩
L＝124．5m

E

諺

E響

α

陶

　　P2

塾◎

P5

　　　再
／

A　レ124．8m

￥四

霧 勿

Al

0

H－17号住居跡

黒色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒色細砂層

にぶい黄褐色微砂層

ベルトセクション

　　　　○△
○×

O△

△△

××

As－C3％含む。

As－C2％、凝灰岩ブロックわずかに含む。

As－C1％、ロームブロックわずかに含む。

As－C7％含む。

ローム漸移層。

H－17号住居跡　柱穴　計測表

No． 形状 長軸（cm） 短軸¢m） 深さ¢m） 備　考

P2 円形 48 44 46．5

P3 円形 40 34 69

P4 楕円形 42 51 45．5

P5 （楕円形） （75〉 （63） 45．5 貯蔵穴

1：60 2m　　O 1＝30 1m

Fig．16　H－15～17号住居跡
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／αン

A　L＝125．Om
－　　　　　 1

○ H－18竈

’4’

＼

A蟹

　　　　諺

B　L＝125。Om　　　　　B曹

一　　　　 1　　一

㊨

H－18号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　△△　焼土・炭化物・粘土含む。

2暗褐色細砂層　　　　　△○　焼土ブロック・粘土ブロック。

／αン

H－20号住居跡　ベルトセクション

1暗褐色細砂層・

2　明赤褐色細砂層

3黒褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層

6灰黄褐色細砂層

7　にぶい黄褐色細砂層

8黒褐色細砂層

9褐灰色細砂層
10黒褐色細砂層

11黒褐色細砂層

12暗褐色細砂層

O×現耕作土。
O×　As・B混じる、鉄分凝結層。

○×　As－B純層。

○×　H卜FP極わずか。As－C2％含む。

○×　As－C3％、H卜FP1％、粘土粒・

　炭化物わずかに含む。
○×　A3B混じる、H卜FP1％含む。

o

q

“

1講靱醗識
○×　As－C極わずかに含む。

○△　粘土ブロック含む。

O△　As－C1％含む。

1＞

ω

一

庚

沁

　　1＞
マ
誌

9
0目

H－19

10

B

1》～

B’

B　L＝124．8m　　　　　　　　　　　　B”

C　レ124．8m C’

／Q

H－19号住居跡　セクション

1暗褐色細砂層
2明赤褐色細砂層

3灰黄褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層

　　　1

髪諺
○×現耕作土。
○×　As』B混じる、鉄分凝結層。

O×　As－B混じる、Hr・FP1％含む。

○△　　As－C2％、HFFP1％含む。

△△　1膳C1％含む。

H－19号住居跡　竈セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○O　As・C2％、粘土含む。

2黒褐色細砂層　　　　　OO　焼土多量、灰含む。
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勿

H－21号住居跡　ベルトセクション

H－20号住居跡　柱穴　計測表

No． 形状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P2 円形 47 46 23．5

1黒褐色細砂層

2暗褐色細砂層

3黒褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層

6黒褐色細砂層

7黒褐色細砂層

0 1：60

O×現耕作土。
○×　　As－B混じる、As－C7％、Hr・FP1％、

　炭化物わずかに含む。
△×　A＄B純層。

○△　　As－C10％、H｝FP1％含む。

○×　As－C7％、炭化物わずかに含む。

○×　A＄C5％、H卜FP1％、炭化物わずかに含む。

○×　As－C2％、HFFP1％、粘土粒わずかに含む。

2mO 1：30 1m

Fig．17　H－18～21号住居跡
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　H－22、、
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　　　　　　ll
　　　　　　　l、

C

飛

b

　　＿一一ノノ
　ー　　　　　　　　’　　　’

憐

C層

、ψレ、2ε。m

H－23

S

A蟹

ノ

㊧

ω

A

C

2　1　2　BI

C　L鵠120．Om

H－22号住居跡　ベルトセクション

1黒褐色細砂層　　　　　○×

2暗褐色細砂層　　　　　　○×

3黒褐色粗砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層

6黒褐色細砂層

7黒褐色細砂層

△×

○×

○△

○×

○×

C’

勿
D　レ・120．Om　　　　　　D’

現耕作土。

As－B混じる、A魯C7％、Hr－FP1％、

炭化物わずかに含む。

As－B純層。

As－B混じる、As－C3％、H－FP1％、

炭化物わずかに含む。

粘土ブロック多量、炭化物わずかに含む。

A蝕C2％含む。

As－C1％、粘土ブロック含む。

H－22号住居跡　柱穴　計測表

No． 形状 長軸¢m） 短軸（cm） 深さ（cm） 備　考

P5 楕円形 96 53 35 貯蔵穴

C　L＝125．2m

物勿勿 磁

　　　　　立

3諺

D　L＝125．2m 1　D彫

P
C騨

H－23号住居跡　ベルトセクション

1暗褐色細砂層
2　明赤褐色細砂層

3灰黄褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層

6黒褐色細砂層
7黒色細砂層

○×

○×

○×

○△

○△

OO
O◎

％2〃
　／

1
～
7

　　　　　ノ　　　’　＿’
仲
　　　　　L＝125．2m　Al

7
旨
伊

N目

沁

！uコ

A

H一24　e　　　　＼

A’

o

《～ρ

口

H－23号住居跡　竈セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　○0

2暗褐色細砂層　　　　　○◎

3暗赤褐色細砂層

／o

○◎

現耕作土。

As－B混じる、鉄分凝結層。

As－B混じる、Hr－FP1％含む。

As－C5％、H卜FP1％含む。

As－C7％、焼土粒・炭化物わずかに含む。

As－C3％、焼土粒・粘土粒わずかに含む。

As－C1％、粘土ブロック含む、粘性強い。

焼土粒わずかに含む。

焼土ブロック多量、粘土ブロック、

炭化物わずかに含む。

焼土ブロック・灰多量に含む。

C　L＝124．9m　　　　　　　　　　　C響

　　　　　　　　D　L＝124．9m　　　　　　　　　　　Dl

　　　　　　　　蒲鍵

H－24号住居跡　ベルトセクション

A『爬、2a2m3
A響

易奎一

1暗褐色細砂層
2　明赤褐色細砂層

3灰黄褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層

6黒褐色細砂層

7黒褐色細砂層

O×

○×

O×

○△

○O

O◎

○△

H－24号住居跡　竈セクション

1　にぶい赤褐色細砂層

2黒褐色細砂層

3灰褐色細砂層
4　にぶい黄褐色細砂層

現耕作土。

As－B混じる、鉄分凝結層。

As－B混じる、H卜FP1％含む。

As－C5％、H卜FP1％含む。

As－C5％、炭化物わずかに含む。

As－C1％、焼土粒わずかに含む。

A＄C2％、炭化物わずかに含む。

○△　　粘土粒・灰わずかに含む。

○△　　焼土粒わずかに含む。

OO　焼土粒・粘土粒多量に含む。

○◎　焼土粒含む、粘土層。

　0　　　　　　1：60 2m

Fig．18　H－22～24号住居跡
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H－25号住居跡　セクション

1
2
3
4
5
6
7

暗褐色細砂層

明赤褐色細砂層

灰黄褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

にぶい黄褐色細砂層

黒褐色細砂層

8黒褐色細砂層

○×

○×

○×

○△

OO
×○

○◎

○○

現耕作土。

As－B混じる、鉄分凝結層。

As－B混じる》HFFP1％含む。

As－C5％、H卜FP1％含む。

As－C3％、H卜FP1％含む。

パサパサとした層。

As－C2％、ロームブロック

わずかに含む。

炭化物わずかに含む。

L＝124．9m

A 5
A響

7

勿％％微砺 ％

司

H－26
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
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H－26号住居跡　セクション

1黒褐色細砂層　　　　　　O×

2暗褐色細砂層　　　　　O×

3
4
5
6
7

黒褐色粗砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

暗褐色細砂層

△×

○×

O×

○×

△×

現耕作土。

As－B混じる、As・C7％、H卜FP1％、

炭化物わずかに含む。

As－B純層。

As－C7％、炭化物わずかに含む。

As－C5％、H卜FP1％、炭化物わずかに含む。

As－C2％、H卜FP1％、粘土粒わずかに含む。

As－C2％、ローム粒わずかに含む。
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H－27号住居跡　セクション

1
2
3
4
5

暗褐色細砂層

明赤褐色細砂層

灰黄褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

O×

O×

○×

O△

○×

現耕作土。

As－B混じる、鉄分凝結層。

As－B混じる、H卜FP1％含む。

A魯C5％、H卜FP1％含む。

As－C5％、HトFP1％、炭化物わずかに含む。

0 1：60 2m

Fig．19　H－25～27号住居跡
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㊥＿住醐＿．ン

1暗褐色細砂層
2　明赤褐色細砂層

3灰黄褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層

6黒褐色細砂層

7黒褐色細砂層

H－29号住居跡　セクション

1暗褐色細砂層
2明赤褐色細砂層

3灰黄褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層
6　暗褐色細砂層1

7黒褐色細砂層

8暗褐色細砂層

烈
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、
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“
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　　、1

　　　“
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　　　l＼

　　　寒，

　　　　ミー

○×

○×

○×

○△

○○

○△

OO

○×

O×

O×

O△

○△

OO
OO
O◎

現耕作土。

As－B混じる、鉄分凝結層。

As－B混じる、Hr－FP1％含む。

As－C5％、Hr－FP1％含む。

As－C2％、ロームブロックわずかに含む。

舟C1％、炭化物・焼土粒わずかに含む。

炭化物・焼土粒・ロームブロックわずかに

含む。

現耕作土。

As－B混じる、鉄分凝結層。

As－B混じる、H卜FP1％含む。

As－C5％、Hr－FP1％含む。

As－C7％、炭化物、焼土粒わずかに含む。

As・C3％、焼土粒わずかに含む。

粘土ブロック2％、灰わずかに含む。

地山ブロック含む、粘性強い。
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ゆ
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H－30号住居跡　セクション

1暗褐色細砂層
2　明赤褐色細砂層

3灰黄褐色細砂層

4黒褐色細砂層

5黒褐色細砂層
6　にぶい黄榿色細砂層

7暗褐色細砂層

8黒褐色細砂層

9黒褐色細砂層
10黒褐色細砂層

11黒褐色細砂層

12暗褐色細砂層

B璽

5

O×

○×

○×

○△

○○

○×

○△

○◎

○◎

○◎

○△

△◎

現耕作土。

As－B混じる、鉄分凝結層。

As－B混じる、H卜FP1％含む。

As－C5％、Hr・FP1％含む。

As－C3％、焼土粒わずかに含む。

パサパサの粘土層。

As－C2％、Hr・FP1％、焼土粒わずかに含む。

As－C5％、焼土粒わずかに含む。

As－C2％、粘土ブロック2％含む。

焼土ブロック・粘土・灰わずかに含む。

焼土粒・灰わずかに含む。

＜1

笏 笏
H－31号住居跡　ベルトセクション

1
2
3
4
5
6

暗褐色細砂層

明赤褐色細砂層

灰黄褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒褐色細砂層

黒色細砂層

0

O×

O×

○×

○△

○△

○◎

現耕作土。

As－B混じる、鉄分凝結層。

As－B混じる、Hr・FP1％含む。

As－C5％、H卜FP1％含む。

As－C2％、焼土粒・粘土粒・炭化物わずかに含む。

As－C2％、焼土粒・粘土粒わずかに含む。

1：60 2m

Fig．20　H－28～31号住居跡
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9
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F
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面1

寸

　醸ml

陵

醸。
　　F

摯

㊧

W－1号溝跡　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×

2明赤褐色細砂層　　　　○×

3黒褐色細砂層　　　　　○×

4暗褐色細砂層　　　　　○×

5暗褐色細砂層　　　　　○×

6黒褐色細砂層　　　　　△△

7暗褐色細砂層　　　　　○△

8黒褐色細砂層　　　　　○△

9黒褐色細砂層　　　　　△×

10にぶい黄褐色微砂層　　△×

11暗褐色細砂層　　　　　△0

12黒褐色細砂層　　　　　○△

現耕作土。

As－B混じる、鉄分凝結層。

As－B混じる。

As－B混じる、鉄分凝結層。

As－B混じるヤAs－Cわずかに含む。

As－C極わずかに含む。

砂利含む。

As－Bわずかに含む。

サラサラの砂層。

硬化面。

H－20

斜

1＞

隷
ω 一

沁

7
旨
←
ゆ
日

1＞

t≧

W－2 W－2号溝跡　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　○×

2明赤褐色細砂層　　　　○×

3灰黄褐色細砂層　　　　○×

4黒褐色細砂層　　　　　○×

現耕作土。

As－B混じる、鉄分凝結層。

As－B純層。

As－C2％、H卜FP1％含む。

1≧

ム ム

　　P－1

△◎A
　　P－2

準◎ム

懸

①

α

1田

轟

陶

ω
己

卜D

マ
旨
←
ゆ
ヨ

△

2

1田

O－1

1田

L＝124．5m

≦

3

L＝124．9m

A　　2　　　　　A甲

一笏諮一

A響

、　　0－1号落ち込み　セクション
　　1暗褐色細砂層　　　　　○×

　　2　明赤褐色細砂層　　　　O×

　　3灰黄褐色細砂層　　　　O×
　　4　黒褐色細砂層　　　　　　O△

　　5　暗褐色細砂層　　　　　　O×

　　6　暗褐色細砂層　　　　　　○×

現耕作土。

鉄分凝結層。

As－B混じる、H卜FP1％含む。

As－C5％、H卜FP1％含む。

凝灰岩ブロック含む。

地山。

L＝124．8m

A　　　2　AI

一醇ぎ

D－1号土坑　セクション

1　にぶい黄褐色細砂層　　○×

2黒褐色細砂層　　　　　△×

3黒褐色細砂層　　　　　○×

P－1号ピット　セクション

1暗褐色細砂層　　　　　△△

2　にぶい黄褐色細砂層　　○△

L＝124．9m

A　　　　A’

菱，

灰自色粘土多量に含む。

As－C5％含む。

As－C1％含む。

As－C1％含む。

ローム漸移層。

4
A 5　墨

膨
0 1：60 2m

Fig．21 W－1・2号溝跡、O－1号落ち込み、D－1号土坑、P－1・2号ピット

　　　　　　　　　　　　　　ー59一
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Fig．24　H－3～8号住居跡出土土器
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Fig．25　H－8・9号住居跡出土土器、H－8号住居出土土錘
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Fig．26　H－10号住居跡出土土器

一64一



置7
”

54（H－10） ／ ￥

／ ￥ 、

￥

56（H－10）

55　（H－10）

瓢

灘購
｝

一
58（H－11）

、

￥

騨ウ

雛1ズ．

翻

鉱業灘辮・

”

　　讐

’

’　」
’

一

二

（H－11）

57　（H－10）

一

『
60　（H－11）

■

　　　61（H－11）、鍵鶴醸
ゲ

　　62　（H－11）・額i繋

．駄

一

一

一　一

　　　63（H－11）

叢熱

0　　　　　　1＝4　　　　10cm　　　　O 1＝3

　まコ　　　　　　マが

（57）

螺、糟ノ

64　（H－11）

（54～56，58～65）

　　Fig．27　H－lo・11号住居跡出土土器

、騨鱒帆織　　　　　65　（H－11）

〆　　、．
虜　　　　　触

・v・　　研　　、1糞

一65一



66＜H－11）

＼

＼
＼　＼

＼＼

N

＼

、

、

、

68　（H一一11）

｝

、
＼

　》～

嘲麟撫秦灘〆

67　（H－11）

一 一

置　δ

”
　
、

■
、

70（H－11）

1
　
￥

『
、

　　ノ’

　11
69　（H－11）

＼
一
一　＿LL謎

～

～

ん 　　　　一　　q一　一r曜一

1ノ

71　（H－11）

￥

￥
　　　量君
　　　l　l

72　（H－11）
0

　　　　　　　73（H－12）

1＝4 10cm 0

　　　　　　　　　　　74（H－12）

1欝
　　　　　勘聯爵

1：3　　　　　　10cm

Fig．28

　　　　　．（67～72）

H－11・12号住居跡出土土器一

（66，73，74）

一66一



～ 一

｝　　　　　　一

一

晦熱
’＼　、　ノ

75　（H－12）

￥

￥

’
ノ　’

ノ

　　　1　　　　　　　77　（H－12）

ノ騨栖＼

曝欝鍵i蓼難繊i鐵“

￥

￥

ノ’訟粥言ぐ》ミろ㌃ミニ・、

／l

1’ノ

戴難溝

騨…臨

78（H－12）

￥

79　（H－12）

｛
一　　一

一 ～
く、一

！！

ノノ

、

　、一～、…§§
黛『幅尽

グ
’一　『

一～こ

＼

父

＼ ノ

80（H－12）

レ

レ
く、 多

　　　ll

81（H－12）

一

一　　　　　＿

0 1：4　　　　10cm

84　（H－13）

0

！
！

一
〆 く、

￥

￥

1＝3 10cm

82　（H－13） 　　　　　　83　（H－13）

特づ』ノ

／ノ
’ノ

＼　　￥

85（H－13）

（79～81，85） 　　（75～78，82～84）

Fig．29　H－12・13号住居跡出土土器

　　　　　　一67一



一

ノ ノ

量 賢8

1 “

一｝　　　　　一 一

一

87　（H：一14）

86　（H－13）

　　　　　　88（H－14）

．講撫

囎，騨

〆勢＼19（H－14） 　　　　　　90　（H：一14）

　　　　　駕

轡1
㌔轍謡騨譜

　令

、

、

／、

献
v

’

／

”ノ

、

、 レ
－

92　（H：一14〉

94　（H－15〉

91　（H－14）

一　㎝　一一　　一　　　　　一

4
’

　
、

覧
￥

　　4　，
　　’　‘

93　（H－14） 0 1：4

k
〆

10cm 0

95　（H－15）

1：3 10cm

　　　　　　　　　　96　（H－15）

纏織舞

　　（86，91～93）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（87～90，94～96）

Fig．30　H－13～15号住居跡出土土器

一68一



一
98　（H－15）

一

一　騨

＼

　　　　　　　　　　　　97　（H－15）

♪
グ

、
ノ

、 ’

100（H－17）

99　（H－17）

一

一　’

＼、　　聞 ’一

101（H－17）

『

￥
、

～
一

／　’

ノ

ツ
ツ

ヲ
N

＼

102　（H－17）

、

￥

103　（H－17） 104　（H－17）

￥
、

／l

’

1■

感

＿、
105　（H－17）

｝

＼

一　一

〕
～

レ

’、＞P

く、

、＞

ρ

身

＼
／

／

、

106（H－17）

’

’

一

璽∩

＼

～
〆

107（H－17）

’

！

　　ノ

〃
「 一　　一』一一
／レ／／

￥　　￥

108　（H－17）

0 1：4 10cm 0 1　3 10cm

　（106～108）　　　　　　　　　　（97～105）

Fig．31　H－15・17号住居跡出土土器

一69一



、
　　、　、
　　、

～
く、

109　（H－19）

乙

110（H－20） 111　（H－20）

『
一

玉

1

女

ム

～

『 一

レ μ

113（H－21）

踊

112（H－20）

114（H－21）

’ ’
り　　贈

“　り

一 115（H－21）

一

（
嗣　　一

118（H－22）

！
116（H－21）

麟
、

、

117（H－21）

119（H－22）

一

～

＼

『

警

＼

～

　　　　　　121　（H－23）
贈驚＼．

～㌔1藩〆≠

！
／

　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　、、、

　　　　　　　123　（H－23）

、纏嚢齪
　　　蓋

0 1：4 10cm 0 1：3 10cm

122　（H－23）

120　（H：一22）

Fig．32

（109，112）　　　　　　　（110，相，113～123）

H－19～23号住居跡出土土器

一70一



『

　　　　　　た
ハ　　　　’
　　　　　　　か

／

／

／　　・
＼

＼

、
、

二二

乱

125　（H－23）

．ノ

　126　（H－24）

い

4

124　（H－23）

　　　　　　　　127　（H：一24）
・ヂ”’　魅、

129　（Hl－25） 　　　　　130　（H－25）
　ド　ゴぬやユ
！／「　＼

　　　　　　、
　　　　　　ノ

＼　　　．，ノ
　㌦へ鴇恥顎翻ゲノ

よ

鼠

⑨
　、

⑨128（H－24） 132　（H－26）

一
　
刀

133　（H－26）

　　　　1　　　　醇
　　　コうラ
　リ凶り駕▽ゲ㌧斌。。，

　0（㌘，’岬』99。
賀おq。》所・？；‘畷

鱗』轡轡ρ

晶㌔㍗　　。覧・

’い箆

藷鴇
　溜，乙、

　∵．5き
　　oう　》
　　，、。．qトー

c　し一
3漁熟

騰
　弓ぐ）

　に、
　　ン　、2’6

、

　　　　　　　　131　（H－25）

醗・
　　　　　　　Fig．33

　〆
ノ
ノ
まコ

豪

難
峯
、
　む

＼

　　畜〆卿騨　幅＼き
ノ　　　　　＼，

　きコ　　　　　　　　　　　　ゴきあ

，誌欝纏議驚蕪搬鎌
朧総，　釧　　　　　　ε』

㌶i

欝灘暴欝譲講・

　　　　　　　　　　　　ノ

’＼転　　　　　　．．〆
　　、陶　　　　　　　　　　圃ぜ
　　　物繍鷲晒臨噸翻鯉酬’

＼
　茎

　ノ

　’一

　　　　　　　　　　　　　　0　　　　1＝4　　　　　　10cm　　　　O

　　　　　　　　　　　　　　　　（124，125，131）

H－23～26号住居跡出土土器、H－24号住居跡出土土錘

　　　　　　　　　　一71一

134　（H－26）

1：3 10cm

（126～130，132～134）



’

’

一 ノ

万

一
ハ
　 P

＼

＼

鰻 ＼～

唾35　（H－26）

　　　　．轟，　　136（H－27）

・翻

、

、
’ノ
■！

’
N
銚

137　（H－27）

一一遮』」嶋　咄

一一
ガ

’
憶

／

イ

／

〃
、

ノ
、

｝

『　　噛

唱

癬鯵騨．

139　（H：一28）

138　（H－27）

孔

140　（H－29〉

、ノ

142　（H－31）

！

！

￥

￥
！！

・欝

143　（H－31）

驚灘灘鑛醗

141　（Hl－29）

h

144　（H：一31）

　　　　　　0 1：4 10cm

’l

l　l

口
、

＼

’

0

145（D－1）

1：3

◎

！1
11
Il

ll

f」
書1

⑨
146　（x15，Y118）

10cm

Fig．34

　　　　　　　　　　　（135，138，141，144，145）　　　　　　　　　　　　　　　　（136，137，139，140，142，143，146）

H－26～29・31号住居跡・D－1号土坑出土土器、グリッド出土土錘

一72一



、

馨　選一
畦
．
、
響

轟磯難簸
　　　弊轟1　闘　　　　難義1畢

瓦1（H－3）

1

灘繋

　き

灘・

1
ノ
’

’
！

難織

』繋鞭懸灘蒙

瓦2（H－3）

、

　　1　灘、職

譲難

雛欝
灘欝一

　1

　　－　　！　　　　　　　　　　　　￥

　　　　　　￥　　！　　！　　　　　　　　　　　
￥

　　　　　、　　　1
　　　　。幾

．欝騨

￥
￥

￥
￥

　　　　　逃、．、噌一「瀞麹懸、

　蟻　熱轟　 集糞撫　 叢一

壷羅　嵐

＿甚　　薦菱・

ま　　　　　　　　せ
箋　難瀞繕・．

ダ

．噂，．．齢累　　　掛

　嘱
　縷　　齎亀・4　　＝

瓦3（H－14）

　難・
　　・繋
瓦5（H－4）　1

　　　へ黄

　ぢ6藁轍．，、　い，．蚕　　　乙襟
　、～義
難素瞭　㌻

　険　　㌔

　懸．領・

・獣購隻雛
　襲嫌蕊垂灘箋

　1
、轟

縢懸鞭，懸，ら

灘灘欝欝

i
・無、一

鐸繋騰…贈

1

！

　聴に．
　　》〔＾
　　　騨戦・硫＼
　　　・錬・’

　　　難、、
　　　　ダワゑド　　　　羅，…窒・
蕎　難　灘ヨニ　　　　　

戴冠’㌦1　　　　　糞麹

藤　　　灘i詩、
　　　　　．．獣二｝　　　　　爆　　　　　“
　　　莫

購灘撫．、

』灘　　　　誓

・帆灘難黙羅『　獣

瓦4（H－4）

瓦6（H－5）

0　　　1：5　　　10cm

君総懸講．欝糟靱搬

轟㌧　　　　 簸

　灘
，欝

墨彰　、　　　　帳　Pドぞ

　　鼠　　濾．．．肇

．　感蓼

瓦7（H－5）

Fig．35瓦1～7

　－73一



￥
、

粥，灘

欝
ノ
／

＼、
！
！

灘響

瓦8（H－8〉

1

1■

1
／

9
5 ん

瓦9（H－8）

難
1

h
，、嚢義

1，灘 、．灘

1IlI

ぽ

lll

！

！ 瓦11（H－8）

、亀

瓦10（H－8）

ロん

　　　　口
’
ノ

瓦12（H－8）

　1

鰻．
　欝霧
懸鴫1　募

撫難
雛羅蟻難

嚇穫欝÷戸

　詳済．継

口

瓦13（H－8）

　　　i

．一讐

1
　，1　，ノ 瓦14（H－8）

、、

　　擦’蟻
転，享

　　齢

　　すひ　　　　　ヤ　くの　 は　撫礁議、難i
灘｝．灘縮醜

講

瓦15（H－8）
＼

0　　　　1：5　　　10cm

Fig．36瓦8～15

一74一



世夕

ll

瓦18（H－8）

瓦16（H－8〉

　　　驚醗　ま　ρ　雛w　垂．鰹渉　纈、　灘’喜　騨
　漢．、灘瓢醗

懇鰹騨簸藩
　灘灘灘辮鱒灘　鞭
　嚢霞秀　　　鶴1

蕪灘灘濯　匙　一講懸灘㈱・

　　　　1

　　　　1

0　　　　1：5　　　　10cm

￥

￥

￥
￥

　榊　義裟黛

．鷺灘灘　　　1

讐　　 鵬

もン　　　　　　　を

珈旺8）一磁、

ll

　　i・ヂ＼　　　／

、
、

、
￥

　i
鍵1嚢

瓦19（H－8）

目

瀬

麟
　至ヒ1
＼
， 叢

瓦21（H－8）

縫講

瓦22（H－8）

Fig．37　瓦16～23

　－75一



　　卜
　麟頴壷

灘i
　騰鑛灘評

　灘
　　1

＼購講　ノ
、欝雛

欝
瓦24（H－9）

￥

瓦25（H：一9）

　　麟…，．．喪隻、

㌔

｝姦

＼

毫

　i
・雛雛甑
　き　謡騰、

一一難羅溢
　　　　　き幾鞭鞭難
　　　　　撃一
農 懸設難　炉
　　　　　捜　｝
．難灘，
　　　　試難
　騰．・灘錨

　　　　　　　縷　　 簸
　　　　　“貯　　　・し『…撫　 師一董

　　　　　喬一『回

　　　　　測「

　　f

爆

　践譲酬，　蓼
　驚灘灘麟雛懸

・灘灘雛籔欝

難難灘　、
難難欝羅　 ・

ノt〆　、∫

1

瓦27（H－10）

　き
麟
鞠臼4、糖　 ．曜．

　　み　む　

灘雛
翼　　 一

　1

撒灘鱗
　・羅難癬．灘

　　　藤義　　　
蟹、

饗鞭辮灘1一

総灘，
諜轟2　　［

ド鯉

ll
ロロ　　　　　　　ク　レ

　　　・潟　　蟻

ll

瓦26（H－9）

瓦28（且一10）

　　　ヤ瓦29（H－10）　　￥

、￥

、

　1
．！纏略
ヅ
・
　 ．’〆

瓦30（H－10）
0　　　　1：5　　　10cm

　1

蕪仔
l　　ll

瓦31（H－10）

Fig．38　瓦24～31

　－76一



　に　　や　’ケ　　　触

　　　心
　繋．

一雛鞭．麟駈
　毒購ご署

　　織姦　　．’　，訟殺　く．
　ピ　ノ～．｝

、懸
　1、‘

蕪を，

ξ盤、

、奮，鰹繍

、琴騰饗
　殴環欝劉
　．一　　　　妻
t・　　　1
湊　　翠．1
ロロギロ

嚢　　　酸，
’餓　　鋤薦
　　　t

・胤7・

よ
．
　

』
を

生　’撃　，

アr；
ノ

コ

ノ

驚｛

詳　事　1　ロ　コぬニ雛1
　－1

．釜N

一魅7・

ノ’，ド

、　　　　㌦患・澄
触
　ξ，、

　　　ノ“
¶＼　　　’

卜
f　　　』　冒
｝幽

慮弼　　

葦

叢
瀞風監＝）

瓦32（H－10）

　　　　醒一｝’f羅＼

　　　燐　　　　げ　　　　　み　　譲一議・繊
　意．一一・ヘ　タ～，繍

　　1響響濠壌
　　　　　’、’一・．一　翰瓢
　　　　　　諭織・・’
　　　　　　　嵐　1
　　　　　　、
　　　　　　臨
　　　　　　　醗

鷺撫☆謄
鷲騰鉄蕪　．　♪一疑　　ジ細ξ撞、

、も甑』鮎

　．　r｛

　瞬．
　雲
＼』軋

　芝；　’一董1芒イ
廊畿、．岬・・7》

一一曽一’錦・ツ・蟻》、，

￥

瓦33（H－10）

　　1
譲難、，

案購鱗．麟，『嵐

雛蕪．灘

繋　，鱗
難難鐵
蕪懸灘

　壁＝

麟灘、

漉

・鞍灘欝
鞭撚翻犠　掌
灘灘籔鍵
灘鞭欝

灘露
鵠騨婦噸繍　謡．嫌、＿

瓦34（H－10）

’ご

ノ芦

一華・．
壌▼’

・客　　σ

艀甲亀㌦

、緊1

　瓢　窮

　　りも鷲　　響
’鷺　　“

馨　　八

’
／

’
’

欝　

麟難
灘難欝
　瓦35（H－10）

0　　　　1：5　　　10cm

Fig．39　瓦32～35

　－77一



＼
￥

■
噸

．1

複碧　郵灘欝

鱗

瞬鼠．1

瓦36（H－10）

￥
、

　　1　　ε軸　　’舞・転
　　　幅
欝騒鱗藩難
拳、、講灘蝿緯

鈴

鷺辮
瓦37（H－10〉

轟熊
難；

　竃＿－“懸
讐
， 、

　　醸，騨
　　鷲　　ヤー．

’
鄭
懸 養

獣．．糞　＿

Y
，
鍵

　雛
講，雛1，
　　襲
　灘灘’烹　　締

　　・・裏ll
　I

鐙’

瓦38（H－10）　　　　　　0　　1：5　10cm

Fig．40　瓦36～38

　－78一



．麟転、一，1

蝶轟1．灘

霧灘欝、撫遍．認熱

欝鞭．謙翁難簸蓼
駿、難難繋纏、驚
　　　1

　　　　　　　　／／ノ
　　　　　　　　／

　　　　　　　1

　　　聡1∫　　　　　愚

　　　眞

鷲

縛・
〆

ぐ外、

￥
￥

　　　　　　　44搬・・

　　　　’一欝程魏
　　　　畿、雪一一藝欝〕灘

　　　　壕　隙　難　雛　　　鍵嚢灘難覇
　　　ま　　ま　　　　　　ドキ　リ
　　　、難幾嚢嚢　　　襲　、薦雛一　一灘騰1　イ
　羅　懸轟灘．難鷲欝〔．

　　　　瓦39（H：一10）

　　　　瓦40（H－10）

　　　　げ　ぬ　　　轟灘難難

　　■！
　　、・　　　　　　　　　　　　　　瓦41（H－10）

　ヨ

・難

　　　　、・磯馨．

　　　　　　　　　瓦42（H－10）　　　　　　　O

　　Fig．41　瓦39～42

　　　　－79一

115　 10cm



繍

！

！

一鑛灘・

　　　　　　1

￥
、

1灘

＼　　　1

議

瓦43（H－10）

解み

　㌧γ響箔
f

赫 ・　　艶．

　　’購蹴羨
　聾
Aレン＾　　　　　繰鴇’紅㌧・

刷藩

栖
、
響

　　か　霧　瀞

一
購

ε　㌔撫、

・彰

’

ノ
！

ノ
／

　潭　　ゼ犠

ま　，F　　　　　グ

　　シ　梅　窺・’

へ懇

濁一

蒙

瓦45（H－10）

瓦47（H－10）

灘灘

i　　／
！
！

0　　　　1：5　　　10cm

繋，．
琶　　佃　趣断

『

～・・螺ン

！
！

！
！

、、

、、

Fig．42　瓦43～50

　－80一

　鞭一灘　．曹轟嬢　－．一　　　　翻

瓦44（H－10）

　鮎，善　　　　応
駒

電

　　　然館7　　　　　　　　』冠
　オ輔．
灘・　　　　・巽
～一『．一・，駄Pギ．罫

　麟，認ど・一7
　ぎ
　享
　　置‘

瀕襲擢

駿1

　rゴ遍ぞ
瓦46（H－10）

灘鍵欝
欝難難
瓦48（H－10）

　　　　．．嚢

轍’

瓦50（H－10）



￥

、

、

、

　艶藍柳　　　奮

　　錺　駿　　蟹麟鯨　　　　　　　　　　　　 一プ

　　毘詫　も㌦・・占　　　

　　郵
、黙蓋海

　覧雄芸　　、藁一
！

ノ

ノ

ノ

　緊．　　　　　　　　　　　　1、蟷繍・

　　　　　　　　　、　　撫

　　騰麟＼　1・
　　灘騨＼　　・
　瓦51（H：一10）

1
　瓦52（H－10）

　、1

　’1

　　誌覇．

麟翻

イ

、

、

1
奮鮮灘

懸
灘纏
灘鑛騨
灘欝響
瓦54（H－10）

瓦53（H－10）

　　　1

　濠臨鰍圃
　ぷ　　　ぬ　

薦鐵
遼騰鰹欝騨箋

　　　1

『

編弧
　鱒

灘縫
　　　逼瀦，

　　　1　　’撫

　　瓢醐鐙識　　篶．、．蒜毎陰
．滋難轟価
一馬ミ峯

　驚　 毫総、．
　　　　　、驚
　　慰・　　　海
　　撃藁 辱　　　　　礎　　　騨　　　　　玉．
　　　　　　葦

、 ノ

’
ノ

譲灘無

　　　　　　．1　イ≦　　鵬　　　　
怒

　　　　　

瓦56（H－10）

瓦55（H－10）

」

憶

　

獺

、

灘灘
瓦57（H－10） 、

、
瓦58（H－10）

、、

　［

灘繰
一灘購㌧
’1

蟻鐵羅
瓦59（H－10）

0　　　　1：・5　　　10cm
l　l

　　　　　　　1

瓦60（H－10）
一一

唱

灘鍵灘

瓦61（H－10）

Fig．43　瓦51～61

　－81一



繍

難1
鑑

毛鋼　　　 一弧
ぐ・”寂’”

置　　1

曝醗鍵鐵難
　　灘，懸燈　畿・

一灘麟難
　　　一鷺響

　　　　　1

総懲

講灘
灘撫、

灘欝
瓦62（H－10） 瓦63（H：一10） 瓦64（H－10）

、

一《

、斑

濯鞭

嚢
｛謀継

羅
難

難，費躍！・・灘

懇雛鰹
鑛
瓦65（H－10）

磯憧難雛’

灘欝
　　　　慧・揮

ノ

灘、
螺灘羅

鑛難
　　’　　　　　　　　憧燭，7㌣榊

　　　1

蘇．難灘鐙，
薯
、
灘 難灘

．灘灘鑛

瓦66（H－10）

！

1
1 1 ￥

、

￥
、

、

　擁　　 ㍗撫

簸
電

　　感鷲灘
　お　　
、難霧1

麟齢

難齢
瓦67（H－10）

　　　1

　　　簿

譲鐵欝
麟搬、翼　｝蘇毒

麟灘霧欝
　　　　　　　’、　　　　1　　　一

・纒甑
縷難i熱

鱗藏
炉一　　＿《．　　・触

底建ギ
　　磯饗・
瓦68（H－10）

　　　1

灘盤、

羅、難，・灘

藝　　　　　　サ　類讐篭戻曹ε5　謝．F㌔も一
も　ぞ　　　　ド　　　　　　　　　　　ロしる
きもリ　　　ド　　　　ホ　　　　ロ

鐵羅、　
灘鑛、蟹難縫鍵

嫌慧噸離

　　鱗・、

懇野
瓦69（H－10）

P・曹，要

難
撃

饗

露

　捗　　 ノ鮮　　　　　　　 ～　、
必挿説’

　　懸　顧『難1
　憲　1羅

　・灘

鍮

聾
養

翠　鱒ン

　　蝉響蜘螺．鱗、．鞭．鋸職縫　議．麹欝．

灘灘
、灘撚
　　灘職灘

タ　ぱ

蔭畝

麟、だデ　 甲f』　　蝶
繋
．

ニま　レモ

灘
ぞ轟
　き　　さ

灘i
　　Nl　嚢

．讃

筑

，曳

箒

纈

猷

謎

撮

　鴨　8
　で’椚　　 催

　　　　　　　　　　　　　　ル

！．鷲欝灘遡、・
．ゆ4謹・∞∞、一』鴻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　‘　』
　　∫〆

　　　いへの　　　　　　　　　　　　カ　

藩　、　　　　　　眺＼　織

難鱗灘驚一籔
繋麟　雛　　灘鐵　1灘
』
　 ll　灘縷，，繋灘轟1

欝麟灘灘難
羅
、
1
，欄難難灘

　㎏葉　灘㌧　　　獺簸謝
　　　　一　　　羅嚢舞，
隆．7、，．．鞍v磯鱗～・・一一…

、一、’

＼賊、畢

瓦70（H－10）

0 1：5　　10cm

Fig．44　瓦62～70

一82一



　　　　重l　l

　　　　　『
－
1

島搾伽

瓦71（H－10）

灘　 舘　う曳難』・鱗醗灘’撞購署．灘・
ノ辮讐　灘　　 隆

，

織縮藩嚇繍難1一、た麟蕎欝～　’懸繍・’．
　瀞一欄響裳電　　　蕩

盤一鍵一灘灘、・蝦、譲・

ll、灘灘灘鞭
幟　　・　　譲　 製

　　　菩　灘麟蜜　　　　　 棄　堅縦難鰹灘轟灘．凋

　　　　1

ll £

　ま　　　淵掃旙・　　顎峯’　　　　　
，l／

寡7　　　礁一
’！・『雛　　 ぎ1

　なド1凝　　　見　　窯緊海　　　　　　気』1、
　　　　　灘絹撫探欝　

雑1

　　　　　毫、臼藻織』’［脇　運
羅顯　　　　婆，1賭

誕　　　曾．7　船　　　　1，ジ
いヤホ

鷺

凝　　　　 醇誓・　　帆一ヒ

　　’溌
　　　鐸　薄
　　　　’　』買

瓦72（H－10）

i
譲隷一

￥

瓦74（H－10）

！鑑蟻識

鷺欝
　　　1

！

！

！

／

ll

粥’　『

騰　、　．鐘

瓦75（H－10）

0　　　　1：5　　　10cm

Fig．45　瓦71・72・74・75

　　－83一



轟雛
轟で1・，』　騰

、・　嚢

難κ・・欝翼　　　　　　　　　G

灘灘麟灘

簸蕪1
・轟澱夷鱗　v　密　　　奪　㌶．　　　　｛

灘篠．謙
逡麟
藪撫
ぱ
憐，
　鰭

晦
灘

搭
襲｝

霧
1藻

．1

密

碁

／

…

慈璽搬

9e『・懸辮

羅
　職い．

暑

　鰐　竃
　雇0ご盛・　剛

1、翼　灘

　　鶴　　　葦
鼠　　 ＼謝一撒む撫
繰．　　　　ム
』藪　　 影

蕪嚢磁…
沸　　馨

購灘1

．キ陛．・　　、碧

強携÷燃糊　’曜0

　　　　1無
　　　　　　のドハ舞饗　．概、購
　　　　　、∫・’　、

　　　　　　舞、

一搬
　　　　　二’囎
　　　　　翫等
　，　ぐ

享　　鷹

　徳
1シ　麟

r

蕪樹織1驚
1篤’肇叱灘藁
　鰭緬　　』、i羅騰
　　雛　　籍

議撫罐
灘灘難縫難惚

う叢蕊、．㎎髪講　
．／…、

沸鞭．婁，　　毒璽、
　　　醤　　緊　吻蕉

4難．欝織
嚢i霧嚢灘墾講
、｝碓懸織欝

禦

’諾．．・ぜ

　　慈

曝藻籔一灘議謄．．鋤

、

　・塁　　r“燕　　　　　　 薪譜憾デ’

4懸

謂勢

濾講

．嵐，

㌔

ン

5　r

．畿

轟雛一
　難
梅　『　　ド　　，“　　9　　療　　湿
凝礁・

　　．湧2ほ　　聡

懲

蕎

ユ　瀞箕球
欝　　マ継欝1

／総繋．蓑螺醗灘熱，1

鱗縫羅灘藩1
瓦73（H－10）

　　　　　　　、轟…鍵

擁欝．蒸、勲

　　　　　　　i

　》身搾

蒸

　　　一r謙　　装

懸輝　　　　　　　　　ノ
萎　　＝　ドロ　プア
　パりずン
　馨”

籔

藩
饗

繍

4

に

轟　　　・二鰯
↑～

霧　弼　　　鍔　臼♂P

　　　　　瓢毛5　層1　，蟹

難
欝

雛

，1

」

灘
邸

〆

養
諏．

奪懇

魏

宿難無

懸灘
　　　　　・宕繋弄
鍬　．一，、　　　葬∵冨

繍難　舞施

難灘

灘
灘灘鱗

瓦76（H－10）

翻灘盤

！
ノ

ノ
ノ

叢灘雛

／灘i
瓦77（H－10）

　　　　　　　　　　　欝盤

　　　　　　　　　　　灘

逆翻辱一IF駕ン

　1霊・　亀、

鑛雛灘
難　　誕　’し
　　　　罫
蚕憲・・挺　｝’；一

灘灘覗雛

灘灘
軌粟・｝～、｝…冒》　乳凝矯

．皆r亀瀞’

蕊
篁，や

ミ

瓦78（H－10）

0 ．1　5　　10cm

Fig．46　瓦73・76～78

一84一



　　1　　　－ll　　　　　・曳

　　　1　　　　　　　　　瓦79（H－10）

　　　　　　　　　　　　　　　ラ／　　　　　．　　　l　　l
　／　　　　　　　　　　　　 繍諦甑一…雛』

　　　　　　　　　　　　雛遜　聾　　　　　　　　　　．講灘

　　　　雛麟　一

魏瀬

＝三鶏響・帆顕嘘

￥

￥　￥
￥

　、職薦〆

瓦81（H－10）

漁
，謙

　　　磁”嚇ρ　　　　謙
　　灘総
　　　　鰭簸　　灘縫欝
　　　費耀馨

瓦80（H－10）

　　　　　　i
　　　　　懸・麺一馨繍
　　　　　　　　　　’　1
　　麟蕪麟．欝灘熱

磯欝畿灘難

i
鴨、…側愚 農

灘難嚢菱籔

鷺叢嚢、

　　　　　騰

　　瓦83（H－10）

1　！／

驚
を～油慈

瓦82（H－10）

　1

，灘．

＼1

￥、
、

瓦84（H－10）

0　・1iロ5　10cm

Fig．47　瓦79～84

　－85一



　　　　　1　　　　　　　　「アノ’一

l櫨搬　鐸　欝一一　’
凄軍　．，c『　　　　　イ9
聡灘一灘・…∫

　臓灘欝　　壕饗』鴨’、
　　　、蟹．与

　　1
舷融一懸陶綴二鍵
壽、》Xζ麟蒙

轄簸鎌

薩』嶺　　鐵
磯・’藍至艶噸

一犠一　藩一
　ζ麟一一馬ソ鞭響’　腸』

　　　l　　　l

　　ノ　　ノ　　　！！

　　　　　1
　　　　　ぬ　鳳懸麟轍・旛
　、譲轡　罐　簸叡

一毫灘灘難撚

　　　　　陛1

　　　　　　　、　　　　　　　￥　　　　　　　『』、
　　　　1

　　　　i

　　｝

　篁　勲訟．

、灘難

　　1、　　　　　　　　　　　 1、　　　　　　　　　　！

、　　　　　　　　　　　　／￥　　　　　　　　　　　　 ！

1据l
I

llll

鰹　醸鷺・
1　鵜　

凄

1－

1　、　　　　　1

　禦撫　　勲　　　　謹　　5憲
畿　　　鍵浮　葱　　 畢
夕

1　　　　　き、

1葬　醤転ヨ　　　　　　　　しモ

傷　　　 馨

差　　　　　轡　　　㍗　
鉾

∫

　　　　頭｝罫　　　　 蜜

　瓦86（H－10）

瓦88（H－10）

、、任一鰐‘　　　ノ

瓦90（H－10）

　ロ獄一t鶴　 磯、

　瓦93（H－11）

　　　　　懲騒

　　　　　＿罐　 ＿塾　　　　　　　　　懸’一
　　　　　欝欝畿灘鑓
　　　　　　　iペ　　　ホしお

墓　　搬　！㌣

　　　鑑一ダ　　，’
　　　〆

瓦85（H－10）

1

輩

　鍵羅

難

灘
歪

　　i
磯　蕪〆

騰簸1、麟
　隻瓠赦　繊　黎覇　職廉講＿饗騨一騨鞠

　　1

’

ll

　　1藤驚鐸驚舞
、
　
　 麟

　鞭鍵灘・
　　織、欝一
　　纏1，プ
嘗・欝鑓
痩翻1

　　　　　、￥
　　　　　￥￥

贈

彪‘建弾　　纂

　　　垂

　　　顎畿，　　義
た　　　　　　ぶ
鉾　　 鑑’寒、

“　艦・労

瓦91（H－10）

轟
、欝
纈
．
號＿鷲　・

瓦92（H－11〉

　’灘
’諜　熱

欝欝
　　　2　　　　　　

瓦87（H－10）

　　　　．鱒　　瀞一猟絶’　鑑閣き
　　羅．v肇

麟講継
癬霧臓

　“　　　　纂夢

“”

　、1

一鱗
　　1
！て二⊇・

　1　　　　　　、

瓦89（H－10）

瓦94（H－11）

0　　　　1：．5　　　10cm

Fig．48　瓦85～94

　－86一



l
l　噸爪’鱒

　詳｝毒　・、鍛
㎡’　髪繕1
　ゾ両2

歪　　　　　　　　　藁
ξ

』i一、．．，の，

　　ヂ　♪

　　撫’
　！

　　　’　移’

　t　　　ぜぬガ　　　　 ぎゆ

轟撫欝＿嚢

鱗　 醐

　塑　　　　鋭覧．．置
　，噸　　　　 辱

　皇寵レ謝一鱗

塁鱗　 鐸

　i灘纈　

　　1欝Y
　　　鉾
　　駿　　 畢

盛　垂　1

藩遥累　1
　　　　お

灘鍾無穐｝

　　鰻紳’　ゑ＿
　｛　、
　ヌ　築　豊　　l

　　t ！

！

豪

ll

　　　　1

　　　　1　　　　翻ン　　　　鍬為
　　　一加・’暑
　　憲　　　艇1醸

灘鑑灘鞘
　　　　1て
　　　　　！

瓦95（H－11）

鞠鋤、轍撫

［％筆騰譜・

　喚　毒灘　、離雌　贈二籔・・♂　i髄、1
　薦、、、M劇獅
　必繍　　　 職ノ　’

　　穿

蝶嬢　鮎
野

題　ぜ・学『’
磯

へ　　《

瓦97（H－11）

．起説ーレ

　t
　伽蜘
’　　　　　　　　　1

陰　雛・
縫灘　 餓輩

饗欝

！

！

瓦99（H－11）

ロぬ

薯鶏綴践・㌦

　瓦101（H－11）

口

ド　

鋒へ襟、．！♪揺

搬　貞噂』｝　i　聖

誘　　　　≦
1聾隅　，
　　ぬ　　　コヘじ　　ダか

欝灘叢野
難　州

1　　鵠1二極騰＿・1素

勇輝、．募1

　　　づだ

灘戴，　4
離1郷1・　鷺
　紬

瓦96（H－11）

轍灘
瓦98（H－11）

撫・臥

　　1

　轡1
瓦100（H－11）

！

1

t
、癬輸

、

￥

屡 ．趣、

距

裏

　　i、懸

ト　　置毅榊・

瓦102（H－11）

0　　　　1：5　　　10cm

Fig．49　瓦95～102

　－87一



￥

、

　　　i

懲難灘

、

｛

ヒ

㌘イ
」捌

瓦103（H－11）

瓦105（H－11）

鴇　 ” 　　　　1

灘鍵

隅　　　　舞雛

遠

瓦104（H－11）

1欝
叢灘

瓦106（H－11）

麹

ず4罰　　　・・撒
漣

喧臨．

紮

、

げ51’ず　

瓦107（H－11〉

馨馨灘》

￥

、

瓦109（H－11）

　l

　l　　　　　l

撫
、灘鞍
　1

　　　　　ノ，！
　　　　　ノ！

瓦108（H－11）

瓦110（H－11）

1

垂

驚　　黛　　謹
　　艶騨

瓦111（H－11）

醐騰麹

瓦113（H－11）

灘、鞍齪轟

　　暫壺猛
顛

1触　　醗い
》薦欺．、

聾　幾な

叫、欝

　　レ畷戴一　、斜

、 ！

！

難慧

騨
瓦112（H－11）

0　　　　1：5　　　10cm

，ノ

Fig．50　瓦lo3～113

　　－88一



　l　　　　ll
　　　　、轍灘難

紀雛灘羅饗欝
　1

ノ
瓦”4（H－11）

！
！

！1

瓦115（H－11）

　1　　　 1

簸

騨汐

　i・

’一じ塾　　　　　　　 4へ

瓦117（H－11）

蛋　《

嚇、．
＝馳》一

播

窪　頓撃

　望一”一　　　『㎏－『

瓦118（H－11）

，曜

　　　こ1

麟翻繋

　　　｝

　1
隊欄漁聾＼

　薙駄醗
　2，， 1

毒、　銀
｛婆

轟、講
　騰・糖駿〆ぞ

　　1
！■』

’　　　恭灘臓脳ヒ

　講媚‘

　　　　　　　　　　1

文郷．

h

ll

㎜慮瀞灘鍮

瓦119（H－11）

瓦120（H－11）

鱗欝i難

1
瓦121（H－11）

！
／

ノ

！

　　　　麟熱

瓦122（H－11）

ノ

ノ

！

ノ

0　　　　1＝5　　　10cm

　　　5　、鷺繋i麟、，

．轡麟，

　　　　　盲 瓦123（H－11）　．

ノ
，

Fig．51瓦ll4～123

　－89一



一欝鞭灘簿

　　　　　　1　己

　　　，難難欝

灘灘総
　　　　　　　　　l　　l　　　　　　l　　　　　　　　　l　　l
　　　／　　　／
　　　　！！
　　　　　1　　　　　．’　　　　　　　　　　　l　l

　　　　l　　　、　　　　f　導　　冒l　　　　l　　　電’　M　　　　　嚇　　　輪
　　　　くイペ　　　　サ　　

　　　一灘鞭一

　　　1　1
　　　1！　　　　！

　　　　　オ　　　　、鞭灘轍一一
　　　．．灘欝、

　　　　　　　　　ほ　　　　　l　　　　　　ll　　　　　　　　　　1
　　　　ノ　　　！／！

　　　　ヨ　　　　　　き
　　　，鍵馨簸臨．1

　　　．蝋鍵欝灘鍵
　　　　も

　　　　　　　1！　　　　　　　　！ノ

　ll　　踊　　　　　　　　　　　　 i

ll護・　　瓢．　騰一
　　　嚢灘難、熱難
　　　簿　』　　　　　　　　　　　1
　　　　　　嚢．》　　　　　＼　　　麹　彦
　　　むぬ　　　　　　　　　　　　　　　　

　　麟　織一，鱗
　　電繍　　　　養鰍　通　　　叢　　雛　　　響　勤　　落
　　麟　　　　．舞　　灘
　　1　　　　…鞠　　　灘）　　翼難，　　　　轟　　懇蕪　　　購攣鱗　　　　　麟耀
　　　　　　　瓦12∠（H－12）・

　　　　　　　　　　　1

難、、1…｛…i…ξiii撫

虜　　　1運　1
　　 ぽン　ご

灘μ灘，箋
懇

畷・繋騨　　　　　　　￥
　　　　　　　　　　　　￥￥￥
瓦125（H－12）

　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　鰹き纏悠『蝉．

　　ムヤ　

灘雛
瓦128（H－13）

　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　￥￥
　　　　　　　　　　　　￥＼翻欝灘
　　　　　　　　　　　　　　l　l　　　　　　　　　　　　l　　　l　l　　　　　　　　　　　　ずテ　
瓦129（H－13）　・　蕪～1

　　　　　　　　撫難灘　　　　　　　　一　　　　　　　　　蹴　　f、

　　　　　　　一餐　鱗　 礁＿
　　　　　　　　難纏鱗灘馨

　　　　　　　　　　　　i
！

　　　　　　　　　　　　　ノ！
　　　　　　　　　　　　　！

瓦162（H－22）

　　　Fig．52　瓦124～132

　　　　　－90一

瓦126（H－13）

評票、縦轟一

驚，壁

　瓦127（H－13）

　　ぎ
謹、、墾蕪

．縷灘

　　睦
　1瓦130（H－14）

灘、麟灘醐ぎ
　　　n・’・’，　奪

還膿灘、灘

・羅難
　瓦131（H－22）

　0　11510cm・



　　　1　．

　　　1、
、壼zご啓

瓦133（H－22）

　　　　｝

額

険灘難灘i鐸灘
　饗爵膨・

　1

　　　癒　適　＿　欝》

撫　 灘
　　　噴，・・蓉

　　　　難
灘
．
欝

　　　黛　．殉、コ
　　　　ぎ

雛　響
　　　留・鴫、繭7・ぜ一

瓦134（H－23）

　1

一灘欝

ノ

灘縷灘難

噸醗
　　雀灘・・潅
　　桟鞭饗繋

瓦135（H－23）

麟講．，

　　　　醒瓢ツ　 し　
樋
． ．．騨鞭

　囎　　　　　　　　
巽

亀闇 饗’

ヨ

ll

　　　、畿…一

譲欝鯵

1
／

、
￥

瓦137（H－23）

1
！

＼
￥

　　　1
、盤、、

！

目

瓦138（H－23）

灘臨

瓦139（H－23）

¢’、

！

■

F
零

済

ノ

！

　1

㌧’藩　睾

　曳「

、　　、

・　騨

、

1

難
鑑　

’
謳 寡　一，～略湊

鷺季4・で鷺』らを

’
～
　

〃
．
　
・蜂

功繕箕
一＝レ

　ぐ’“置　　　　畿

　』『蝿　殉魅1
　耀蛾き　　　　y》、
　毅；琿　、　難ダ

　朧．、麗べ　v

諜戴参騨懸、，

ゆ『㌔、

＼＼、￥

蔑ケ・

歓
，
鮎“覧へ覧

！き

㌢遥

　　轟
　　ぬきあム　む　灘蓼‘，，‘》

　灘1　　み　　3　　　　f
　耀　　蹄翼
　メ　　　　　　　に　・乏・　感郡㌃
錘

い糠　縫ノ
1　　　　　、、㌔
1　、

　瓦136（H－23）

〆

重，「，

轍難繕撚
　難鍵轟

　　　　　　雪　　　　　ぺ簿鞭騨灘雛▽
灘鰻嚢i懸麟
　讐．F憲難　蕪

講蒙鱗，撫
　　　1，麟織

ぎ

灘、譲嚢難簸鑛

瓦141（H－24）

0　　 1＝5　　10crn

Fig．53　瓦133～139・141

　　－91一



！

慮縫
寡r

難灘鍵

ノ 瓦140（H－23）

～聾

慈蟄

轟

橋　　鵬・　　襲鵬卜

堤　織～

響購瀬｛臨

購灘雛
　　　1、

、

、
、

∠ノ

鱗・勲
藻騨

瓦142（H－24）

、

、

　1
！　』　糾』　看1
　　，藁　’・1

　　　雛
　しξ
　　　￥・異

一．、く撫‘繭懸il
終≠

　　　9
㌃2　　篁響
鰹暇・影、葺事

、

マダ

1　　／
ノ

麟鰹鐵．・

鱗欝

瓦143（H－24）

　　　　　」
　　　　、　熱
　　麟麟繍檎窯　鍵・・

灘灘撫

　　　　　1

灘．鞭
　　　　費

瓦144（H－24）

！

ノ

1
！

　　　　l　ll　　　　　　豊　1

メ

！　！
1

鑛
乾．P－9

、多『

瓦145（H－24）

㎡y　4一

一難灘灘

￥

￥

￥
、

若

瓦146（H－24）

￥
、

1、鎌、懸㌔1
』撃騨　．

一メ　　　ミ蓑
”
榊

，、嚢

、1　　　　 望

　　　　ぎ
　　　　　　　　　藻秀

鱗蕪
　瓦147（H－24）

．灘鑛

、
￥

、

蓑　　　鰍，｛
　

誉　　　　　糧
撃　　踏　垂
　　糊‘1　・

瓦148（H－24）

O　　　　l：5　　　10cm
￥

￥

Fig．54瓦140・142～148

　　－92一



一倉　叢邸勲

騰一譲欝
幾一曝．纏騨駅

　　1 ＼
￥

灘難
　埼

瓦149（H－24）

　　ヒ
選轟、

馨欝
　　1、
　　　、

”

＼　　瓦150（H－24）
￥
、

鑛撫麟　

　　　　　1

昌

’k

星　寝
1、灘，醗諜

　　難
灘灘懸餐

二〆

難

、一噺

鋸

寮
糊

1脳鉾繊雪

螺　 ’
濯

職　　　鰐

一誠．議
　磁・蝿
　　犠
，繕
　『雛

騒I　　F・

ロ　　　　　　　　　　　　
ヤ
ノ4　　 瀬繕マドのら

灘籔鐵’

瓦151（H－24）

／

　藍
，織

i嚢撃
讃　ノ
　．』■

鑛，鰻
　硲

駐「

聖

熱hl撫

瓦152（H－25） 灘li．一

櫛

鱗雛騰

瓦153（H－25）

、

1
露一

ヘミ噂

榊　　勲

11

ど懇

瓦154（H－25）

　　　　1
　辮難撫講懸鶏
一1竃蕪難鰯鍵，1一

　．艦

　　　　　　議　　　　　　書

￥

￥

、

1　饗幾灘難

　　　1
、

灘灘欝
瓦155（H－28〉

0　　　　1：5　　　10cm『

Fig．55　瓦149～155

一93一



　　1　鷹4勲込

　　｝

ll

葦薬欝　 撫

、・』、y甲一畠謁　　　覆

♂　　　　　　嚢塑

　　　　ξ　嚢
灘　灘
騰霧　誓
曝5　　　　　監導、セ

瓦156（H－30）

縫趣・．．

、　　 ’‘b・

。＞

1
！

／
－

瓦157（H－31）

〉㌧レ噺4

￥

＼

￥
￥

！

ノ

　、廼～避5

瓦158（遺構外）

ll
ll　　　ゆ

目

！
！

￥

￥

蝉働マ　

瓦159（遺構外）

撃

筆

　　　・詠ゐ購

一繍撫1
　　ξ　’『　轍ぞ
　　　　湾1
　メ

　ψ　“｝．渇　7
　　　　’

購￥、脚繍難

　1

糠

欝鍵
　灘灘
瓦160（遺構外）

レ塑翼’

講，　灘雛
’ら　　　　1　　ご　　　

籔灘灘
髪　馨灘

　　」

＼

一
1

灘　　　　黙
タ　　　　　　　お
畿’　．・籔　灘・　臨，・詮二・黙

瓦161（遺構外）

　！
一鱗羅紅

幽ゼ織碗』
・藝奪蓮
＝1卿鰯血嘱鯉，
瓦162（遺構外）

　　Fig．56　瓦156～162

　　　　－94一

0　　　．1：5　　　10cm



昌

」◎

＿◎

◎ ◎一

口
呈

霊失2　（H－10）

　　　ゆ

鉄3（H－10）

鉄1（H－9）

◎

一◎

／

｝

」

，

，’

　　、
　　’
＿＿一ノ

　｛

鉄5（H－13）

一蟻一

尊

6
o

鉄6（H－20）
金失4　（H－11）

◎

◎

◎

鉄7（H－21）

ク‘＝＝為

金失7　（x15』Yl18）

＼

石1（」一1）

　／ノ

　rl
諺ノ

、

　

⑫

石2（」一3）

r
1
ノ

◎ 0　　　1：1　　　2cm

｛

○
Fig．57

0

＼

　　　　　　　（鉄3）

鉄製品、古銭、石器

　　　1
　　　1
石2（H－10）

1：3 10cm

（鉄1，2，4～鉄8・石1～石3）

一95一



ノ
1￥ ，、、

◇　　　　 石6（H－12）

石4（H－11）

石5（H－11） 石7（H－14）

∠

石8（H－17）

環覧硫

　　　ξ

石9（H－17）

グヘ￥
　　　　　　＼

◎

　　ク’＼＼
　　／　　　　＼ミ

〆　’
　　　◎

　　　　一
　石10－（Hr21〉

◎ 石11（H－22）

0 　1：1

（石4・石6）

2cm 0 1：3 10cm

（石5・石7～石11）

Fig．58　石器

　一96一



PL．1

調査区中央部全景（南から）

・弾

J－！号住居跡全景（東から） J－2号住居跡全景（西から）

｝評　　　　 等㌧　魅

　、　’瑚

」一3号住居跡全景（東から） H－2号住居跡竈全景（西から）



PL．2

計、

H－3号住居跡全景（西から）

1’叩四　　　 顕

・ノ薯暫ンr

・伽繊．

H－3号住居跡遺物出土状況（西から）

H－4号住居跡全景（西から）

’1、彗

犠◇

H－5号住居跡全景（西から）

H－3号住居跡竈全景（西から）

H－3号住居跡遺物出土状況（西から）

導…騨

H－4号住居跡竃全景（西から）

　　　　　鳴　　甥　　鷲鮎認』

・『睡［

H－7号住居跡竈全景（西から）

　愚．

鷲」し



1』一サ

窒、 与記．塾∵
　　　PL。3

驚鍍藩講雛

H－6号住居跡全景（西から）

H－6号住居跡遺物出土状況（西から〉

騨

H－6号住居跡竈全景（西から）

．鴨唖’一．響

　　悔’
’
誕

甲曽配

層隔，騰

　1堀琴

　　　　　　　・ 麟 鰹・．璽
　　H－9号住居跡遺物出土状況（西から）

　　　　　　　　　　　　　工箋・一　劉　　螺
　　　　　　　しン　　　　　　　纒麟謹響

H－8号住居跡全景（西から） H－8号住居跡竈全景（西から）

H－9号住居跡全景（西から） H－9号住居跡竈全景（西から）



PL．4

H－10号住居跡全景（西から）

H－10号住居跡遺物出土状況（西から）

陶寒

H－11号住居跡全景（西から）

H－11号住居跡遺物出土状況（北から）

感、．

H－10号住居跡竈全景（西から）

冒マ51

ん　
・、

　　　H－11号住居跡遺物出土状況（西から）

臨・△△1㌶1☆ll㌻◇

　　　H－11号住居跡竈全景（西から）

』舞☆う“～！羅野ばA’　　　　　…瓢曝容1・　』　51＝、1－1’

　　瀧　　　　隊

　‘・炉

業』ピ、昌寿，☆・藁

H－15号住居跡全景（西から）

　暮轄　．駅』1

　噺脚．ρ

　、でヂ

　誌」・

　灘
　“：、



麩二

膨
．

H－12号住居跡全景（西から）

謹遷鱒灘麺

　　　H－13号住居跡全景（西から）

』曳』零

　　畿

蒙

亮・腸響鐵

盛4号住繭全景（西から）

．劉　叢．．’灘鍵、灘

H－14号住居跡遺物出土状況（南から）

贈二　　．処き
　㌦・茸『譲翻

．．、PL5

欝繋

難マ1
脅慈・～㌻‘』』

ず

ト1！．

警ン

鞍，鳥

H－12号住居跡竈全景（西から）

鞭顯雛培
魑
、
麟

，卜、

　認　　購、菰詠1二
　’・

　　　駕購，，写　　　し　鳳麟’

H－13号住居跡竈全景（西から）

謬

鑑、，1灘黙∵
壼』「

　　鰹、羅灘．
H一欝住居跡竈全景隔、ら）

　　　　　　　だ☆欝☆☆
　　　　　　　緕耀

　　、ノ．　　‘、レ’8’

　　　　漕■

H－16号住居跡竈全景（西から）



PL、6

〆塩『メ　璽襲
　　，　・，／

　　娩5ワ｛専イ酬声’？　　一 ’試・・一ザ・’F ン、o』隔賦　・

H－17号住居跡全景（西から）

b蟄盟．，り単

一く乏　一

｝蘭．

H－18号住居跡竈全景（西から）

ザ

擾親　　、．

ダ淵’　　　　3　　　筏v一階w　　 r　樹”

H－19号住居跡全景（西から）

～　　　　　・’，一　㌔
，頴＾3篭．

H－19号住居跡竈全景（西から）

麟済

r浦．
1霜‘、¢

　　　5　、．一、・

H－20号住居跡全景（西から）

噺

ぐ、雇

雪■己

馨麟

難謹野篤饗雛
　　　　H－21号住居跡全景（西から）

、曳

鼠む㌔葉

馬罐一

　緊鰹
‘“闇

“　　　　’・・■・頓

，　　｝騨’～・ノ曳、舵

麟鐵
　も．ξ”馨

．翻，灘難

H－22号住居跡全景（西から） H－22号住居跡竈全景（西から）



PL．7

ダ

蜜．

H－22号住居跡遺物出土状況（南から）

H－23号住居跡全景（西から〉

．へ　陣『㍍じf㍗卜・；．・．弊4・　訣

　　　　‘裏

H－24号住居跡全景（西から）

鋸
．

鱗』

灘

－
」

駈　繋憲設燭
触　　　　　　 ｛

、

試一が7　　一一・冠

’

執

愉

’
痘

、ρ●や

H－26号住居跡遺物出土状況（西から）

H－23号住居跡竈全景（西から）

．謹’・劉；酬＼’黙触
　　穏蝿“

H－24号住居跡竃全景（西から）

・げ

艦

H－25号住居跡全景（西から）

鴇樽謹

籍、燃

H－26号住居跡全景（西から）



PL．8

漏　　　　　　　閣r’　ノ’・’．

．　’

H－27号住居跡全景（西から） H－28号住居跡全景（西から）

H－29・30号住居跡全景（西から） H－29号住居跡竈全景（西から）

よ ザτ　　‘一　　く真　　鵠　　　箋　、

H－31号住居跡全景（西から）

W－2号溝跡全景（東から）

黙，．

y　’｝

W－1号溝跡（西から）

魔．麓．

’壁訴”

ざ駕惣』

　　・1．毒

」　悼

　　　　　、　　－

　　　　　1
蓼’　箏麟総
熱・、鯖

調査を終えて
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移グ縄2（J－1）
縄3（J－1）

，一一一一麗撚張

縄4（J－1）

J－1） 縄6（J－1）

磯

縄7（J－1）

瀞臥

一1） （」一1） 縄10（」一1）

1（J－2） （」一2） 縄13（」一2）

縄14（J－2）

17（J－3）

縄19（J－3）

嘉

（J－2）

縄18（」一3）

縄20（J－3）

縄1（J－1）

縄16（J－3）
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縄21（遺構外） 縄22（遺構外〉 遺構外）

縄24（遺構外） 縄26（遺構外）

縄25（遺構外）

1（H－2）

・腔’

2（H－3）
・晃こ贈・心　 3（H－3）

4（H－3）

莞、甲

6（H－3）

・畷＿捻」泌こ、訟臨漉＿一幽『

　　　　　　　　　　9（H－3）

亭・響馨◇騎
1＞

姦、1

ご上』』・膿』ジ〆

、さ響夢
　　　　　　　　5（H－3）

欝．

鷹． 圏
み　　7（H－3）

12（H－4）

噸顯

10（H－3）

纒鷺熱

懲麟
　　　　気

、蒸、驚≦ずンニシ

　　　ロぞも　　　　　ま
㌦＿繰＿．：臨訟鍵

鍵
1　“！：1

．■ぎ

17（H－6）

13（H－4） 14（H－5）

15（H－5）
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、簸』

ズ輝

雛攣・
　しじやてラ　　　　　　　　レ　　　　　　ら
　　ロ　　　　　　　ロ　し　　　　　コ
　ドチ　ワ　ド
　ヘ　う

　隷

11（H－3）

瀬ミ灘灘灘雛夢
　　　　　　　　　　　　　　16（H－6）

蕊髪糞淺、・‘』’』熊、、、．、、翼～駕ン

　　　　　ー曹噸．　・・　　　　　　　駆
　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ　のぎ　　　　　　　　　　．．冥17・・一瞬竃渉

雛難鞭懸縫灘

饗鞍鱒
潔、』＝』〆1』驚，＿．堕、

　　　　　　　　　　　解拷釜

噸、蛍

18（H－6）

聾1・1

　　一～門一『』1で・
　　嵐’‘’ぢ、甲◎．辱鞍ノ

ギ噸
黛麺画融藤姦・・一4呂・響

篠轟叢

灘黛警立』◎爾4・犠1難，・』・、耀襲

葦韓き

欝欝
藻遥　イ

藤瓢1、｝

　　　驚

騰
　　　　　・くN・

、『x

・湾

　r

』欝

　　　　　　　19（H－6）

．坤・欝

繋欝
、、欝、／

機鴇鰐
．弱．．震1

　　　諺7
　　　「・y　rノ

　　　　20（H－6）

21（H－8）

〆鍼灘慰・

黛躍欝難b一
灘罷δ鰹，

22（H－8）

一擁｝

23（H－8）
、
＿

ふ・曽㌧、！

〆　24（H－8）

25（H－8）

要璽

26（H－9〉 　　　　　　　　　　　　　　　　　　27（H－9）

・ゴ唖㌶
ブ貰’欝’讐、

・・．締

蝶lll』

駄、

勢

28（H－9）

　，ボ㌔．曳∋ン・

、．．糠一、馬、

29（H－9）

礎遷襲嚢藻　・・一
　　　　　一薫も認　

、趨難毅、
　　　　 蕊難鑑

琴幾醗轡　
．、ご麟手・驚蓼』i．

30（H－9）

”・ミ’　　ロ・、，傍
1一飽、・勤津撃

評撃〆

31（H－9）

＼／ヒ
9惰．百漏．．、

32（H－9）

徳痙li’
鷺、・へ

　＼　、、 、、．““晒1、＿、．蕊重．胤．」、廻6藩・ノ

　　　　　　　　33（H－9）
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イ伸

34（H－9）

一轟』
．毒

35（H－9） “周畷総、騒勝龍三
　　　　　　　　　37（H－9）

38（H－10）

罵
39（H－10） 41（H－10）

欝鵯

42（H－10）

璽．

懸灘響
　　　　　　　　　　43（H－10） 44（H－10）

’嚇滋
嬢『

45（H－10）

謳拶

　ノ

46（H－lo）

救糞㍉』．．一號糊f灘讐二・槍賦沸贈轡＿

i耀欝懸騨
　　　　　　　47（H－10）

48（H－10）

麟貯
49（H－10）

麺ヤ，

㌔、FP舘一

50（H－10）

51（H－10）

’『＼

52（H－lo） 53（H－10）

54（H－10） 55（H－10） 56（H－10）
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57（H－10）

鵯斬

曝㌧．．

　　罵

58（H－11）

59（H－11）

60（H－11） 61　（H－11）

‘驚灘
『＞

62（H－11）

麟籔－

63（H－11）

65（H－11）

弼　　‘　轟』　　　　．一“一、　一・磨
　　轄　．　厩．＼

鬼臼　　　ζ聖監6レ・”

　　　　　　圃

▽欝…羅
69（H－11）

黙．“瓢騨’．

64（H－11）

66（H－11）

70（H－11）

67（H－11）

v
68（H－11）

71（H－11）
73（H－12）

72（H－11）
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三二㍑勅雛一　fド》・　　⊇一』｝卿｝’P一雲　．

険

　　蜜態翼嚢轡ひ
　　　　　　　　　74（H－12）

76（H－12）

’鞍窪鋤
　　　　　　78（H－12）

』『ド75（H－12）

灘鍵』．
77（H－12）

81　（H－12）

79（H－12）

　　　』薩驚、
　　　　　　一ご篇一自’『一櫨三’・ζ　　　一潔　ぜ、・

　　　　　　　　　　ヘ　　ヤ　　　　　　　　　　　　爵P

　　　　　　　醗蟻こ∴1
耀婁，……一瓢謙獣》♂

驚鮮ン
　　　　《㌦　　ン　　　　80（H－12〉

82（H－13）

一匁欝2り

・“

83（H－13）

84（H－13）

簸
　　1

畷趣蟹85（H－13） 86（H－13）

“ゲ‘

87（H－14）

弛
〆
ノ

羅う参鮒｝

88（H－14） 89（H－14）
90（H－14）

　　　魁隅齢購野
糠．、．』鯛　　．羅醗

1鴎週、一．　鹸欝
　　　　　ぬ　　　　お

欝…騨

　　　　　　　　　92（H－14）

訊、

94（H－15）

夢

織軌鵯．、、∫

馴・畦　’

　、喫蒔

95（H－15）
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黛
煽

　　　　㌧｝
　　・〆ず

97（H－15）

7贋

ド欝警聯鷺熟
　・1弄i輿轡㌃
　　　、「く、

、牌器…

98（H－15）

　　し｝難▽
拶』弩・・

99（H－17）

鱒騨駅　懸畷

100　（H－17）

曝1☆　　　　　、、嚇、　陶・．幽〆亡・
　　　　　　㌦一曳＿』‘淋岬一一駆

　　　　庫

101　（H－17）

ノシ

ぐ

107（H－17）

103（H－17）

糧一婆悔・一

翻籔藍の織麩｛

・警　灘薗晦浮

イ些イ㌧
　　　　　　〆

疑‘曳一＝野

鳩す馴＿、＿、識詫ノ

104（H－17）

献菱
　　←、　　・　　　　　　　　　

、じ墜灘
　　　“無蕗ガ

　　　　　　　　猟、，

i属．

．竪難隷

　　　　三，、♪ノ馨

　　　　ぱ‘

、翠繭

　，纈鞍騨

106　（H－17）

110（H－20） 112（H－20） 113（H－21）

』覗、母

　　　　　　　　114（H－21）

気、複

ぐ措噸

難・卜

　　　　　藁イ

115（H－21）

撫蕪贈）

撒ノ

116（H－21）

117（H－21） 118　（H－22） 119（H－22）
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ノ

難膨
　’7ゆ　　　　　　r　　一’

　　　121（H－23）

齢
． 巴・

　　　　　　　　　　　　、㍗、ざ』』歯
　　　　　　　　　　　讐蔑、

落鷺慕，魁塾晃ゴゴ爺欄

　　　　　　　　　122（H－23）

教還

105（H－17）

輩説

一唱」一

難藁．照．

麟嶽罐雛鵬∫　轟．．
　　　　　　　　　灘∫

123（H－23）

爵・σ♪

f・『　　　一’惣．

　　　　　　　　t

藤藻嚢雛蹄
　　　　　　　　　　　127（H－24）

128（H－24）

130（H－25）

糠蓬暴辮
　　　　　　　　　　　　　　　126（H－24）

131（H－25）

．藷鍵、

179（H－31）

噸懸難蒙鑛襲
　　　　　　　　　　　120（H－22）

躍『㍉’㌔　　』乱

　　　欝

礎
129（H－25）

133（H－26）

134（H－26）

メ
、
墾、欝

135（H－26）

編 1鷺こ鯉’

136（H－27）

137（H－27）

曝癒　
　薄　　い甲一　　　㍗　　　ヂ　　　L、’鞘
　　　ら甲　　　つ　　随　　－

『
臼
饗
罐一獄’ミ

　タ賦

139（H－28）

138（H－27）
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140（H－29） 142（H－31） 143（H－31）

146　（x15Y118）

瓦3（H－4）

5（H－4）

瓦7（H－8）

雛秘楓．

瓦4（H－4）

　　　野　　　　　　猷

　麟羅羅

麟欝
　　　　　　　野

矯・　、齪、騨
　　　　　’瓢髪ノ瓦3（H－4）

瓦5（H－4）

瓦7（H－8〉

瓦4（H－4）

瓦7（H－8）

　　　　　　　　　　　　　　　瓦7（H－8）

羅騰灘i麟鍵騰鰹
1…、灘灘…鍵難

雛i，懸難
　　　　　　　　　　　　　　　瓦7（H－8）

鐵

瓦7（H－8）

8（H－8） 瓦8（H－8）

瓦8（H－8）
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瓦16（H－8）

瓦19（H－8）

　　　　　購

　　　　　．灘．

　　　　　　　　イツン　　ヨら
　　　　　　　．剛考羅瓢罰

・謹雛

壷

齢

・護

瓦27（H－10）

瓦28（H－10）

瓦16（H－8）

…・満　 も》頃

瓦19（H－8）

瓦27（H－lo）

（H－10〉

曝

善．

ん
罎
い

瓦10（H－8）

』ゼ∴鐸鞍諾

0（H－8）

・23（H－9）

瓦34（H－lo）

碧蟻’・趨∵’
　　　　瓦27（H－10）

　　　　　藩

瓦28（H－10）
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レ歎、

褻i繕一’

瓦29（H－10）

瓦32（H－10）

瓦29（H－10）

瓦32（H－10）

　蘇　礎・・㌦　　　　ゆ’
　轡∫　　　　　　一、ゆド、、織＿
滋　、　　　　　　　　　　麺鹸

鞭灘麟灘，・　』』
灘i難羅…羅購・
羅　　　鞭識信萎・、

難鱗灘，覇
　　　　　　　　　　　　　瓦29（H－10）

ジ顯，

31（H－10）

瓦32（H－10）

麟

解
註へ嘘

瓦33（H－10）

　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　影　　　－ρ“．　　　　ヒ」ゼ’
　　　　　　・4・9。9㌔
㍉賦・　　・』・　　　〆　　　　　　　9享　，’へ

5
　
　

・・．鴇～　、磯・か・ξ

叉二烹謁鼠・還裂健
　　　　　　　　　　瓦33（H－10）

難

コぬ

矯　　　　．，

瓦30（H－10）

灘騨

瓦36（H－10）

一10）

騰欝
瓦36（H－10）

瓦52（H－10）

驚
瓦30（H－10）

瓦35（H－10）
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該

饗

瓦38（H－10）

灘撫
、’識1、rl’ハ

瓦38（H－10）

瓦37（H－10）

瓦68（H－10）

瓦68（H－10）

夢

（H－10）

瓦67（H－10）

騨
　じニを

彗　　護

難謝
響　　　　　　　　　瓦42（H－10）

瓦73（H－lo）

、灘灘

，欝
　　　　　　　　　瓦72（H－10）

瓦69（H－10）

瓦69（H－lo）

　　　　　　　　　　｛』

鰻1

鷲講、
瓦72（H－10）

瓦69（H－10）

瓦75（H－10）

瓦87（H－lo）
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瓦70（H－lo）
磁

　　　難

瓦70（H－10）

為
3
（H－10）

瓦70（H－10）

瓦83（H－10〉

瓦90（H－10）

1瓦96（H－11）

？一，

験＼
　　、転

．』㍉・∫撚瓢

鞭

瓦74（H－10）

瓦76（H－10）

i離麟
　講押◇

灘声

馨
瓦82（H－10）

瓦122（H－11）

愚

・74（H－l　o）

瓦76（H－10）

欝
ザ

瓦82（H－10）

瓦122（H－11）
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瓦92（H－ll） 瓦92（H－11）

　鍵塾
議

瓦85（H－11）

糎縣蓬・‘5

トヘ　　　　ヘぽおごぷ　

　　　　瓦93（H－1！）

翻臨

（H－11）

4（H－11）

（H－11）

瓦124（H－12）

響藁、硝
耀

凄

　ま　
蓑縦藻
曝，一廼・’　　　　和

蟹翫＿

3（H－11）

94（H－11）

鷺

熱

（H－11）

瓦124（H－12）

瓦95（H－11）

齢94（H－11）

瓦127（H－13）

（H－24）

瓦124（H－12）
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瓦131（H－22）

・140（H－23）

瓦140（H－23）

瓦154（H－25）

47（H－24）

懸

瓦141（H－24）

瓦154（H－25）

瓦143（H－24）

50（H－24）

瓦151（H－24）

灘灘
展琳㌧

、・欝

・駿

謬

撫・

－野

瓦155（H－28） 59（遺構外）

瓦154（H－25）

瓦162（遺構外）
　齢
瓦162（遺構外）

瓦158（遺構外）

〆㌃物》一一

瓦162（遺構外） （遺構外）
畷i鵜鑑158（遺構外）
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」 懸

・蓑

誇
雲

鉄1（H－9）

鉄2（H－lo）

鉄4（H－11）

3（H－10）

鞠

鉄5（H－13）

磯
鉄6（H－20）

鉄7（H－21）

フ石1（」一1〉

鉄8（Xl5Y118）

縫
　銑3黙』麟

　　　　騒

　…騒臨（、鋤

石3（H－10） 石4（H－11） 石5（H－11）

石6（H－12） 石7（H－14） 石8（H－17）

石9（H－17） （H－21） 石11（H－22）



フ　リ　ガ　ナ モトソウジャオウミイセキグン　　モトソウジャオミヨンイセキ

書　　　　　名 元総社蒼海遺跡群　元総社小見IV遺跡

副　　書　　名
平成15年度　一般県道　足門前橋線バイパス（西毛広域幹線道路　国分寺工区）緊急地

方道路整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻　　　　　次

シリーズ名
シリーズ番号

編　著　者　名 高槁一彦　・　高坂　麻子

編　集　機　関 前橋市埋蔵文化財発掘調査団

編集機関所在地 〒371－0018　群馬県前橋市三俣町二丁目10－2

発行年．月日 西暦2004年3月12日

フリガナ
所収遺跡名

フリガナ
所　在　地

コ　ー　ド 位　置
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 北　緯 東　経

モトソウジャ

元総社

オ　ミヨンイセキ

小見IV遺跡

マエバシシ

前橋市
モトソウジャマチ

元総社町

10201 15AlO7 36．23’34f’ 139．Ol’33”

20030618

　～
20030801

586，56㎡

一般県道足門前

橋線バイパス（西

毛広域幹線道路）

緊急地方道路整

備事業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

縄文時代 竪穴住居跡3軒 縄文土器、石器

古墳時代 竪穴住居跡1軒 土師器

元総社

小見IV遺跡
集落跡

奈良時代

平安時代

竪穴住居跡1軒
竪穴住居跡24軒

土師器、須恵器

須恵器、石器、鉄器、瓦
な　し

一　一　ロ　ー　一　一　 一　一　一　一　 一　一　一　一　一　一　一　 一

中世 溝2条
その他 土坑1基他



　　元総社蒼海遺跡群

元総社小見IV遺跡

2004年3月5日　印刷
2004年3月12日　発行
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